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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第六十三話　帰ってきたミサティーと断罪パラダイス







〈十月二十七日──曇くもり〉





　俺おれは人生の初期の段階で『幸福になること』を諦あきらめた人間だが、すべてに絶望した人間でもなければ、世捨て人や仙せん人にんのように悟さとりを開いたわけでもない。


　世間から与あたえられるものについて高望みしない習性が身に付いているだけだ。


　ただ好ましいと思う人間の幸福は願ってやまないし、逆に好ましくない人間が幸福になるのは不公平だと感じる。それが敵なら喜んで地じ獄ごくに叩たたき込こむ。


　そういう生き方が教育上よろしくないのは承知しているが、それが罪だとして、この皮肉な運命はその罰ばつなのだろうか。


　罪だと言うならすべて認めよう──だが生あい憎にくと、罰を受けているヒマはない。





　　　　一





　日曜の朝──一台の黒いトレーラーが大だい門もん高こう校こうの裏門から校庭に進入してきた。


　トレーラーがグラウンドの中央で停車すると、校内にいた三〇名ほどの生徒たちが何事かと集まってくる。彼かれらの目の前でトレーラーの側面パネルが上下に開いた。


（…………!?）


　積み荷を目まの当たりにした生徒たちは一様に戸と惑まどいの表情を浮うかべた。トレーラーには鉄てつ格ごう子しの檻おりが積み込まれており、その中には四し肢しを太い鎖くさりで繫つながれた『猛もう獣じゆう』が鎮ちん座ざしていたからだ。その猛獣は人間であり、しかも皆みなのよく知る人物だった。


「これはいったい何の真ま似ねかね？　移動動物園でもあるまいし」


　一同を代表して藤とう堂どう校長が訊たずねたが、檻の中で胡座あぐらをかいて座すわっているその人物──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうは目を閉じ腕うで組ぐみしたまま微び動どうだにしない。


　トレーラーに続いて校庭に入ってきた黒くろ塗ぬりのベンツの後部ドアが開き、チャイナドレスを着た女が降り立った。てっきり烈リー・飛鈴フエイリンだと思って振ふり向いた生徒たちが怪け訝げんな顔つきになる。飛鈴よりも大おお柄がらで、いかにも大金持ちらしいオーラを醸かもし出している派手な印象の美女だった。スーパーモデルを思わせる長身とプロポーションの持ち主である。


　謎なぞの美女が生徒たちに向かって話しかけたが、その言葉は広東カントン語ごだった。意味を理解した生徒はおらず、どうやら中国語らしいという程度の認にん識しきである。同じくベンツから降りてきたスーツの男が通訳する。


「質問したいのはこちらの方です」


「そう言う君は何者かね？　烈飛鈴の関係者か？」


　藤堂の言葉を通訳が伝えると、立腹している様子の美女は激しい口調で早口にまくし立てた。


「私の名前は烈玲レイ凰フアンです。南雲慶一郎の弁明によれば、ここに来れば飛鈴が姿を消した理由が分かるとのことでした。理由の説明を求めています。早さつ急きゆうに」


　言葉の意味は正確なのかもしれないが、通訳が玲凰の心情を一ミリも汲くみ取っていないであろうことは誰だれの目にも明らかだった。


「飛鈴君が消えた……？　南雲君、君が黙だまっていては話にならん！　何とか言ったらどうなのかね!?」


「ここでは話したくありません」


「だったら出てきて話せばいいだろう」


「…………」


　慶一郎はのっそりと立ち上がった。格子を摑つかむと、檻全体がビリビリと軋きしむ。ただでさえ太い二の腕が力ちから瘤こぶで倍ほどに膨ふくれあがり、ただならぬ緊きん張ちようをはらんで震ふるえている。


「いま俺を檻の外へ出すと……何をするか分かりませんよ？」


「むう……まさか君は捕とらえられたのではなく、自分の意志でその檻の中にいるというのかね!?」


　慶一郎が普ふ段だんの冷静さを失っていることを知り、藤堂はたじろいだように半歩下がった。


「ここはひとまず落ち着いて、お互たがいに情報交こう換かんをした方が良さそうですね」


　藤堂に代わって前に出てきたのは神かみ矢や大だい作さくである。しかしその顔色は慶一郎と同様に冴さえなかった。


「…………」


「……………………」


「話をするんじゃないのかね!?」


「あ……いえ。何から話したものかと、ちょっぴり途と方ほうに暮れてしまいましてね」


「君がその調子では我々は大いに困るぞ、神矢君」


「ふむ、ならばここはワシの出番じゃな」


　呼ばれてもいないドクター村むら雨さめが横からしゃしゃり出てきて口を挟はさんだ。


「単刀直入に言おう──鬼おに塚づか美み雪ゆきが魔女化した」


　ガシャン！


　太い鎖が跳はねて鉄同士のぶつかる鈍にぶい音を立てた。慶一郎が身体からだを震わせたのだ。


「詳くわしい原因は分からんが、彼女かのじよはソルバニアから送り込まれてきた封ふう魔ま柱ちゆうの魔素を浴びてソドム化した人間とは少々趣しゆ向こうの異なる能力を獲かく得とくしたらしい。おおむね〈魔ま法ほう〉と呼ぶに相応ふさわしい能力をな。彼女は自分の身近な人間から自分に関する記き憶おくを消し去り、自分が存在したことを示す物的証しよう拠こについても隠いん滅めつをはかった。彼女のことを覚えている人間は君を含ふくめて数名しか残っておらん」


「鉄てつ斎さい……美雪ちゃんの祖父は？」


「彼は真っ先に記憶を消されたようじゃな。彼女が生まれ育った鬼塚家にも写真一枚残っておらん。学校の名めい簿ぼどころか戸こ籍せき上の記録も消えている。ほぼ完かん璧ぺきな仕事じゃよ」


「何者かに操あやつられているのか？」


「それが美雪ちゃん自身の意志なんですよ。残念ながら」


　大作は嘆たん息そくしながら言った。


「それをするに至った動機というか心情については彼女の日記に書いてありましたが……」


「記録はすべて消されたんじゃないのか？」


「たぶん美雪ちゃんがわざと残したんですよ。僕ぼくにだけは理由を知らせておきたかったのかもしれません」


「……で、そんなことをした理由は？　何と書いてあった？」


「それはここで発表するようなことじゃありません。後で自分で読んでください」


　慶一郎は大作から村雨に目を移した。


「レイハは？」


「今日のところはセーフモードで起動中じゃよ」


「セーフモード？　初めて聞いたぞ」


「日曜日にしては人が多いからな。いつもならスリープ状態に入るが、基本的な最低限の機能のみを立ち上げて起きている。話をしたいならこちらから会いに行かねばならぬが」


「……そうか」


　慶一郎は鋼鉄の格子を飴あめのように曲げ、できた隙すき間まを通って檻から出た。


　ズゴン！


　慶一郎の両手足に繫がれた太い鎖──その鎖の先に付いている鉄球が地面に落下してめり込んだ。『20kg』と書かれた鉄球四個をゴロゴロと引きずりながら校舎に向かう慶一郎を、玲凰を含めた全員が呆あつ気けにとられた顔で見送る。


「……ずいぶんとデカいアクセサリーやな」


　離はなれた場所から眺ながめている静しず馬まが呟つぶやいた。





　床ゆかが傷付くという藤堂校長の苦情に従い、慶一郎は校舎に入るとレイハのいるＰＣ教室まで鉄球をお土産みやげのスイカのごとく両手にぶらさげて歩いた。烈玲凰は自分にその権利があると言わんばかりの堂々とした態度で慶一郎の後に続く。近寄りがたい雰ふん囲い気きに気け圧おされた藤堂と生徒たちは数メートル離れてついていった。


　村雨の言ったとおりにレイハは目覚めていた。背もたれは起こしているが〈玉座スローン〉の電源は入っていないのか三六〇度スクリーンはオフになっている。


「この人形がレイハですか？」


　玲凰の言葉を通訳が日本語に翻ほん訳やくする。銀糸の髪かみに白磁の肌はだ、瞬まばたきもせず、教室に入ってきた慶一郎たちに向けられることもない紅玉の瞳ひとみを見れば、確かに精せい巧こうな人形にしか見えないだろう。慶一郎は構わずレイハに呼びかけた。


「レイハ、お前に訊ききたいことがある」


　ブゥン……


　ＰＣの冷れい却きやくファンの音が響ひびき、スクリーンに〈只ただ今いまセーフモードで起動中〉のメッセージが流れる赤い帯で表示された。凍こおり付いていたレイハの表情にわずかに生気が宿り、視線が慶一郎に向く。


『──ぐーてんもるげん』


　レイハが口を動かさずにスピーカーからの音声で答えた。しかもリアルタイムの発声ではなく圧縮された音声データを再生したような音質だ。


「口を開くのも億おつ劫くうなくらい低血圧なのか？」


「なにせセーフモードじゃからな。複雑な受け応こたえは期待せん方がいい」


「……やれやれだな」


　慶一郎は単刀直入に質問した。


「昨日俺に警告してきた〈俺と因いん縁ねんの深い魔法使いの出現〉というのは、美雪ちゃんのことだったのか？」


『はい』


「どうして詳しく言わなかった？」


『ケイが質問しなかったから』


「そりゃそうだが、その時ついでに言ってくれれば対処できたんじゃないのか？」


『ケイがフェイリンの救出を選せん択たくした時点で確定した事象』


「俺が原因だってのか!?　どうしてそうなる？」


『────』


　レイハは答えない。説明するには因果関係が複雑すぎるのか。大作が発言した。


「今度はこちらの質問にも答えてもらいますよ。飛鈴先生が行方ゆくえ不明というのは本当なんですか？」


「────!?」


　飛鈴の名を耳にした玲凰が、文脈を理解しないまま大作に詰つめ寄った。身長一八〇センチ以上のうえハイヒールを履はいている玲凰と大作の身長差は四〇センチ近い。何かされるのかと怯おびえる大作を見下ろしつつ玲凰が話しかけ、それを通訳が翻訳する。


「ハイスクールに小学生が混じっているのはなぜですか？」


「僕は高校生です！」


　通訳経由で聞いた玲凰は冗じよう談だんはよせとばかりに鼻で笑い、首を振ふって取り合わない。


「とりあえず彼女をどうにかするのが先じゃないのか？」


　生徒の一人の発言に、現状に違い和わ感かんを抱いだいていた一同は同意した。飛鈴と同じ烈一族の人間ながら日本語が通じない玲凰は想定外の客である。円えん滑かつな意思疎そ通つうをはかるための方法は──ひとつしかなかった。


「そこでこのアイテムの出番です！」


「また田楽の串くしかね？」


「いえ、改良しました。食品としての味や栄養に問題が出るのは一から魔法で生み出すからです。だったら出来合いの食品に翻訳機能を魔法でプラスすればいい」


「そもそも食品から離れるという発想はないのか……？」


　藤堂の苦言を無視して〈魔ま女じよっ子向上委員会〉の生徒がビニールの包みを玲凰に差し出した。


「この〈やくす棒〉をどうぞ!!」


　それは駄だ菓が子し屋の定番商品である棒状のスナック菓子だった。一〇種類のフレーバーの詰め合わせ（三〇本入り）である。見るからにお金持ちのお嬢じよう様さまに食べさせるにはあまりにもチープな代しろ物ものだが、意外にも玲凰は興味を示し、袋ふくろの中から一本を選んでパッケージを破った。


　サクサクサクサク……


　あっという間に一本を完食すると、パッケージを確かく認にんする。


「これはコーンポタージュ味？　悪くないわね」


　玲凰の言葉は広東語に同時通訳の日本語を重ねたように聞こえた。


「成功だ！」


　喜ぶ生徒の手からビニール袋をひったくると、玲凰は他のフレーバーの〈やくす棒〉を片っ端ぱしから食べ始める。普ふ通つうなら一度に三本も食べれば飽あきるスナック菓子だが、玲凰は飲み物なしで一〇種類全部を制せい覇はした。食べる速度が異様に速い。


「サラミとメンタイが甲こう乙おつ付けがたいわ。これは一本いくら？」


「十円ですけど」


「そう」


　玲凰はお付きの者を呼ぶとパッケージを渡わたした。


「このスナックのメーカーの株を買えるだけ買っておいて。それと香港ホンコンでの販はん売ばい契けい約やくを取り付けなさい」


「そこまで気に入るとは……」


　予想外の展開に驚おどろいている大作たちを見て、玲凰はようやく事態の変化に気付いた。


「急に広東語を話せるようになったのはどういうわけ？」


「僕らにとっては逆にあなたの言葉は日本語に聞こえてますよ。レイハの魔法による翻訳が有効になったんです」


「魔法……？」


「詳くわしい説明は後回しにしてください。今は飛鈴先生の件が先です」


　大作はあらためて慶一郎に質問した。


「どうなんですか？　南雲先生」


「飛鈴は……バスルームで何者かの襲しゆう撃げきを受けて拉ら致ちされた。床ゆかが抜ぬけて現れた異次元の穴に吸い込まれてな」


「バスルームには穴なんてなかったわよ」


「だから異次元の穴だと言ったろ。飛鈴を呑のみ込んだ後で穴は跡あと形かたもなく塞ふさがった」


　ここに来る以前にも繰くり返されたやり取りである。玲凰には信じられない与よ太た話だが、大門高校の関係者にとっては絵空事ではない。


「飛鈴先生をさらったその何者かに心当たりは？」


「…………」


「美雪ちゃんですね？」


　大作の指し摘てきに、慶一郎はわずかに眉まゆをひそめた。


「姿が変わっていたからな……確証はない」


「それが美雪ちゃんの仕し業わざだとすると辻つじ褄つまが合うんですよ。ソドム化した九く条じよう君が通信を妨ぼう害がいしていたのは先生に連れん絡らくさせないためだったと考えれば……」


「ソドムも出たのか？」


「美雪ちゃんの異変に気付いて逃にげ回ってたらしいんですが──」


　Ｐｒｒｒｒｒ！


　不意に電子音が鳴り響いた。


　村雨が白衣の中から武骨なデザインの通信機を取り出して応答ボタンを押おした。


「ワシじゃが？　ふむ……なるほど。知らせてくれてありがとう。いやいや、それには及およばんよ。南雲君も戻もどってきとるしな……うむ、そういうことじゃよ。オーバー」


　通信を切ると、村雨は慶一郎に言った。


「所属不明のＵＨ─60ヘリが二機、間もなくこっちに来るらしい。積み荷は完全武装の歩兵二個分隊約二〇名といったところかのう」


　そう告げるが早いか、窓の外からパワフルなローター音が聞こえてくる。藤堂と生徒たちは一様に浮うき足立った。


「そのヘリに乗った部隊はいったい何をしに来るのかね？」


「ここを制圧するつもりじゃろ。狙ねらいはレイハじゃな」


「ホログラムで大門高校の敷しき地ち全体を表示しろ」


　慶一郎の指示で、レイハが床の上にジオラマのような立体映像を映し出した。三メートル四方の大きなサイズである。南東の方角から漆しつ黒こくのヘリが二機、低空飛行で侵しん入にゆうしてくる。一機はレイハのいる校舎の屋上の上空で、一機はグラウンドの上でホバリングした。


　ヘリから数本のロープが垂らされる。屋上に兵士を降ろす態勢になっているヘリに、慶一郎は無造作に手を伸のばした。プラモデルサイズのヘリの胴どう体たいを下から掬すくうように左手でつかみ、機体のテール部分を右手でもぎ取る。少し持ち上げてから左手を放すと、ヘリ本体はコントロールを失って横回転を始めた。もぎったテールを今まさにグラウンドに強行着陸したもう一機のヘリに投げつける。テールは操そう縦じゆう席せきを貫かん通つうし、ヘリを横転させた。地面に接せつ触しよくしたメインローターが悲鳴のような金属音を上げて折れ曲がる。


「南雲君、ヘリが住宅地の方へ落ちるぞ」


　メインローターの反動を相そう殺さいできずに錐きり揉もみ状態になったヘリが大門高校の敷地の外へ墜つい落らくしようとしていた。民家に激げき突とつするすんでのところで手を伸ばしてヘリをキャッチすると、オニギリを作る要領でギュッと握にぎって鉄てつ塊かいに変え、グラウンドに横よこ倒だおしになっているヘリにぶつける。


　激突した二機は派手に爆ばく発はつ炎えん上じようした。グラウンドからの耳をつんざく爆発音が轟とどろき、爆風と衝しよう撃げきで廊ろう下かの窓がビリビリと震ふるえる。廊下に出た生徒たちはグラウンドの真ん中から立ちのぼる爆ばく煙えんを見て、ジオラマ上の攻こう撃げきが現実に反映されたことを理解した。


「いくら何でも……これはデタラメすぎないか？」


「おい、見ろ！　生きてる奴やつがいるぞ」


　グラウンドに着陸したヘリからいち早く降りていたのだろう、一〇名ほどの兵士の姿が見える。破は壊かいされた二機の乗員の救助は行わず、自じ動どう小しよう銃じゆうを腰こしだめに構えて校舎の方に近寄ってくる。


「お前ら、絶対に校舎の外へ出るなよ」


　そう言い置くと、慶一郎は三階にある廊下の窓から身を躍おどらせた。慶一郎が着地すると、空中で放した鎖くさり付つき鉄球がわずかに遅おくれて地面にめり込む。


「相手は完全武装の兵士ですよ？　鉄球付けたまま闘たたかうつもりですか!?　いくら何でも無茶な……」


「ワシはそうは思わんね」


「どうしてですか？」


「忘れたのかね。先日の全校集会で侵入者への対策を決めておいたじゃろ？」


　鎖鉄球を手足に付けた怪あやしすぎる大男と遭そう遇ぐうした黒ずくめの兵士たちは一いつ斉せいに銃口を向けたが、すぐにその挙動に異変が生じた。小銃を持つ手が震え、足が内うち股またになり腰が引けている。


　キュウ～～ゴロゴロゴロ……グルルル……


　甘あまえて喉のどを鳴らす子犬の声が、兵士たちの下腹部あたりから聞こえてきた。当然ながら子犬を装備しているはずもない。


「大門高校の関係者に対して『敵意』を持って敷地内に侵入した人間は、猛烈な腹痛に襲おそわれて戦せん闘とう不能になる。しかも殺傷力の高い武器を持っている場合はその武器の威い力りよくに比例して苦痛は激しくなる──魔ま法ほうのトラップは有効に働いとるようじゃな」


　先日の全校集会で村雨はレイハが各国の諜ちよう報ほう機関の標的になっており、いつ大門高校が襲撃されてもおかしくないと警告した。同時に魔法による保安システムの構築を提案し、全校生徒からのアイデアを募つのった。


　魔法のトラップの効果は『蟻あり地じ獄ごくに呑のみ込こまれて生き埋うめ』『生きたまま石化』『出口のない四次元の迷めい路ろに迷い込んで永久に彷徨さまよう』『ランダムテレポートで地球上のどこかに飛ばされる』『カリメロの餌えさに』等、数多くの候補が出たが、あまりに厳しすぎるという反対意見から最もマイルドな『腹痛』に決まった。しかし所かまわず失禁されてもばっちいので『猛もう烈れつな腹痛に襲われるが絶対漏もらせない（※トイレに駆かけ込こんでも用を足せない）』という条件が追加され、それはそれで恐おそろしいペナルティが科されることになった。


　顔も黒く塗ぬっているため表情や顔色は分かりづらいが、兵士たちは小銃の狙いを定めるどころかもはや立っているのがやっとという状態だった。身体からだを折って下腹部を腕うでで押さえ、クネクネと身をよじり苦く悶もんのうめき声を漏らしながら耐たえている。


「あれじゃまともに闘たたかえませんね」


「うむ。これで条件は五ご分ぶじゃな」


「え？　五分って……」


　すでに決着がついたものと思って胸を撫なで下ろしていた生徒たちは、不ふ吉きつな予感に顔を強こわ張ばらせた。


　兵士たちの前に躍おどり出た慶一郎が右腕を振ふるった。距きよ離りはおよそ二メートル──拳こぶしの届く間合いではない。


　ボゴォ！


　弧こを描えがいて飛んだ鎖付きの鉄球が兵士の頭に命中した。吹ふっ飛ばされた兵士の立っていた場所に、無む惨ざんに変形したヘルメットが落ちて転がる。


「う……撃うて！　撃てェェェェッ！」


　目の前の大男が怪かい物ぶつだと気付いた兵士たちは小銃の狙いも定まらないまま引き金を引いた。しかしカチカチと乾かわいた音が鳴るばかりで弾たまが出ない。慌あわてて小銃を調べるが原因が分からず、やむなく拳けん銃じゆうを抜ぬいて撃とうとするがこれも引き金が引けなかった。


「自分で銃の安全装置をロックしていることに気付いとらんようじゃな」


　これも保安システムのひとつで、腹痛でも銃の引き金くらいは引けるだろうという予想から銃をはじめとする飛び道具に限定しての措そ置ちである。


「あれで五分ですか？」


「銃はなくともナイフは使えるじゃろ。南雲君にはハンデも付いとるしな」


「ハンデ……」


　ボガァ！


　大きく振り回された鉄球が兵士三人をまとめて横よこ薙なぎに吹っ飛ばす。慶一郎が鞍あん馬ばの旋せん回かい技わざの要領で地面に手をつき両足を水平方向に回転させると、足首に繫つながった二つの鉄球が兵士の膝ひざを砕くだいた。形状からすると鎖分銅だがスケールと威力が違ちがいすぎる。


「ハンデどころか武器じゃないですか！」


「しかも完全に使いこなしとるやんけ」


　使える装備がナイフだけではとても鉄球に敵かなわないと悟さとった兵士たちは後退する。慶一郎は兵士の落とした小銃を拾うと、安全装置を解除してフルオートで掃そう射しやした。足を撃ち抜かれた兵士たちはバタバタと倒れる。


　身動きができなくなったところに鉄球が襲いかかると、直後に奇き妙みような現象が発生した。兵士たちの姿にモザイクがかかって視し認にんできなくなったのである。


「何や？　急にモザモザになりよったぞ？　どないなっとんねん!?」


「ワシには普ふ通つうに見えるが……そうか、これはアレじゃな。保安システムを設定する時に南雲君からの提案で、校内において十八歳さい未満の青少年が目にするには不適切な光景が現れた場合に自動的にモザイクがかかる仕様になったんじゃよ」


「ちょっと待たんかい……まさかエロいのも規制されるんか!?」


「その線引きについては知らんよ。何なら試ためしてみるといい」


「よっしゃ！」


　静馬はベルトを外してズボンをパンツごと下ろしかけたが、半ケツを出したところで手を止め、辺りを見回した。


「こんな時に光の速さでツッコミ入れてくる役目のあの女はどうしたんや？」


「そういえばまだ来てませんね……って、モザイクの基準なんてしょーもないこと気にしてる場合じゃないですよ！　あの部隊はそもそも何なんですか!?」


「見たところ日本人のようじゃし、自衛隊から選えりすぐった兵士で創設された特務部隊じゃろうな。所属や階級を示すものが見当たらんということは、公式にはその存在が認められておらず、政府の一部の人間の私兵として隠おん密みつ作戦を遂すい行こうする──いわゆる幽ゆう霊れい部隊みたいなもんじゃろ」


「そんな人たちをボコボコにしちゃっていいんですか？」


「幽霊部隊というのはあくまで憶おく測そくにすぎん。この敷しき地ち内における彼らは所属不明の武装集団──つまりただのテロリストじゃ。煮にて食おうが焼いて食おうがそんなものは南雲君の気分次し第だいじゃろ」


　慶一郎は手足の鉄球をアメリカンクラッカーのごとく振り回し、鋼鉄の暴ぼう風ふう圏けんと化して襲いかかった。


　ドガッ！　ボゴッ！　メギッ！　ドグシャアッ！


　一人につき三発以上の鉄球攻こう撃げきを食くらった兵士たちは赤黒ツートンのモザイクまみれになって地面に倒たおれ伏ふした。返り血その他を浴びた鉄球自体にもモザイクがかかっているため、もはや何が起きているのか遠目には判然としない。


「しかしアレは……用務員が不ふ審しん者を撃退している図というにはあまりにも……」


「八つ当たりというか憂うさ晴らしというか、まあストレス解消にはもってこいのサンドバッグじゃな」


　一方的な殲せん滅めつ戦は数分で終しゆう了りようした。


　モザイクの塊かたまりになった鉄球を携たずさえてＰＣ教室に戻もどってきた慶一郎に、玲凰は小さな鍵かぎを投げて寄よ越こした。慶一郎はその鍵を使って手足の枷かせを外す。


「連中の司令官が誰か分かってるのか？」


「うむ。通信記録から割り出した」


「こちらから繫つなげられるか？」


「レイハなら朝飯前じゃな」


　村雨はレイハの玉座とケーブルで接続されたパソコンのキーボードを叩たたいてデータを直接入力した。


『ピ──────ガ～～～～』


　デジタル信号をそのままスピーカーで出力したような耳みみ障ざわりな音が流れる。やがて、顔の高さにおよそ四〇センチ四方のウインドウが開き、背広姿の男が映し出された。三十代半ばと思おぼしき、髪かみをオールバックにしたカマキリに似た面相のその男は、デスクに座すわって赤い受話器を取ったところだった。


　ウインドウはおそらく男の正面にあるモニターテレビ画面の枠わくなのだろう。画面に慶一郎が映っていることに気付いた男が眉まゆをひそめる。


「お前が指揮官か」


『なっ……どうしてこの回線に割り込める!?』


「魔ま法ほうだからな」


　慶一郎はウインドウに左手を突つっ込こみ、男の髪をわしづかみにしてこちら側に引き込んだ。ウインドウの枠よりも肩かた幅はばが広いため身体からだがつっかえて男の首だけが大門高校の教室に出ている。


「〈サオダケ〉も使わず素す手でで!?」


「もはや何でもアリだな……魔法だけに」


　そのシュールな光景を目まの当たりにした生徒たちは驚おどろきを通り越して呆あきれ顔になった。


　首だけ引きずり込まれた男は血相を変えた。おそらく身体の方はジタバタ藻も搔がいているのだろう。向こう側からは『テレビ画面に入ろうとしている人』に見えるかもしれない。


「き……貴様！　私が誰か知って……」


「知らんな。知る必要もないが」


　慶一郎は左手で髪をつかんだまま男の顔面に鉄てつ拳けんを食らわせた。形の良い鼻が真横を向き、そこそこ端たん整せいだった顔が無む惨ざんに変形する。


「防衛参事官クラスのエリート背広組じゃろ。どこから命令を受けとるかは分からんが」


「わ……私を拷ごう問もんしたところで無む駄だだ。何もしゃべらんぞ」


「だったら黙だまってろ。永久にな」


　慶一郎はパンチングボールを叩くように男の顔面を連打した。折れた前歯がポン菓が子しよろしく吹ふっ飛んだ直後から男の顔にモザイクがかかる。二、三〇発の鉄拳をノーガードで顔面に集中して食らった男はグッタリとして呻うめき声すら出さなくなる。


「ケーブルを」


　慶一郎が手を出すと、村雨はやや困こん惑わくした顔で辺りを見回し、手近にあった音声接続用のケーブルを渡わたした。慶一郎はフォーンプラグを男の延えん髄ずいに無造作に突き刺さす。それを見た村雨はケーブルのもう一方の端はしのプラグをレイハの座る玉座の音声入力ジャックに挿さした。


「こいつの脳から直接情報を読み取れ。命令を下したのは誰だ？」


　天てん井じようの照明がチカチカと点てん滅めつした。ケーブルを通して大電流が流れたらしく男の首がビクビクと痙けい攣れんする。


『判明しました。呼び出しますか？』


「もちろんだ」


　迷い無く即そく答とうする慶一郎の目の部分に軽くモザイクがかかった。





「……何がどうしてこうなったわけ？」


　ＰＣ教室に入ってくるなり、涼りよう子こは眩まぶしそうに目を細め、至し極ごく当然の質問を口にした。


　何もない空中に四次元の窓が開いている。窓は横一列に八つ並んでいて、サイズはまちまちである。共通しているのは人間ぽいシルエットの塊がはみ出していることだったが、モザイクがかかっているので詳しよう細さいは分からない。慶一郎が右端の窓から引きずり出した何かをサンドバッグ代わりに殴なぐっている。


「まあ何だかんだありまして……命令系統を逆に辿たどっていった結果、悪徳議員のスポンサーになっていた宗教法人の最高幹部に鉄拳制裁を加えているところです」


「これは？」


　涼子は床ゆかの半分を占しめているジオラマに目を向ける。


「武装テロリスト集団がヘリに乗って来たので素手で叩き落としました」


「彼女は？」


　教室内で異質な存在感を放っているチャイナドレスの美女を指さす。


「飛鈴先生の関係者です」


「ふうん。で、あんたらは何をしてるわけ？」


「僕らは……大だい魔ま神じんの怒いかりが収まるまでただ見守ることしかできない村人の役です」


　ゴキッ！　ブヂブチブチィ！


　骨が砕くだけ、筋肉が断だん裂れつする異様な音が響ひびいた。断だん末まつ魔まの悲鳴が上がったようだが、ピー音で消されているため生徒たちには聞こえない。


　慶一郎は全身の骨という骨、関節という関節を破は壊かいし尽つくした肉につ塊かいを床に叩き付け、軍用ブーツの靴くつ底ぞこで顔面（らしき部位）を踏ふみつけた。


「──飽あきた」


　慶一郎は用具入れから箒ほうきと塵ちり取とりを持ち出すと、ジオラマのグラウンドで炎えん上じようしている二機のヘリと兵士たちを箒で掃はいて塵取りにすくい取った。防衛参事官の頭をウインドウの奥おくに押おし戻すついでにテロリスト御ご一いつ行こう様の残ざん骸がいを放ほうり込こむ。ウインドウを閉じる寸前、向こう側から大だい惨さん事じを思わせる轟ごう音おんが聞こえてきた。


「……何が起きたんでしょうか？」


「あちら側に超ちよう空間転送されて実体化したんじゃろ」


　一部の生徒が廊ろう下かに出てグラウンドを見ると、ヘリの残骸や兵士たちは掃いたように消えていた。


「無敵すぎませんか？　このシステム」


「南雲君は一度殴ると決めた相手は絶対に殴る男じゃよ。早いか遅おそいかの違ちがいがあるだけでな。もっとも途と中ちゆうの手順をすっ飛ばすことで余計な犠ぎ牲せい者しやが出ないという利点は大きいがね」


　慶一郎は他の七人の犠牲者の身体に細工を施ほどこしてからウインドウの向こうに帰した。


「何をしたんですか？」


「お土産みやげを持たせてやった」


「……どんな？」


「手しゆ榴りゆう弾だんでブービートラップをな」


　モザイクで分からないのをいいことにやりたい放題である。絶句した大作は大人のコメントを求めて村雨を見た。


「暴力という手段に頼たよる者はそれをさらに上回る超暴力によって滅ほろぼされる──ま、順当に自じ業ごう自得じゃな」


「ここは法治国家ですよ？」


「近代国家の法が通用するエリアは地球上の総面積の〇・一パーセント未満じゃよ。そこに南雲君の拳こぶしが届く間合いの内側が含ふくまれていないことは議論の余地もあるまい」


　そう言って村雨はいかにも小気味良い笑えみを浮うかべる。ドクター・マックス＝村雨がおよそ一いつ般ぱん的てきな意味での常識人でもなければ善人でもないという事実を思い出し、大作は徒労感から深々とため息を吐ついた。


「悪党退治で憂うさ晴らしが済んだのならこっちの話の続きをお願いしますよ。そのために涼子さんも呼んだんですから」


「そうよ。人を呼びつけといていったい何の用だってのよ？　今日はお師し匠しようさまにみっちり稽けい古こつけてもらう予定だったのに、途中で抜ぬけ出して来たんだから」


　不満たらたらの涼子に険けわしい目つきで見み据すえられた大作は、慶一郎に告げ口するように言った。


「……ほら、この様ザマですよ」


「何よ？　文句があるならハッキリ言ったらどう？」


「ご覧の通り、涼子さんは美雪ちゃんのことを完全に忘れています。そこで──」


　大作は教室の隅すみに置いてある道具箱からハリセンを取り出し、涼子の頭を叩たたこうと振ふり上げた。しかし涼子は袋ふくろに入ったままの竹刀しないの先を大作の鼻先に突きつけて機先を制する。


「あんたごときがあたしの頭を叩こうっての？」


「いや、だからこのハリセンは叩いても痛くないですから」


「たとえオモチャのハリセンでも剣けん術じゆつをやってる人間がやすやすと叩かせると思う？」


「話が進みませんから黙って叩かれてくださいよ」


「叩きたければ叩けばいいじゃない。ただし実力でね」


　不用意な行動がただでさえ不ふ機き嫌げんな涼子の闘とう志しに火を点つけてしまったらしい。


（ああ、また何やらややこしい事態に──）


　藤堂や生徒たちは心配しつつもとばっちりを恐おそれて手出しできずに見守っている。一人、静馬は無造作に近寄ると、背後から涼子に抱だきついて両手で胸を鷲わしづかみにした。


「ギャ～～～～～ッ!!」


「今や、大作！」


　痴ち漢かんの助けを借りることに一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした大作だったが、背に腹は代えられないと判断してハリセンを振り下ろし、涼子の頭を一いち撃げきする。


「くぉのエロザルが～～～!!」


　涼子は静馬の爪つま先さきを踵かかとで踏みつけ、後頭部を鼻先にぶつけて怯ひるませて手を振りほどくと、振り向きざまに竹刀で面を打つフェイントをかまして股こ間かんを蹴けり上げた。


「はおうっ！」


　静馬は一メートルほど跳とび上がり、股間を押さえてうずくまった。間かん髪はつを入れずに涼子は竹刀をフルスイングして大作の尻しりを引っぱたく。


「痛ぁ～っ!!　ちょっ、やめ……落ち着いてくださいよ涼子さん！」


「お黙だまり！　あんたも同罪よ！」
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「美雪ちゃんのことを思い出してもらうためだったんですよ！」


「下手な言い訳すんじゃないわよ！　美雪ちゃんと何の関係……」


　さらなる攻こう撃げきを加えようと竹刀を振り上げたところで涼子の動きが止まった。慶一郎の存在に気付いて目を向ける。


「南雲先生！　この大変な時にどこをほっつき歩いてたのよ!?」


「……つまり記き憶おく喪そう失しつが治ったということか？」


　涼子の問いには答えず、慶一郎は大作に確かく認にんを取った。


「記憶喪失じゃなくて魔法による記憶の改かい竄ざんですよ。それをハリセンで叩くことで無効化したんです」


「するとそのハリセンも魔法のアイテムか。しかし何な故ぜわざわざハリセンなんだ？」


「それは静馬さんの考案だからとしか……」


　ボケたから突つっ込こむという発想なのだろう。レイハの作る魔法のアイテムは生徒たちの奔ほん放ぽうなイマジネーションの産物なので、使い勝手が度外視された理り不ふ尽じんな代しろ物ものが多い。


「本来なら大門高校の敷しき地ち内に入った時点で記憶操作の魔法は解除されて然しかるべきところを、さらに頭を一発叩くという刺し激げきが必要なのは、鬼塚美雪が直接手を下した魔法が強力だからじゃろうな」


　訊きいてもいないのに村雨が解説を始めた。


「ここで彼女が使った魔法についてワシの私見を述べておきたいが、いいかな？」


「それは後にしてもらえるかね」


「今やっておいた方が二度手間にならずに済むと思うが」


「ならば言わせてもらおう」


　藤堂は村雨に鬱うつ憤ぷんをぶつけるように言った。


「ドクターが我わが校に来てからかれこれ一か月になるが、事ある毎ごとに聞かされる魔法についての仮説が一度でも役に立ったことがあるかね？　それに君の言っている説は毎回微び妙みように食い違ちがっているようにも思える」


「ソルバニアの魔法は現代の最さい先せん端たんの科学技術をぶっちぎりで超ちよう越えつした超科学の産物じゃからな。ワシなりにその時点で最も破は綻たんの少ない仮定を立てているのであって、研究が進展すればその内容も更こう新しんされて当然じゃろ。まあ多くの状じよう況きようで後付けの説明にしかなっていないのは認めるがね」


「その破綻の少ない仮説というものも大半は我々にとっては理解しがたいチンプンカンプンな内容でしかない」


「確かにこのハイスクールの学力レベルは低いが、一部に理解できる者もいる」


「だったらその一部の生徒に向けてセミナーでも開けばいいのではないかね？」


「そういった区分は良くない結果をもたらす。それに魔法の仕組みを理解できるということと、役に立つ人材であることは別じゃよ」


「では結局どうしたいのかね？」


「フム……仕方あるまい」


　村雨は白衣のポケットから小型のメガホンを取り出した。民衆を扇せん動どうする〈いいくるメガホン〉だと気付いた一同が止めに入る前に村雨は全員に呼びかけた。


『さあさ坊ぼつちゃん嬢じようちゃんお大だい尽じん様、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　ドクター村雨の楽しい楽しい解説ショーの始まりじゃよ～！　大人しく見てくれる良い子には飴あめ玉だまのサービスもあるよ～』


「わーい！」


　藤堂と生徒たちは大はしゃぎで村雨から駄だ菓が子し屋で売っているカラフルな棒付きキャンディをもらい、床ゆかに体育座ずわりして扇おうぎ状じように並んだ。村雨はレイハの三六〇度スクリーンの一部を使って紙かみ芝しば居い屋よろしく解説を始めた。メガホンの魔力の影えい響きようを受けない慶一郎は壁かべ際ぎわに立ってそれを眺ながめる。


「まずは南雲君のために昨日起きた事件のあらましを現在分かっている範はん囲いで順に説明しよう」


　画面に巫み女こ装しよう束ぞくを着たおかっぱ髪がみの可か憐れんな少女が映し出される。竹たけ箒ぼうきを持って境けい内だいを清せい掃そうしているところを捉とらえたスナップ写真だ。


「この少女が事件の主役である鬼塚美雪じゃ。ソルバニアの魔王が所有するといわれる魔導書と接せつ触しよくしたことにより〈魔法使い〉となった彼女は、自分自身の存在をこの世から消し去ることを望んだ……」


「何でまたそんなことを？」


「魔法使いになったんならやりたい放題なんじゃねーの!?」


「彼女の動機については個人的な事情なのでここでは割かつ愛あいする」


　村雨は生徒たちの質問をあっさり流して話を進める。


「昨日の朝、彼女はまず四よツ葉ば中学校に行き、自分のことを知っている人間──クラスメートや教師の記憶を魔法により改竄した。その場に居合わせながら異変を察知し、彼女の魔法攻撃から逃のがれた生徒がいる。それがこの九条鳴なる海みじゃな」


　クールな容よう貌ぼうの少年のバストアップが美雪の隣となりに並ぶ。


「九条君は人間の精神の影かげのようなもの──彼自身が〈ゴースト〉と呼んでいるオーラの像を視覚的に捉えることができるらしい。その能力のおかげで鬼塚美雪が魔法攻撃の際に使し役えきする使い魔のような〈影〉を視みることができ、攻撃を躱かわして逃とう走そうすることができた。〈影〉の執しつ拗ような追つい跡せきを受けた九条君が電話で助けを求めてきたため、サオダケを使って大門高校の敷地内に転送したわけじゃが、その直後、彼はソドム化してカメレオン型の怪かい獣じゆうに変身した。カメレオン・ソドムの主な能力は二つ──特とく殊しゆな電磁波による通信妨ぼう害がいと、ほぼ完かん璧ぺきな透とう明めい化能力じゃ。このソドム化は鬼塚美雪によるもので、大門高校にいる我々と南雲君との連れん絡らくを妨害することが目的だったと思われる。透明化して校内を逃にげ回るソドムの捕ほ捉そくは困難を極きわめ、御み剣つるぎ君の〈月の眼グラムサイト〉の能力に頼たよるしかなかった。ところがこの時点ですでに御剣君は記憶を改竄された後じゃった。人間の記憶の操作には鬼塚美雪がみずから手を下す必要があるらしい。魔法をかけられた順番では最初が祖父の鬼塚鉄斎、次に四ツ葉中の関係者、現在確かく認にんされているところでは御剣君が最後の被ひ害がい者しやじゃ」


「我々が南雲君と連絡を取れないように妨害したということは……彼女の狙ねらいは何だったのかね？」


「それは分からん。少なくともこの時点では、自分が魔女化したことを南雲君に知られたくなかったんじゃろう。九条君は時間稼かせぎのためにソドム化されたと考えるのが妥だ当とうじゃな」


「問題はそこちゃうやろ！」


　キャンディをガリガリと嚙かみ砕くだいて静馬が訴うつたえる。


「連絡するも何も、肝かん心じんな時に行方ゆくえくらましとったアホはどこのどいつや!?　学校に棲すみ着いて一歩も外へ出えへんかったくせに」


「南雲慶一郎は私が呼び出した。飛鈴が誘ゆう拐かいされたと狂きよう言げんを打ってね」


　用意されたパイプ椅い子すに悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけてキャンディをくわえている玲凰が答えた。


「飛鈴先生が無断欠勤したのはそういう理由だったんですね。でもその誘拐が狂言ってことは……何のために南雲先生を？」


「我々烈一族との因いん縁ねんに決着をつけてもらうために」


「そこを具体的にお願いします」


「烈リー式しき聖せい獣じゆう拳けんの拳士五人と対戦し、勝利した後に七人の花はな嫁よめ候補から一人を選ぶ──七年前の婿むこ入いりの儀ぎ式しきの再現だ」


「ええええっ!?」


　生徒たちは一いつ斉せいに腰を浮うかせた。


「その対戦って……形式的なものでしょ？」


「いや、もちろん負ければ命はない」


「マジ勝負か！」


「ああ、でも勝ったんですよね……？」


「負けたから捕つかまっとったんちゃうんか？」


「あの鉄球は拘こう束そく具としては役に立ってなかったですよ」


「南雲慶一郎は試練に勝利した。そして飛鈴を花嫁に選んだ──お膳ぜん立だてをした私にとっては理想的と言える結果だった」


「ちょっと待たんかい！」


　静馬は立ち上がり、険けわしい顔つきで、震ふるえる手で慶一郎を指さした。


「つまり何や？　まさかお前……昨日、新婚初夜か!?」


　一いつ瞬しゆん、ＰＣ教室の空気が凍こおり付いた。そして──


「うええええええぇぇぇぇぇ────っ!?」


「いや～～～～ん！」


　一クラス分にも満たない人数ながら、生徒たちの絶ぜつ叫きようは学校中に響ひびき渡わたった。


「もともと嫁だってことは周知の事実だろ？　今さら何を大おお騒さわぎすることが……」


「あるに決まっとるやろが！　この……あらゆる意味で十八歳さい未満お断りの権ごん化げが！」


「そりゃあ二十九だからな。正式な手続きを踏ふんだ上で自分の嫁と何をしようと、誰からも文句を言われる筋合いはないぞ」


「そんな理り屈くつで納なつ得とくできるか──ッ！」


　生徒たちは一斉にキャンディの棒を慶一郎に向かって投げつけた。他に投げるのに適当な物を持っていなかったからだ。慶一郎は同時に飛んできた多数の棒を目にも留まらぬ速さですべて両手の十指の間に挟はさんでキャッチすると、まとめてゴミ箱に捨てた。


「まあ待ちたまえ諸君。新婚初夜に花嫁がさらわれた──しかも犯人は鬼塚美雪ときている。嫉しつ妬とより同情が先じゃと思うがね」


「ええ？　飛鈴先生が美雪ちゃんに!?」


　涼子一人だけが素すっ頓とん狂きような声を上げた。


「何を今さら驚おどろいとんねん。だいぶ前に言うたやろが」


「あたしは後から来たんだから聞いてるわけないでしょ！」


「これじゃ話がちっとも前に進みませんよ」


『はいはい、そのためにこのワシがおるんじゃよ～』


　村雨は再びメガホンで呼びかけ、全員の注目を自分に集めた。


「さて、やはり問題となるのは魔法の原理じゃ。ワシは魔法を理解するための重要な手て掛がかりを得た。これが何か分かるかね？」


　村雨が白衣のポケットから取り出して頭上に掲かかげた物体を見た生徒たちは、不思議そうに首を傾かしげながら答える。


「牛乳瓶びん……？」


「左様。だが問題は中身じゃ。よく見えんかもしれんが、中には黒い粉末状の金属が入っている」


「だからそれは何なのかね？」


「先日、全校一斉に臨時の健康診しん断だんをやったじゃろ？　その際に採集した生徒諸君の血液から取り出した未知の金属じゃ。これはすでに酸化して本来の機能を失っているが、元はナノマシンを構成していた精神感応金属の一種であろうと推測される。これはレイハの体組織と同じ物質であり、おそらくはソルバニア人の体内にも流れている。超高度に電脳化されたソルバニアの魔ま法ほう文明の根幹を支えている物質じゃ。便べん宜ぎ上これを〈ソルバニウム〉と命名した」


「二秒で思いついたみたいな名前やな」


「どうせ小難しい名前を付けたところで覚えんじゃろ。諸君らのレベルに合わせればこの辺が妥当じゃ」


「どうして牛乳瓶なんですか？」


「これに入れて持ち出せば誰にも見とがめられんからな」


　天才科学者の発想はよく分からない。


「ナノマシンによるマンマシン・インターフェース……つまり人間の脳と電子ネットワークを有機的に接続する技術については以前にも話したと思うが、このソルバニウムにはそれ以上の機能があるらしいことが分かってきた。体外に放出されたソルバニウム粒りゆう子しは立体格こう子し状の力場を構成する。この力場は肉体の延長として認にん識しきされ、その領域内において魔法使いは物理法則を無視して様々な現象を意のままに操あやつることができる」


　スクリーンに魔女っ子のアイコンが表示され、それを中心として光の粒子が拡かく散さんすると、サイコロ状の空間が増ぞう殖しよくしていく。ソルバニウム力場の拡大を表現しているらしい。


「ああっ！　するとドクター、もしかしてアレですか？」


　男子生徒の一人が興奮気味に質問する。


「魔法使いが杖つえだかタクトだかを振ふると、その先から粉みたいなのが出ますよね？　まさかアレがソルバニウム!?」


「なにいいっ？」


「そうか、あのキラキラしたやつか！」


「ただの演出だと思ってたけど実体があったんだな！」


「…………ソルバニウム光線」


「誰や？　今ボソッと関係ないこと言うたんは!?　オレの頭ん中で馬車になるはずやったカボチャが粉々に吹ふっ飛んでもうたやないか！」


「あんたが勝手に想像したんでしょ」


「ドクター、その『肉体の延長』というのは？」


　藤堂が話題を本筋に戻もどした。


「うむ。魔法使いの意志により支配される領域ということじゃ。これによって〈魔素〉の性質とソドム化を説明することができる。地球に送り込まれてくる〈魔素〉はソルバニアにとって有害な意志を帯びたソルバニウム粒子で、縮退状態で〈封ふう魔ま柱ちゆう〉に収められているが、大気に触ふれると急速に酸化して機能を失い、単独では長時間存在できないため人間に憑ひよう依いし共生する必要がある。〈魔素〉は憑依した人間の願望に沿った形で魔法を発現させるが、ほとんどの場合は変身巨きよ大だい化──すなわちソドム化に至る。あの怪かい獣じゆうの姿はソルバニウム力場による言わば巨大な着ぐるみであって、本体となった人間の肉体そのものが変質しているわけではないのじゃろう」


「どうして普ふ通つうに魔法使いにならないのかね？　怪獣になって暴れたいという願望を持った人間ばかりでもあるまい」


「正式な手続きで魔法使いになった場合と、魔素に憑依された場合とでは事情が異なると考えられる。そもそも魔素が何なに故ゆえソルバニアにとって不都合なのかと考えればおのずとその答えは出るじゃろう。魔法の究極の目的は完全なる宇宙を生み出すことじゃが、それはあくまで『人間にとって』という但ただし書きが付く。ソルバニアの存在した宇宙がどういった理由で住みにくくなったのかは分からんが、宇宙を創造し直そうとするくらいじゃから必要に迫せまられてのことじゃろう。しかし宇宙を作り直すよりもよほど簡単な方法がひとつある」


「ほほう、それは？」


「人間の方を変えてしまうことじゃよ。人類そのものを、外敵や過か酷こくな環かん境きようをものともしないより強きよう靭じんで万ばん能のうな生物に進化させてしまう方が簡単だと思わんかね？　あるいはソルバニア人はすでにそれを試ためして失敗したのかもしれんが……ともかく、あくまで人間中心主義を貫つらぬくのがソルバニアの掟おきてらしい。南雲君がレイハに召しよう喚かんされて闘たたかわされていた怪物というのは、完全なる宇宙の創造という目的を放ほう棄きして、人間をやめる方を選んだソルバニア人の成れの果てじゃろうな。そういったソルバニアの法にそぐわぬ意志で暴走したソルバニウム粒子が魔素の正体と思われる」


「すると〈神威カムイの拳けん〉がソドムに対たい抗こうしうるのは、そのソルバニウムの力場を破は壊かいする特性を持っているから──ということかね？」


「〈神威の拳〉の遣つかい手が放つ〈神気〉もソルバニウム力場と同じく本人の肉体の延長といえるのかもしれんが、魔法と同じ仕組みというだけでは天敵にはなり得まい。魔法でソドムが倒たおせるのならソルバニアだけで解決できるはずじゃからな。そのあたりの理屈はまだよく分かっていない」


「結局分からんことばかりだな」


「ソルバニウム力場の内側は物理法則が通用しない空間じゃからな。現代科学では観測不可能なのじゃよ。しかし分かってきたこともある。レイハと他の魔法使い……例えば鬼塚美雪との違ちがいじゃ。鬼塚美雪が単独で魔法を使えるのに比べ、レイハは大門高校の生徒たちの助けを必要とする。この差はどうして出ると思うかね？」


　生徒たちは皆みな首を傾かしげる。村雨は答えを求めたわけではなく、その反応を見み越こした上で続けた。


「演算能力の差じゃよ。ソルバニウム力場によって物理法則を無視できる空間が発生したとしても、魔法使いの意志をその空間に反映させ魔法を発現させるには膨ぼう大だいな演算が必要となる。現在の地球上で最高のコンピューターを使っても千年かかるような計算を一いつ瞬しゆんで処理する能力がな。これは魔法使い一人でまかなえる能力ではない。この演算を担当しているのがソルバニアの魔王が持つという〈冥めい王おうの書アザナトゥース〉じゃ。〈冥王の書〉と超ちよう空間接続されているからこそ魔法使いは魔法を使うことができるという仕組みになっている。ところがレイハはこの〈冥王の書〉との接続が断たたれているため、魔法に必要な演算を自分でやらねばならん。全身ソルバニウム製の人造人間とはいえ単独では性能が追いつかないため、補助演算装置が必要となった。それが……」


　画面にレイハのシルエットが表示され、その頭の先から光るコードが伸のびる。コードは途と中ちゆうで枝分かれし、数百個もの男女のアイコンにつながった。


「それがつまり、大門高校の生徒諸君じゃよ。最初に言ったが諸君らの体内からはソルバニウムが検出されている。これはレイハの体組織が諸君らの体内に入って増殖したものじゃ。このソルバニウム──厳密に言えばソルバニウム製のナノマシンは諸君らの脳を生体分子コンピューター化し、補助演算装置及および主記き憶おく装置の一部としてレイハと接続している。一定数の生徒が登校してきた時点でレイハが目覚め、また生徒が下校して校内の生徒数が一定数以下になると活動を休止してスリープ状態に移行するのはそのためじゃ。今日のレイハはセーフモードで起動しているが、ここにいるのが起動に必要な最小限の人数ということじゃよ」


　滑かつ舌ぜつも良く一息にまくし立てた村雨は、ほとんどの聴ちよう衆しゆうが『心ここにあらず』といったぼんやりした表情を浮かべていることに気付いた。村雨の解説は右の耳から左の耳へと素す通どおりしているらしい。


「……難しすぎたかね？　ではもっと簡単な喩たとえに──そうじゃな、この際演算能力云うん々ぬんは抜ぬきにして『魔力』を『電力』と言い換かえてみよう。鬼塚美雪の場合は魔王という発電所から送電線を通じて必要な電力を供給されているが、レイハの場合は外部からの電力供給を受けられないため自前で用意する必要がある。そこでソルバニウムによって大門高校の生徒一人一人を『電池』に変えて、それをつなぎ合わせることで必要な電力を得ているというわけじゃ」


「おお～～」


「なるほど～、それなら分かりやすい」


　小学校の理科のレベルまで落としてようやく生徒たちは納なつ得とくの笑えみを浮うかべた。


「直列ですか？　それとも並列ですか？」


「電池というのはあくまで喩えじゃから直列も並列もないが……レイハの通常起動には平均して四二人が必要というデータがある」


「つまり六三ボルトか……」


「俺らは単三か!?　せめて単一くらいはあるだろ」


「いや、単一でもボルト数は変わんねえし」


　卑ひ近きんな喩えに食いついて果てしなく脱だつ線せんしていく生徒たちの中に一人だけ、質問のために挙手した者がいた。科学部の二年生女子である。


「ドクターはソルバニウムが精神感応金属だとおっしゃいましたが、酸化した状態では機能せず、また機能している間は科学的に観測不可能な空間を作り出すんですよね？　どうしてそういう性質を持つ物質だと分かったんですか？　それも含ふくめて仮説ですか？」


「鋭するどい質問じゃな」


　村雨は指をパチンと鳴らした。


「種を明かすと、我々はソルバニウムに非常に近しい物質とすでに出会っている。便べん宜ぎ上〈オリハルコン〉あるいは〈ヒヒイロカネ〉と呼んでいるが──」


　珍めずらしく言い淀よどむ様子を見せた村雨は、ＰＣのキーボードを叩たたいてスクリーンに図面を表示した。見覚えのある潜せん水すい艦かんの三面図である。


「オリオン擁ようするこの万ばん能のう潜水艦『アトラゴン』の衝ラ角ム部分じゃが、実はこの中には三重螺ら旋せんの結けつ晶しよう構造を持つ金属塊かいが収められている。この金属塊は南極大陸の氷の下にあった古代アトランティス文明の遺い跡せきから発はつ掘くつされた代しろ物ものでな、人間の意識に反応して活性化し、高エネルギーを伴ともなう未知の素そ粒りゆう子しを放射する性質を持っている。アトラゴンが建造されたのはこのオリハルコンを研究しつつ敵から保護するためじゃ」


「……敵って!?　そもそもタマちゃん艦長はどこの誰と闘ってるんですか？」


「当然、オリハルコンの秘密を狙ねらう対抗組織じゃよ。詳しよう細さいは言えんがね。ちなみにアトラゴンに装備された二本のアームは、拿だ捕ほもしくは撃げき沈ちんした敵艦から速すみやかにオリハルコンを回収するためのものでな。海底に沈しずんだとしても拾いに行ける優すぐれ物じゃ」


　再び生徒たちは静まり返った。呆ぼう然ぜんとしているわけではない。聞き捨てならない言葉に引っかかったからだ。


「ちょっと待て……今、そこそこ壮そう大だいな設定の海洋冒ぼう険けん物が始まりそうな感じのことをサラッと言わなかったか？」


「今までずっと誤ご魔ま化かしてたのに！」


「南極の氷の下の古代遺跡って!?　アトランティスって？」


「あの腕うで付つき潜水艦って本当は何チラス号だよ？」


「その辺どうなんですかドクター!?」


　殺さつ到とうする生徒たちに、村雨はメガホンを向けた。


『ワシの愉ゆ快かいな解説は以上でおしまいじゃ。最後のオリハルコンについての話は一応機密事じ項こうなので他言無用に願うぞ。それでは──解散！』





　　　　二





　美雪の日記を読み終えた慶一郎は、赤い革かわ張ばりの表紙を凝ぎよう視ししたまま、しばらく身じろぎひとつしなかった。


　校長室には慶一郎の他ほかに六人の人間がいた。藤堂校長とドクター村雨、涼子と静馬、大作、そして烈玲凰である。玲凰の同席については大作が異議を申し立てたが、腹痛に見み舞まわれる様子もなく〈やくす棒〉を完食していることから大門高校にとって無害な人物と判断されて同席を許されている。玲凰としても飛鈴の行方ゆくえが判明するまでは帰るつもりはないらしく、慶一郎の向かいのソファに堂々と腰こし掛かけている。


　慶一郎はテーブルに日記を置くと、ソファに背を預け、両手で頭を抱かかえて天てん井じようを仰あおいだ。


「美雪ちゃんが美み咲さきさんを殺したというのは……どういうことだ？」


「そこに書いてある通りですよ。少なくとも美雪ちゃん自身にとっては……」


　沈ちん鬱うつな面おも持もちの大作が答える。


「美雪ちゃんの母親の死因は確か旅行中の事故死ってことになってましたよね？　どういう状じよう況きようだったか御ご存ぞんじですか？」


「いや……詳くわしいことは聞いていない」


　慶一郎にとっては美咲の死を悼いたむだけで充じゆう分ぶんで、詳しい事情について積極的に知りたいとは思わなかった。面と向かって鉄斎に問い質ただすのも憚はばかられることだった。


　玲凰は断りもなく美雪の日記を手に取り、内容に目を通した。


「ふうん……なるほどね」


〈やくす棒〉は文章の翻ほん訳やくにも効果があるらしく、玲凰は日記の文面を理解できたようだった。


「──鬼塚美雪の両親の死については不ふ審しんな点が多い」


　その発言に全員が意表を突つかれた顔になった。玲凰は慶一郎の顔を見み据すえ、


「飛鈴はお前の過去について調査を進めていて、報告書には私も目を通している。お前にとって鬼塚美雪が最重要人物なのは、鬼塚美咲の娘むすめだからに他ならない。鬼塚美咲の死の状況についても一通り調べたが、奇き妙みようなことに明確な情報が出てこない」


「情報がないというのは？」


「死亡した正確な日時と場所、死因についても不明ということよ。戸こ籍せき上は行方不明により死亡扱あつかいとなっている」


「何だと!?」


　慶一郎は思わず身を乗り出した。


「そんなバカな話があるか！」


「事実よ。海外旅行中の事故とされているが、こちらで調べたところでは該がい当とうする事故は存在しない」


「じゃあ何？　死んだことにされてるってだけで証しよう拠こはないってこと？」


「そこで調査を断念したわけないですよね？」


「当然ね。気になったから私の指図で調査を続行させた。鍵かぎを握にぎる人物は美雪の父親の鬼おに塚づか克かつ弥や──旧きゆう姓せい・嘉か神がみ克弥。四年前の七月、美咲と娘の美雪の三人で海外旅行に出掛け、その行き先で事故に遭あって美雪一人が助かったということになっているが……実際には家族旅行ではなく出張だったらしい。克弥の勤め先だった研究所の同どう僚りよう数名も同時期に海外に出張し行方不明になっている。この二つの件が無関係とは思えない」


「その研究所については？」


「事件後間もなく閉へい鎖さされている。研究所の関係者に辿たどり着いて事情を聞けたのも、たまたま幸運が重なったおかげだとか」


「それで、その研究所では何を専門にやってたんですか？」


「大学ではロボット工学の研究室に出入りしていたようだが、ハードウェアではなくソフトウェアの専門だったらしい。こちらの調査ではそれ以上のことは分からなかった」


「……結局、手掛かりなしってわけ？」


　涼子は不満を漏もらす。玲凰の情報はかえって謎なぞを増やす結果になったからだ。


「ソドム化した九条君の背中にくっついていたのがこれなんですけど」


　大作は資料の入った箱の中から『やっこさん』の折り紙を取り出し、慶一郎に渡わたした。白い紙で作った『やっこさん』本体に、赤い紙で作った『袴はかま』が付いている。色の組み合わせからして巫み女このつもりなのだろう。


　慶一郎は美雪が折ったであろうその『やっこさん』を掌てのひらの上に載のせた。するとそれはピョンと起き上がり、片方の足を代わる代わる軸じくにしてクルクルと踊おどり始めた。


「ええっ!?」


　折り紙に魔ま力りよくが残留していたのかと驚おどろいた大作たちは思わず後ずさる。


「……いや、これは俺がやっている」


『やっこさん』を踊らせているのは慶一郎の掌から放射されている神気だった。


「美咲さんが……よく折り紙を使ってこういう手品みたいな遊びをやっていたのを思い出した。どんなタネだったかは忘れたが──」


　掌の上で踊っていた『やっこさん』は神気を止めるとパタリと倒たおれた。


「ところで南雲君、ひとつ確かく認にんしておきたいんじゃが──飛鈴君が拉ら致ちされたのは、彼女が一人になったタイミングだったかね？」


「そうですが……それが？」


「鬼塚美雪の目的が何なのか、それが気になってな。身近な人間の記き憶おくから自分の存在を消したのは何な故ぜかね？　別の人間になって人生をやり直すためと考えるのが妥だ当とうじゃろ？　飛鈴君を襲おそったのは、あるいは彼女と入れ替わるつもりだったのかもしれんぞ」


「なっ──!!」


　村雨の指し摘てきに、全員が言葉を失った。


「飛鈴君と入れ替かわる前に見つかったために彼女を拉致して逃とう亡ぼうしたという見方もできるが……問題はそれが偶ぐう然ぜんか必然かじゃな。狂きよう言げん誘ゆう拐かいによって南雲君が大門高校の敷しき地ちの外へ誘さそい出されたタイミングを見計らって行動を開始したとなると、飛鈴君の拉致も計画の内なのかもしれん」


「可能性を論じているだけでは話が進まんよ。ドクター」


　藤堂が苦言を呈ていした。人情の機き微びを気にしない村雨の物言いは、美雪と親しい者に対しての配はい慮りよを欠いている。


「そうですよ。美雪ちゃんが魔法を使って何をしようとしていたとしても、僕らの目的はひとつです。美雪ちゃんと飛鈴さんを取り戻もどす──そうでしょ？」


「そりゃそうだけど……だからどうすりゃいいのかって話でしょ？」


「要点はハッキリしています。美雪ちゃんが自分の存在を消そうとしたのは、自分が母親を殺したと思い込んでいるからですよね？　でも、僕はそんなこと信じませんよ。きっと何かの間ま違ちがいに決まってます。その証拠を見つけるんですよ」


「どうやって？　手掛かりもないのに」


「手掛かりならありますよ。鬼塚鉄斎その人です。美雪ちゃんのお母さん──つまり自分の娘が亡なくなってるんですよ？　それを事実として認めていたってことは当然、事情を知っているはずです」


「でも美雪ちゃんのことを覚えていないってことは……」


「おそらく鬼塚美咲の死に関する記憶も改かい竄ざんされているじゃろうな」


「……結局、やるしかないっちゅうわけやな」


　窓に背を預け、黙だまって話を聞いていた静馬が口を開いた。八はつ方ぽう塞ふさがりの空気を吹ふき払はらうように言い放つ。


「ジジイのボケた頭を一発叩はたいたったらええねん！　そやろ、大作？」





　　　　☆





「とは言ったものの……」


　静馬の勢いに押おし切られる形で大門高校の校門から外へ出た大作は、不安げに同行者の顔を見比べた。鬼塚鉄斎にかけられた情報操作の魔法を解くという任務に向かうのは大作と静馬、涼子の三人である。


「これって学校の外へ持ち出しても使えるのかな？」


　三人が一振ふりずつ装備している道具は〈突つっ込こみハリセン〉──通つう称しよう〈ツリセン〉である（静馬が二秒で命名）。作戦内容は〈ツリセン〉で鉄斎の頭を叩くだけという極きわめて単純なものだった。校内で魔法のアイテムが使用された場合、その効果は一部の例外を除いて敷地外に出たとたんに消しよう滅めつする。では校外でアイテムを使用した場合にどうなるかというと──意外にも参考になる例がほとんどない。


「もし試ためしてダメなら、南雲先生に〈サオダケ〉で学校の敷地内に鉄斎師し匠しようを釣つり上げてもらいましょう。その前に叩かせてもらえるかどうかが問題ですが……」


　大作の懸け念ねんを他よ所そに、涼子は率そつ先せんして歩き出す。しばらく歩くと、不意に涼子は足を止め、振り向いて静馬と大作に険悪な視線を向けた。


「あんたたち、いつまで金魚のフンみたく人の後についてくるわけ？」


「…………は？」


　いわれのない苦情に、二人は呆あつ気けにとられて涼子の顔を凝ぎよう視しした。涼子にふざけている様子はなく、大おお真ま面じ目めに文句を言っているらしい。


「まさかこのまま飛ひ天てん神社まで押しかけるつもりじゃないでしょうね？」


「まさかも何も、最ハ初ナからそのつもりで歩いとるに決まっとるやろ」


「あたしに用があるなら今ここで言えばいいでしょ？　黙ってついてこられちゃ気持ち悪いのよ」


「アホ、お前やのうて鉄斎のジジイに……」


　大作が静馬のＴシャツの裾すそを引き、首を横に振った。静馬はすぐにその意味を理解して眉まゆをひそめる。


「ツリセンの効果が切れて元に戻ったっちゅうことか？　使えへんやっちゃなあ」


「ええ。正直言わせてもらうと……僕は今、初めて涼子さんに対して猛もう烈れつな苛いら立だちを覚えています」


　その言葉を言い終わるが早いか、涼子は大作の頰ほおをつねり上げた。


「はあ!?　どの口でそんな生意気な台詞せりふが吐はけるわけ？　こっちはあんたらにいつでもイライラさせられてんのよ！」


「ひょ、ひょうほひゃん、ひやいれふ……」


　スパコーン！


　静馬のツリセンが涼子の頭を引っぱたき、小気味よい音を立てた。ドクター村雨命名のソルバニウム粒りゆう子しが飛び散り、星のようにキラキラと瞬またたいて消える。


　涼子は頭を手で押さえてキッと静馬をにらんだ。


「何すんのよ!?」


「ボケたから突っ込んだまでや」


「くだらないことやってないで、さっさとお師匠さまのところへ行くわよ！」


　正しい優先順位を思い出した涼子は早足で歩き出す。静馬はツリセンを素す振ぶりして会心の笑えみを浮うかべた。


「バッチリ使えるやんけ。これで安心やな」


「そうかなあ……」


　さらなる不安を覚えながらも大作は二人の後に続いた。


　結果として大作の懸念はおおむね適中した。ツリセンによる記憶改竄の無効化はおおよそ三分ほどしか持続せず、飛天神社に到とう着ちやくするまでに涼子の頭を三回も引っぱたく必要があったからだ。効果が切れてから叩くのが面めん倒どうになった静馬は、最終的には背後にぴたりとくっついて、のべつ幕無しに涼子の頭を叩くことにした。


「ペシペシペシペシ……鬱うつ陶とうしいのよ！」


「お前がすぐボケるからやろが！」


「そろそろ静かにしてくださいよ。もう着きましたから」


　鬼塚家の玄げん関かん前にやってくると、大作は引戸の磨すりガラスを覗のぞいて中の気配を窺うかがった。ひっそりとしていて物音ひとつ聞こえないが、鬼塚家は鉄斎と美雪の二人暮らしで、人の出入りも少ないので普ふ段だん通りといえる。飛天神社の境けい内だいにはいなかったので、鉄斎は鬼塚家の私室か飛天道場にいるものと思われた。


「作戦はどうしましょう。とりあえず涼子さんは玄関から入って師匠の注意を惹ひきつけてください。その間に僕らが裏手から忍しのび込こんで、隙すきを見て奇き襲しゆうをかけるというのはどうですか？」


「まあ妥当なところね」


「待て待て、相手は年寄りとはいえ筋金入りや。両面攻こう撃げきでも安心でけへん。涼子が表から行って、オレが裏庭の方から回るやろ？　そこで大作、お前はやな……」


　静馬の立案で三人は別行動することになった。


　まず涼子が玄関から普通に入り、鉄斎の居所を確かく認にんする。一方、静馬は飛天神社の方に回り、本ほん殿でんの横にある通用口を通って裏庭に侵しん入にゆうする。涼子が居間に鉄斎を連れてきたところで二人がかりで襲おそいかかる──ここまでは当初の作戦通りである。しかし二人がかりでも鉄斎を仕留められなければ、その時は後ご詰づめの大作の出番となる。


　大作は涼子の後に鬼塚家の玄関から侵入し、居間の押し入れに隠かくれた。鉄斎が頑がん強きように抵てい抗こうした場合、静馬が何らかの方法で鉄斎に決定的な隙を作り、「今や！」という合図に合わせて大作が押し入れから飛び出して鉄斎の頭をツリセンで叩はたく──そういう手て筈はずになっている。


　一応作戦には従ってみたものの、大作は上う手まく事が運ぶとはまるで思えなかった。


　静馬がどうやって鉄斎に隙を作るつもりなのか、具体的な方法を秘密にしたことも不安要素のひとつである。本人は名案を思いついたつもりかもしれないが、鉄斎がちょっとやそっとのことで動どう揺ようするとは考えにくい。


（遅おそい……！）


　大作は押し入れの暗くら闇やみの中で、夜光塗と料りようで緑色に光る腕うで時ど計けいの文も字じ盤ばんを確認して焦あせりを覚えた。間もなく二分が経過しようとしている。もうひとつの不安要素がこれだった。涼子の記き憶おくが三分しか保もたない以上、長引けば作戦の初手から狂くるってくる。


　さらに待つこと十数秒──廊ろう下かを足音が近付いてきた。


（この足音は……一人だけ!?）


　大作は耳をそばだてる。足音は一人分しか聞こえなかったが、居間に入ってきた人間の気配は二人だった。足音を立てていたのは涼子、忍ばせていたのは鉄斎だろう。


　鉄斎は上座に用意していた座ざ布ぶ団とんに座すわったようだった。涼子は鉄斎と対面する位置に座ったはずだ。襖ふすまを数ミリ開けて様子を確認しようとして、大作は思いとどまった。


　現代のサムライを甘あまく見てはいけない。


　以前、誘ゆう拐かいされた美雪の行方ゆくえを捜さがすために澁しぶ澤さわ右う京きように助力を求めた際、押し入れから颯さつ爽そうと登場した右京に対して不覚をとったことを鉄斎は屈くつ辱じよくとして忘れていないはずである。その反省から、押し入れに何者かが潜ひそんでいる可能性を想定したうえで行動しているに違ちがいない。迂う闊かつに動けば即そく座ざに見つかるものと覚かく悟ごせねばならない。


「それで、大事な用件とは何だ？」


「はい。言いにくいことなんですが──」


　長い沈ちん黙もく。亡なくなった師し匠しようの娘むすめについての話を切り出すのは抵抗があるとはいえ、思い切りのいい涼子にしては尻しり込ごみしすぎでは──訝いぶかしんだ大作はハッとして腕時計を見る。


「ええと……何の話でしたっけ？」


　ツリセン効果有効時間の三分はとっくに経過していた。


（ダメだ！　これじゃ二対一で有利などころか……）


　完全な失敗を確信したその時、障子戸を勢いよく開ける音が聞こえてきた。


「ジジイ、そこを動くな！」


　ブゥン！


　何かが盛せい大だいに空を切る音が響ひびいた。


「静馬！　あんたお師匠さまに何の恨うらみがあって」


「お前が邪じや魔ましてどうすんねん!?　とにかく一発食らわせたらええんじゃ！」


　案の定、美雪の記憶を封ふうじられた涼子が間に割って入っているらしい。その後も人の争う激しい物音が続いた。


（先に涼子さんを叩けばいいのに……）


　スパァン！


　大作の祈いのりが届いたのか、景気の良い打だ撃げき音がした。


「何であたしを叩くのよ!?」


「ボケたからや！　何なん遍べんも同じこと言わすな!!」


　ツリセンの一撃で正気を取り戻もどした涼子は静馬に加勢した。


「お師匠さま！　申し訳ありませんが一発叩かせてください!!」


「よかろう。叩けるものならな」


　予想していたとはいえ、鉄斎の返事は涼子のケースとまったく同じだった。


（これだから武術家って……）


　涼子は正面から猛もう然ぜんと挑いどみかかったようだったが、ツリセンが空から振ぶりする音に続いて床ゆかが揺ゆれ、「ぐえっ」と踏ふんづけられたカエルのような悲鳴が聞こえた。どうやら柔じゆう術じゆつで放ほうり投げられたらしい。


「往生せえや～！」


　ズバァン！


「おごっ!?」


（え？　今の音は!?）


　涼子がやられた直後に襲いかかった静馬が一いつ瞬しゆんで返り討うちに遭あったようだが、どんな手段によるものか音だけでは判然としない。


「……クソッ、畳たたみ返がえしとは味な真ま似ねを！」


「どうした、終わりか小こ僧ぞう」


「隙すきあり──ッ！」


　復活した涼子が仕し掛かけた。隙を突つくつもりならどうして黙だまって攻こう撃げきできないのかと大作が思う間もなく、涼子は再び投げ飛ばされる。


「きゃあああっ！」


「げふっ！」


　物音と悲鳴から察するに、今度は静馬を巻き込んで縁えん側がわまで転がり出たらしい。


　状じよう況きようは最悪だった。奇き襲しゆうは失敗し、二人がかりでも素す手での鉄斎にいいようにあしらわれてしまっている。焦じれた大作は自分も加勢すべきかと考えたが、思い直してこらえた。


（静馬さんなら……静馬さんならやってくれるはず！　師匠の度ど肝ぎもを抜ぬく何かを──）


　大作は静馬の策を信じることにし、息を殺して合図を待った。


　果たして、その瞬間は間もなくやってきた。


「今や！」


　静馬の合図を聞いた大作は襖ふすまを開けて飛び出した。


　鉄斎は目の前、しかも大作に対して完全に背を向けている。これ以上はない絶好のポジションだった。攻撃する前に掛け声を出すという愚ぐを犯おかすことなく、大作はツリセンを振ふりかぶった。


「────!!」


　その刹せつ那な、視界に飛び込んできたものが大作の動きを鈍にぶらせた。


　静馬が涼子の身体からだを肩かたに担かつぐようにして捕つかまえ、スカートを捲まくり上げてお尻を丸出しにしている。その光景に度肝を抜かれたのだ。


（あ、攻撃しないと──）


　自分の役割を思い出した大作は慌あわててツリセンを振り下ろしたが、そこに鉄斎の姿はなかった。直後、天地が逆転し、大作の身体は宙を舞まって背中から二人にぶつかった。


「ギャ────ッ!!」


「いで～～っ！」


　三人はもつれ合いながら揃そろって縁側から庭に転げ落ちた。


「その程度の腕うででわしから一本取ろうなぞ百年早いぞ、小童こわつぱども」


　武器がハリセンだったことで遊びだと思ったらしく、鉄斎の口調にはどこか楽しげである。怒おこっていないとはいえ手加減はしていないので食らった方はたまったものではない。二人の下した敷じきになった静馬は顔を上げて鉄斎をにらんだ。


「うぬ～、女子高生のパンツを見ても動どう揺ようせんとは……すっかり枯かれとんのかジジイ！」


　口ぶりからして最初から涼子を飛び道具として使うつもりだったらしい。『敵を騙だますにはまず味方から』を実じつ践せんしようとして結局味方だけを陥おとしいれるという最低のパターンである。


「何てことしてくれんのよ、このド変態！」


「お前の色気が足らんのが悪いんとちゃうんか！」


「今こん生じようの別れに言い残したいことはそれだけ!?」


　涼子は静馬に馬乗りになって首を絞しめにかかった。


「味方に対する破は壊かい力りよくだけは満点でしたけどね……」


　転落の際の怪け我がによるものではない鼻血を手の甲こうで拭ぬぐいながら大作が呟つぶやく。


　チョークスリーパーを極きめられた静馬が涼子の手から逃のがれようともがいた。


「おい、ちょっと待て！」


「痴ち漢かんの息の根を止めるまでは待てないわね！」


「ちゃうねん。何か香こうばしい匂においが……」


「汗あせ臭くさいのはあんたの方でしょ!?」


「そうやのうて美う味まそうな匂いがせえへんか？」


「あんたの脳のう味み噌その中身は色気と食い気だけでできてるわけ？　完全に動物ね、動物！」


　静馬の首を絞める涼子の手が緩ゆるんだ。静馬の言う通り、揚あげ物を作っているような食欲をそそる匂いが漂ただよってきたからだ。


　普ふ段だんと多少風向きが変わったとしても、鬼塚家の庭で他よ所その家の料理の匂いがすることはない。位置的に匂いの発生源は鬼塚家の台所以外には有り得ない。つまり鉄斎と涼子たち三人の他ほかに何者かが台所に居ることになる。確かに無視できない異状だった。


「誰が──」


　鉄斎が背後を振り向いて廊ろう下かに続く障子戸に目を向けた。すぐに戸が開き、鴨かも居いをくぐるようにして大男が居間に入ってきた。


「これはまた……ずいぶんと大暴れしたもんですね」


　まるで嵐あらしの後のような居間の惨さん状じようを一目見て慶一郎はぼやいた。畳たたみは裏返り、縁側の障子も壊こわれている。


「お前ら、部屋を片付けろ」


　涼子たちに指図すると、慶一郎は鉄斎に歩み寄り、揚げ物を盛った皿を差し出した。


「つまみにどうかと思って作ってみました。味見を」


　慶一郎が鉄斎と最後に顔を合わせたのは一か月以上前のことである。改かい竄ざんされた鉄斎の記き憶おく上で慶一郎がどういった扱あつかいになっているのかは定さだかではないが、慶一郎の態度が自然なためか、久々の対面を意識している様子はない。


「……ふむ」


　鉄斎は皿に添そえられた箸はしを取り、揚げ物のひとつをつまみ上げる。


　障子を直しながらその様子を窺うかがっていた大作は思わずアッと声を漏もらした。揚げ煎餅せんべいに似たその揚げ物は、一見して紅葉もみじの形に細工されているように思えたが、よく観察してみると違っている。


　その揚げ物は──ハリセンの形をしていた。


　鉄斎はその形にとくに疑問も覚えずに〈ハリ煎〉を口に運んだ。サクサクと軽い食感を想像させる乾かわいた音がする。


「いかがですか？」


「……悪くない」


　そう答えた直後、鉄斎の表情が変わった。困こん惑わくと疑念、そして動揺が綯ない交ぜになった顔でゆっくりと周囲を見回す。


「美雪ちゃんならここにはいません」


　慶一郎の言葉に、鉄斎は視線を戻もどした。


「ひとつ、師し匠しようにお伺うかがいしたいことがあります。美咲さんのことについて──」





　片付けられた居間で、慶一郎は鉄斎と対面して正座した。


　涼子と大作は慶一郎の後ろで畏かしこまっているが、静馬は柱に背を預け縁側に片足を投げ出して座すわっている。


　ツリセンを刻んで揚げた〈ハリ煎〉はソルバニウムを直接体内に取り込むためか五分を過ぎても効果は持続していた。しかし複雑な事情をすべて話して鉄斎を納なつ得とくさせるだけの時間的余よ裕ゆうはない。幸いにも美雪が超ちよう常じようの力によって鉄斎から自分に関する記憶を奪うばっていたことを当人は理解していたため、慶一郎は説明を省いて単刀直入に問い質ただすことにした。


「美咲さんが何い時つ、何ど処こで、何が原因で亡なくなったのか……その真相を教えてもらえますか？」


「それは教えられぬ。わしの口からはな」


「どうしてですか？」


「知らぬことは話せまい」


　鉄斎は沈ちん痛つうな面おも持もちで、予想を裏切る答えを返した。


「そんな……では美咲さんが亡くなったことをどのようにして知ったんですか？　誰かから聞かされたにしても、確たる証しよう拠こもなく納得したとは思えませんが」


「真実を知っているのは美雪自身と──美雪を連れてきたあの男だけだ」


「あの男、というのは!?」


「さあてな……名前までは分からぬ」


　鉄斎にしてはあまりにも曖あい昧まいすぎる供述である。しかし知っていて話せないのであれば鉄斎はただ沈ちん黙もくするだけで、下手な言い訳に言葉を費ついやしたりはしないはずだった。


「では前後の状じよう況きようは？　克弥さんが二人を連れて旅行に出で掛かけ、その出先で事故に遭あった──その一報は誰から？」


「一報も何も、その男から聞いた話がすべてだ。美咲たちが出掛けて五日後の夜──ふと気付くとそこに男が立っておった。傷を負った美雪を抱かかえてな」


　鉄斎は庭に目を向ける。


「髪かみの長い……女と見み紛まがうばかりの美形の男だった。若いようでもあり、わしと変わらぬ歳としのようにも見えた。男が身に纏まとう気配、その佇たたずまいを一目しただけで只ただ者ものでないことは分かった。あれは──天てん狗ぐや仙せん人にんの類たぐいに違いない」


　飛天流の開祖は天狗から武術の手て解ほどきを受けたという。鉄斎が天狗を喩たとえに出したのは単に畏い怖ふの念を抱いだいただけではないからだろう。ともあれ対面しただけで鉄斎ほどの猛も者さを恐おそれさせるとは常人とは思えない。


「その男は何と？」


「美咲と嘉神克弥が共に身み罷まかった……と。嘉神がみずから招いた災さい厄やくによってな。男は美雪をわしに託たくすと名も告げずに去ろうとした。そこで何なに故ゆえ美雪を助けたのかと問うと、男は『まんざら他人というわけでもない』とだけ答え、暗くら闇やみに溶とけるように消え去った──」


　奇き怪かいな話である。だが美雪を運んできたその男に噓うそを吐つく理由が思い当たらない以上、その言葉を信じるほかないという鉄斎の判断は正しい。玲凰の調査でもめぼしい情報が得られなかったことからして、それが事件にせよ事故にせよ、真相は何者かによって隠いん蔽ぺいされたか、美雪を除く関係者全員が行方ゆくえ不明になったことで究明が困難になったかのどちらか──あるいはその両方だと考えられる。


「……して、美雪は今何処にいる？」


「居所は分かりません。自分の意志で姿を消したようです」


「そうか」


　鉄斎は腕うで組ぐみをし、目を閉じた。慶一郎は一礼して退席する。


　次に目を開いた時、鉄斎の顔から苦く渋じゆうの色は拭ぬぐったように消えていた。


「──これで分かったろう。無手でもお前たちごときに後おくれは取らぬ」


　鉄斎の記憶は〈ハリ煎〉を食べる直前の時点に逆戻りしていた。


「しかしこれに懲こりずにいつでも仕掛けてくるがいい」


「いいんですか？」


「うむ。無論、お前たちに隙すきがあればわしの方から仕掛けるが──構わんな？」


「それは勘かん弁べんしてください！」


　涼子と大作は額を畳たたみに擦こすりつけて固辞した。頭を下げながら縁えん側がわの方に目を向けた大作は、静馬の姿が消えていることに気付いた。





「おい、南雲」


　美雪の部屋の前に立つ慶一郎に、静馬が声をかけてきた。


「ジジイの言うとった美雪ちゃんを助けたっちゅう男──オレの知り合いに似た感じの奴やつが一人おるんやけどな」


「奇き遇ぐうだな。俺にも心当たりがある……本人に確かく認にんするまで断定はできんが」


　慶一郎は引き戸を開け、美雪の部屋に足を踏ふみ入れた。大作の報告通り、美雪の私物や家具等の一いつ切さいが消えている。人の手によって外へ運び出されたのではなく、最初からそんなものはなかったとしか思えない完全な空き部屋だった。


「ここは俺も昨日見たわ。何も残ってへん」


　慶一郎は部屋の中央に立つと、大きく息を吸い込み、唇くちびるを尖とがらせて鋭するどい呼気を発した。


「ヒュウォ──────」


　独特のストロークとリズムをもったその呼吸は〈神威カムイの拳けん〉のそれだった。練り上げられた神気が体内に充じゆう溢いつしたところでいったん息を止め、両手を胸の前で合がつ掌しようして気合を掛ける。


　パン！


　慶一郎の全身から放射された神気が黄金色の波は紋もんのように周囲に広がる。


　その直後──室内の様子が一変した。


　叢むら雲くもが風に吹ふき飛ばされるように空き部屋の映像が消し去られ、元の美雪の部屋がそこに現れた。学習机に小さな簞笥たんすと本ほん棚だな、ベッド──そして何より、一四歳さいの少女が暮らす部屋に相応ふさわしい生活の匂いが戻っている。


「こらいったいどういうことや!?」


「空き部屋に見えていたのは魔ま法ほうによって偽にせの情報を上書きオーバーライトされていただけで、物理的には何も変わっていない。俺の龍りゆう気きでソルバニウム力場が消えて本当の姿が現れたというわけだ」


　慶一郎はベッドのシーツと学習机の椅い子すに手を触ふれた。


「……どうやらここには戻って来ていないらしいな」


「美雪ちゃんか？」


「魔法で姿が見えなくなっているだけで実はこの周辺に居る可能性も考えたが──」


「行きそうなとこ片っ端ぱしから調べたらええやんけ」


「そう簡単な話じゃない」


　美雪の部屋に再び異変が起きた。引き潮で現れた砂浜が満ち潮で水面に沈しずむように、部屋から家具が消えて空き部屋に戻もどったのである。


「噓うそやん！」


　静馬は部屋に入り、学習机や本棚のあった場所に手を伸のばした。しかしその指先に触れる物はなく、見た目通りに何もない空間になっている。


「消えてもうたやんけ！　どないなっとんねん!?」


「神気で魔法の力場を消せるのはほんの一時的なものだ。人間の感覚を騙だますだけのささやかな魔法だけに魔力は弱くても効果が持続する。それにドクターの見解によれば、美雪ちゃんの魔法の影えい響きようが及およばないのは、同じ魔法使いのレイハのテリトリーである大門高校の敷しき地ちの中だけだ。記き憶おく操作の魔法を解除しても時間の経過で元に戻るのも同じ理り屈くつだ」


　魔法の本質とは思うがままに世界の様相を変えることにある。魔法使いになった者がもっとスケールの大きな欲望を持っていたなら世界に及ぼす影響に伴ともなって生じる歪ゆがみや綻ほころびも大きくなるため手掛かりも見つけやすいだろうが、『鬼塚美雪の存在を消す』という改変はミニマルな影響しかもたらさない。


「懐かい中ちゆう電灯ひとつで真夜中のジャングルに珍ちん獣じゆうを探しに行くようなもんだ」


「珍獣て……美雪ちゃんが聞いたら怒おこるで」


「怒ってリアクションがあるならまだ有り難がたいがな」


　慶一郎は美雪の部屋を出ると、台所の勝手口から庭に出て、家屋の日ひ陰かげになっている庭の一角に足を運んだ。


　それなりに手入れされている庭の隅すみに、周囲の雑草とは明らかに趣おもむきの異なる植物が一株らぶだけ植えられていた。ユリに似た植物で、涙るい滴てき形の白い蕾つぼみを付けている。


「こんなん前から生えとったっけ？」


「俺が美雪ちゃんの誕生日に贈おくった花だ。ソルバニアから持ち帰った」


「異世界の花やと!?　ちゅうことはこれ……」


「レイハに回収するように頼たのまれた。何の役に立つのかは知らんが」


　慶一郎はスコップで周囲の土ごとソルバニアの花を掘ほり出し、植うえ木き鉢ばちに移した。


「俺はこれを持って学校に帰る。お前たちは今日はもういいから好きにしろ」


「好きにせえやと？　何ちゅう言い草や」


「どうせレイハはセーフモードだ。明日にならないと事態に進展はないだろうからな」


　しかし帰れと言われて素す直なおに帰る静馬たちではなく、結局四人で大門高校に戻ってくることになった。
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　ひとまず校長室に顔を出すと、藤堂校長とドクター村雨、玲凰が待ち構えていた。来客用の和わ菓が子しを食い散らかしていた玲凰は、慶一郎の顔を見るなり注文をつけた。


「そろそろ昼時だ。何か美う味まいものでも馳ち走そうしてもらおうか」


「……これをやるから帰ってくれ」


　慶一郎は〈ハリ煎せん〉の残りを差し出したが、玲凰も帰れと言われて素直に帰る女ではない。仕方がないので食堂の調理場を使って昼食を作ることにし、メニューを思案していると警報が鳴った。


『──正門前に不ふ審しん者しやあり』


　無機質なレイハの警告とともに、テレビ画面に監かん視しカメラの映像が映し出された。小こ柄がらな人ひと影かげが開いたままの正門の外から中を窺うかがっている。武装しているようには見えず、スパイにしては無防備かつ挙動不審すぎる。


「ん？　あれは──」


　それを見た静馬は何に気付いたのか、ニンマリと笑えみを浮うかべた。


「あいつはオレの獲え物ものや。誰も手ェ出すなよ！」


　言うなり静馬は飛び出していく。間もなくテレビ画面の端はしに静馬がフレームインしてきた。塀へい沿ぞいに進んで死角から忍しのび寄ると一気に襲おそいかかり、手にした大きな麻あさ袋ぶくろを不審者に頭から被かぶせて、まんまと捕ほ獲かくに成功した。





　　　　三





　翌日──十月二十八日。月曜日。


　朝から二年Ｂ組の教室は不ふ穏おんな空気に包まれていた。昨日学校に来ていた生徒たちの口から、日曜日に起きた事件の情報が広まっていたからである。


「九龍カオルーンの鬼嫁が行方ゆくえ不明ってマジ!?」


「ああ。何でも、嫉しつ妬とから魔女化した旦だん那なの隠かくし子に拉ら致ちられたらしい」


「隠し子じゃなくて四ツ葉中の子でしょ。確か」


「レイハ様の神通力でもどうにかなんねーの？」


「それがバッテリー駆く動どうじゃＡＣ電源に勝てないとかどーとか……」


「何だそりゃ」


「最強の使い魔兼けん旦那は何やってたんだよ」


「手足に付けた鉄球をブン回す新しい技わざを編み出してたらしい」


「すでに人間サイズの怪かい獣じゆうなのに、あれ以上強くなってどうしようってんだ」


「それより当面の問題は、うちのクラスの担任がいなくなったことね。先代が復帰するのかしら」


「用務員から教師に戻るのはアリなのか？」


「そもそも教師から用務員になること自体がナシだと思うんだけど」


「でも学祭のうちのクラスの出し物ってクイニーアマン屋だろ？　オーナーシェフ不在となると企き画かく変へん更こうせざるを得ないんじゃ……」


「えー!?　クイニーアマン食べた～い！」


　ホームルーム開始のチャイムが鳴り、噂うわさ話ばなしに興じていた生徒たちは各おの々おのの席に戻った。


　ほどなくして教きよう壇だん側の扉とびらが開き、クリーム色のスーツ姿の女性教きよう諭ゆが入ってきた。


　出席簿ぼを小こ脇わきに挟はさみ、スーツを着ているため教師だと分かるが、それらの要素がなければ中学生と見み紛まがうほど小こ柄がらで可愛かわいらしい容姿の持ち主である。アップにした髪かみをお団子シニヨンにしているものの大人っぽさの演出には役に立っておらず、むしろ幼く見えてしまう。


　その姿を見た生徒たちは一様に意表を突つかれた顔つきになった。何よりその女性教諭が、二年Ｂ組の生徒にとってはよく知っている人物だったからだ。


「え？　ミ……ミサティー!?」


「青あお木き先生じゃないですか！」


「何で？　ドイツだかフランスだかに行ったはずじゃ……」


　女性教諭はパンパンと手を打って生徒たちを黙だまらせた。


「はーい、皆みなさんお久しぶりです。このクラスの担任の方がいないということで、今週だけ臨時にホームルームを任されました。先生の名前は青木じゃなくて──」


　チョークを手に取り、黒板に横書きで名前を書いていく。背が低いため黒板の下半分までしか手が届かない。


「──『来く留る間ま美み沙さ緒お』です。よろしくね」


　初代二年Ｂ組担任教諭──旧きゆう姓せい・青木美沙緒はニッコリと微笑ほほえんで自じ己こ紹しよう介かいをした。


「六つも漢字使うし画数多いな～」


「じゃあ省略して来く留る美みだな」


「美沙緒ティーチャーだからミサティーでいいのよ！　それよりどうして日本に居るんですか？　出で戻もどりですか!?」


「出戻りとか言わないの！」


　美沙緒はプッと頰ほおを膨ふくらませた。


「夫のタイゾー君が日本で公演することになったので一いつ緒しよに帰国しました。近くに来たからちょっと覗のぞこうと思ったら捕つかまっちゃって……あちこち挨あい拶さつに行かないといけないから本当は忙いそがしいのに～」


「愚ぐ痴ちはやめてください。他ほかに務まる人がいないんですから」


「ふみ～～ん」


　大作になだめられても美沙緒の不満は収まりそうにもなかった。捕ほ獲かくした張本人である静馬はその様子をニヤニヤしながら眺ながめている。


「一時限目は本来は飛鈴先生の英語ですが、お休みなのでホームルームにしましょう。今週は全校あげての学祭の準備期間ですが、うちのクラスに限らずいろいろと遅おくれてますから……まずは出し物をどうするか決めないと」


「提案します！」


　男子の一人が挙手した。


「女子主導でクイニーアマン屋が企画されていましたが、飛鈴先生のいない今、本物の味で勝負するというコンセプトは破は綻たんしていると思います。ここはやはりレイハの魔ま法ほうをフル活用した企画に変更してはどうでしょうか？」


「またその話を蒸むし返すのか！」


「よっぽど面おも白しろくないと魔法のリソースの取り合いに負けるって話じゃなかったのか？」


「バーチャルお化け屋や敷しきの失敗を忘れたのか！　お試ためし版の段階で恐こわすぎて、俺なんかいまだに夢に出てくるんだぞ」


「目をつぶっても脳に直接トラウマ映像が送り込まれてくる……あれはアトラクションというより拷ごう問もんだったからな。あと迷めい路ろが広すぎて誰だれも出られなかったし」


「だからそういう危険なのじゃなくて、安全性と楽しさを両立した企画をだな」


「定番のお化け屋敷でさえ地じ獄ごく絵図になりかねんというのに斬ざん新しんな企画なんて恐おそろしくてやってられるか！　だいたい外からも人が来るんだぞ？」


「だからと言って飲食店なんて普ふ通つうすぎてつまんねーんだよ！」


「同じ飲食店でもメイド喫きつ茶さにするとか、いくらでも工く夫ふうのしようはあるだろ」


「学園祭だぞ？　祭だぞ!?　そんな安全策でどうする！　それに考えてもみろ……魔法で何かする分にはタダなんだぞ!!」


　反論していた生徒たちが一いつ斉せいに黙だまった。


「それもそうか……我々もリソースを提供してるんだから、その分くらいは使わないと損だな」


「アトラクション丸ごとじゃなくて演出面で部分的に使うのはどうだろう」


「そのセンで少し考えてみるか」


「ちょ、あの……ちょっと待ってくれない？」


　前向きな方向で話がまとまりそうになったところで、美沙緒が口を挟んだ。


「さっきから聞いててもよく分からないんだけど……『魔法』って、何のこと？」


「魔法は魔法に決まってるじゃないですか」


「カボチャを馬車に変えたり、敵てき陣じんに隕いん石せきの雨を降らせたりする超ちよう自し然ぜん的なアレのことですよ」


「だから、その魔法を学園祭の出し物に利用するっていうのはどういうことなの？」


「ああ～……」


　生徒たちが田舎いなか者ものを見る目つきになった。


「ミサティーがいない間に……といっても最近の話ですが、我わが校には魔女っ子が住みついているんですよ。訳あって魔界を追われた身なので、全校生徒からちょっとずつ魔力を供給されることで初めて魔法が使えるという状態でして」


「あのさ……みんな、大だい丈じよう夫ぶ？」


　美沙緒は本気で心配して教室中を見回した。レイハが現れて以来、クレイジーな状じよう況きようが日常化してしまった生徒たちと違ちがい、常識的な世界からやってきた美沙緒にしてみれば当然の反応である。


「そうだ！　せっかくだしレイハにミサティーの願いを叶かなえてもらおうぜ」


「朝っぱらから魔女っ子カモ～ン！」


「レイハた～ん！」


　突とつ如じよとして巻き起こるレイハコール。窓の外が急に真っ暗になり、雷らい鳴めいが轟とどろき始める。


　カッ！


　目ま映ばゆい稲いな光びかりが閃ひらめき、直後に天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが消える。


「ええっ!?　て……停電？」


　照明が消えたにもかかわらず備え付けのテレビモニターの電源が入った。砂すな嵐あらしの画面が次し第だいに像を結び始め、巫み女こを思わせる衣い装しようを着た少女を映し出す。その髪かみは白はく髪はつで、無表情に見開かれた双そう眸ぼうはモノクロの画面の中で際きわ立だつ真しん紅く。


　レイハはカメラに向かって近寄ると、画面にほぼ等身大サイズに大写しになったところで、テレビの枠わくに手を掛かけてこちら側に身を乗り出してきた。


「ひいいいっ！」


　テレビの中から出てくる人形じみた少女に恐れをなした美沙緒は逃にげ出そうとするが、扉は鍵かぎが掛けられたようにビクともしない。


　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……


　押おし出されるトコロテンよろしくテレビから出てきたレイハは、紅あかい目を光らせながら、操あやつり糸で吊つられているような奇き妙みような足取りで美沙緒に歩み寄った。稲光を背にしたレイハの影かげが美沙緒の上に落ちる。


「やだ……こっちこないで！　お願い！　い～～や～～っ！」


　死ぬほど怯おびえている美沙緒に、レイハは右手を振ふりかざして一言、


『ぐーてんもるげん』


「いえ──い、グーテンモルゲーン！」


　生徒たちが復唱すると、真っ暗になった窓の外や消えた照明等の怪かい現げん象しようは即そく座ざに元通りになった。


「な……なに？　どうなってんの!?」


「今のはただの演出です。過か剰じようにホラーテイストでしたが」


　演出だと聞かされても美沙緒の不安が除かれたわけではなかった。なにしろテレビから出てきたレイハ本人は消えずに目の前にいるのである。


「ミサティーの望みって何？」


「そんなの身長を伸のばすことに決まってんだろ」


「よーし、それじゃ一丁、大人になる魔法を頼たのむぜ！」


　リクエストを受けたレイハは袂たもとから玉たま串ぐしを取り出し、美沙緒の頭の上で振った。キラキラと光るソルバニウム粒りゆう子しがこぼれ落ち、美沙緒の身体からだに降り注ぐ。しかし数秒待っても何も起きなかった。


「何な故ぜだ！　変化がないぞ」


「まさか魔法が失敗したのか？」


「いや待て……考えてみたら当然だ。ミサティーは見た目こそ中二だけどすでに大人だから、成長してもこれ以上背は伸びないんだ！」


「何てこった！」


「じゃあ別の魔法が必要だな。成長じゃなくて、物理的に拡かく大だいすればいいんじゃないか？」


　レイハは玉串を仕し舞まい、黄金色に輝かがやく小こ槌づちを取り出した。


「──〈ぐんぐんハンマー〉」


　どう見ても『打ち出の小槌』である。レイハは小槌を振り上げ、いきなり美沙緒の脳天に打ち下ろした。


　ゴツ！


「痛ぁ～～～い！」


　リアルに鈍にぶい音が響ひびき、美沙緒は頭を抱かかえた。


「おおっ!?」


　生徒たちが息を呑のむ。美沙緒の身長が目に見えて伸び、一七〇センチ近くに達した。


「きゃっ！　え？　床ゆかが急に高く……」


　美沙緒は足元を確かく認にんしたが、台の上に乗せられたわけではなかった。自分が大きくなったのだと理解すると、慣れない視点の高さにおののきながらも喜んだ。


「背が高いとこんな感じで教室が見み渡わたせるの？　すごーい！」


　本人のはしゃぎようとは裏腹に、生徒たちの反応は芳かんばしくなかった。


「どっか変じゃねえ？　バランスがおかしいっつーか」


「頭身が低いまんまで倍率だけ変わったから、相対的に頭がデカすぎるんだ。しかもすごく寸ずん胴どうに見えるし」


「子供向けのショーに出てくるアニメキャラの着ぐるみみたいだな」


「横よこ幅はばを縮めてみたらどうだ？」


　レイハが小槌の頭を逆向きにして、美沙緒の肩かたを水平に叩たたいた。横方向に一〇パーセントほど縮んで全体的にスレンダーになるが、顔が上下に長くなり不自然さが拭ぬぐえなかった。


「顔を変えずに身体だけ伸ばしたりできないのか？」


「足だけ伸ばせばちょうど良くならない？」


　生徒たちのリクエストに応じてレイハが微び調ちよう整せいを繰くり返したが、あちらを立てればこちらが立たずといった具合でどうしてもアンバランスな体型になってしまう。


「ええい、もういい！　俺が理想体型を描えがいてやる！」


　漫まん研けん所属の男子がスケッチブックを開いて絵を描き始めた。


「飛鈴先生の身長とプロポーションを参考にすれば文句ないだろ」


　出来上がったデザイン画は、元の美沙緒を中学生だと仮定したうえで成長した姿を想像した大人バージョンだった。レイハは受け取ったスケッチブックを高さ二メートルほどに巨きよ大だい化かさせ、デザイン画の描かれたページの間に美沙緒を挟はさみ込こんだ。


　チーン！


　再びスケッチブックが開くと、そこに立っていたのは長身でなおかつ八頭身の完かん璧ぺきなプロポーションを獲かく得とくした美沙緒だった。


「おお……成功だ！」


「やったじゃん！　ミサティー超ちよう綺き麗れい～！」


「足長～い！」


「ホントに!?」


　美沙緒は我わが身に起きた変化を信じられなかったが、レイハが扉とびらを一枚鏡に変えると、そこに映った自分の姿にうっとりと見入った。大幅にボリュームアップされた胸を下から手ですくって重さに驚おどろき、ジャンプすると揺ゆれることを確認して感激する。


「これが私？　夢みたい……」


「信じるも信じないも、これが魔ま法ほうです」


「これからタイゾー君に見せに行っていい？」


「ああ、それなら無理です」


「どうして!?」


「レイハの魔法は学校の敷しき地ちの外へ出ると効果がなくなりますから」


「ええ～！　そんなあ……」


　美沙緒は落らく胆たんしたが、その仕草は大人バージョンになってもどこか幼い印象があった。


　ガタン！


　激しい物音に全員が後ろを振り向く。それは静馬が机を叩たたいて立ち上がった音だった。


「違ちがう……そんなん全然ミサティーやあれへん！　魅み力りよく半減どころか台無しや!!　オレの可愛かわいいミサティーを返せ！」


「あ、あのね草くさ[image: ]なぎ君、そんなあらぬ誤解を招くような発言は……」


「草[image: ]の言うことも尤もつともだ」


　慌あわてる美沙緒を他よ所そに、他の生徒から静馬の意見に賛同する声が上がった。


「飛鈴先生が担任になってからというもの、我々はこれまで縁えんがなかった完璧な美女という存在に慣らされてしまった。現在の我々の肥えた目で見れば、内面から厳しく磨みがき上げられた美女と外面だけ綺き麗れいに繕つくろった紛まがい物の差は歴然！　八頭身のミサティーなどもはや本来の個性をスポイルした分だけで劣れつ化かしていると言っても過言ではない!!」


「説得力があるのかどーかよく分からんがとりあえず失礼だろ、その言い方」


「しかしまあ……八頭身になったからって飛鈴先生と同じ土ど俵ひように上がるのは無理だよな」


「無理無理、それは無理」


「むしろ差が歴然とするというか……元の方が別の魅力で勝負になりそう」


「やっぱミサティーはちっちゃくないとな」


　クラスの総意が『小さい方が好き派』に傾かたむいたとたん、八頭身の美沙緒は風船から空気が抜ぬけるようにみるみる萎しぼんでいき、元の六頭身に戻もどった。美沙緒は整地されたように平らになった胸むな板いたをまさぐって嘆なげく。


「ああ～ん！　せめて今日一日くらい大きいままでいさせてくれたっていいのに～!!」


「すいません。僕らの意見がまとまってないと長続きしないんです」


　結局生徒たちのいいオモチャにされただけだと気付いた美沙緒は、ふくれっ面つらで教きよう壇だんに戻った。


「先生！　提案があります」


「……今度はなあに？」


　美沙緒は露ろ骨こつに警けい戒かいする顔になった。挙手した女子が構わず発言する。


「学祭の出し物ですけど、今みたいに魔法で変身するのはどうでしょう？　顔や体型をある程度変へん更こうできるようにして、メイクや好きな衣装も魔法で作れば──」


「それって貸衣装屋みたいなこと？」


「そうそう、お客さんに自由にコスプレをしてもらうわけ！　魔法で作ればタダだし、学校の敷地の外へ出れば全部消えるからメイクを落としたり衣装を回収したりする手間がないから楽ちんよ」


「あらかじめいくつかコーディネートのパターンを作っとけば良さそうだな」


「それいい！」


「早さつ速そく試ためしてみようぜ。モデルはミサティーでいいよな？」


「異議な～し！」


　絵の腕うで前まえに自信のある生徒が中心となりアイデア出しとデザイン化が進められた。出来上がったイラストは黒板に貼はり出され、それをレイハが片っ端ぱしから美沙緒に着せていく。メイド、ナース、チャイナドレス、バニーガール、くノ一、チアリーダー、ゴスロリドレス、フライトアテンダント、婦人警官──ここまではまだ定番のノーマルなコスプレの範はん疇ちゆうだったが、その次に試着した衣装は新たなカテゴリーの代しろ物ものだった。


「か……可愛い……」


　テディベアのぬいぐるみを着込んだ美沙緒の姿に女子生徒たちはメロメロになり、そこからペンギン、ライオン、パンダ、エリマキトカゲ等の動物シリーズが始まった。


「そうか、着ぐるみもＯＫなんだ」


　見物を決め込んでいた一部の男子がそれを見て何事か思いついたらしく、自分でも衣装を描き始めた。そのデザイン画が提出され、レイハが魔法で試着させる。


「……動きにくい」


　恐きよう竜りゆう型がた怪かい獣じゆうの着ぐるみを着せられた美沙緒が不満を漏もらした。怪獣の喉のどの部分が丸く切り抜かれていてそこから顔を出しているが、その上にある怪獣の頭部は美沙緒の感情に従って『ギャース』と咆ほえたり、口から火を吐はいたりしている。


「魔法で作っているだけにギミックも仕込み放題だな」


「じゃあこんなのはどうだ？」


　女子には大不評の特とく撮さつ＆ＳＦ系着ぐるみシリーズは怪獣、怪人、宇宙人、得体の知れないクリーチャーと続き、次し第だいにエスカレートした結果、最終的に登場したのはもはや衣装ではなかった。全高三メートル近い、全身がリベット留めの装そう甲こうで覆おおわれた、焼しよう却きやく炉ろに手足を付けたような不格好な外見をしたロボットの腹の部分に美沙緒の身体からだがはめ込まれている──一言で表現するならそれはパワードスーツだった。


「これは受けるな！」


「ああ、普ふ通つうに発注したら一体三〇〇万は下らんぜ」


「いい加減にしなさ～い！」


　スパァン！


　不意に、勢いよく教室の扉とびらが開かれ、大おお騒さわぎしていた生徒たちの動きが止まった。美沙緒はギギギと鉄の軋きしむ音を立てながら振り向く。


　そこに立っていたのは、ジージャン＆ジーンズ姿の男性教諭だった。柔じゆう道どうの達人とは思えない瘦そう身しんで、和製ブルース・スプリングスティーンを自じ称しようする不良教師──二年Ａ組の担任の小こ関せきである。


「よ～う美沙緒ちゃん、おかえり～」


　小関は首にはハーモニカ・ホルダーを、肩からはストラップでエレキギターを下げていた。ハーモニカを吹ふきながらギターをかき鳴らし、世界的に有名な洋楽のリフをひとしきり演奏する。


「さあ行こうぜミサティー！」
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「行くって……どちらへ？」


「学祭で演やるバンドの練習に決まってんだろ！　キーボード担当だろうが」


「聞いてませんよそんな話！」


「だから今言ってんだろ？　四の五のぬかしてっと可愛いケツを引っぱたくぜ～」


　小関はロボの腕を取ろうとするが、虚きよ像ぞうのため空から振ぶりした。あらためて胴どう体たいに手を突つっ込こんで美沙緒の腕をつかむ。


「いやいや、ミサティーは我々と大事な打ち合わせの最中ですから！」


　生徒たちが逆側の腕を取って引っ張り合いになった。


「バンド……バンドか、そうや！　その手があんのを忘れとったわ」


　静馬はやにわに席を立つと、ミサティー争そう奪だつ戦に乱入した。


「もうやだ～～！」


　ミサティーロボはギラギラ光る両りよう眼めから怪光線を放ち、肩からはミサイルを、両手の指先からマシンガンの弾だん丸がんを発射して周囲にばらまいた。派手な火花が飛び散るもののそれらは演出であり、当たってもそよ風程度の威い力りよくしかないので安全である。


　その様子を冷静に眺ながめながら、涼子は苦々しい顔で呟つぶやいた。


「うちのクラスってどうしてこう……何の事件も起きてないのに地じ獄ごく絵図になるわけ？」


　今週末にはこの光景が全校の至る所で繰くり広げられるのかと思うと頭が痛かった。





　美沙緒が引っ張りだこになっている頃ころ、ＰＣ教室には藤堂校長とドクター村雨、そして慶一郎が顔を揃そろえていた。


「──つまり何かね？　鬼塚美雪は現在、この世界に存在しないと？」


　藤堂は通常モードで起動しているレイハに問い質ただした。


「南雲君が持ち帰ったソルバニアの花は魔ま法ほうの影えい響きようを受けず、彼女のデータを保持しているから居場所を探すのに使えるという話はどうなったのかね？」


「対人ステルス魔法で姿を消しているのではなく、地球上にいないということじゃな？」


「そうです」


　レイハの返事は毎度のごとくあっさりしたものだった。


「ではソルバニアにいると解かい釈しやくしていいのかね？」


「はい」


「飛鈴君も一いつ緒しよか？」


「おそらく」


「つまりこちらからは手が出せない？」


「…………」


「否定しないということは不可能ではない？」


「ソルバニアに行けば可能です。しかし鬼塚美雪を発見するまでには多くのプロセスが必要となります」


「どれくらいかかりそうかね？」


「時間に換かん算さんして数分から数万年の間」


「……何だと？」


「時間に換算して数分から数万年の間」


　聞き返しても変わらないということは、言葉通りの意味らしい。


「ドンブリ勘かん定じようにもほどがある！」


「それはソルバニアコロニーではなく、電脳ネットワーク内で『試作された宇宙』のすべてを検けん索さくする時間ということかね？」


「そうです」


「人間はそんなに長生きできんよ」


「ソルバニアにおいては生きているか否いなかは問題にはなりません」


「その辺りが今ひとつよく分からんのだが……」


　藤堂は用務員の仕事として黙もく々もくと窓まど拭ふきをしている慶一郎に顔を向けた。


「南雲君、君の意見を聞こう。事態は八はつ方ぽう塞ふさがりのようだが、どうするつもりなのかね？」


「……近くにいないというのなら、方法は二つです」


　慶一郎は掃そう除じの手を止めて、雑ぞう巾きんをバケツに放ほうり込こんだ。


「こっちから迎むかえに行くか、向こうが来るように仕向けるか──」


「こちらから出向くのは現実的ではない。誘さそい出すにしても難しいと思うが」


「なら三つ目の手ですね」


「あるのかね？」


「美雪ちゃんの居場所を知っている者に訊きく」


「神矢君の言っていた澁澤右京という占うらない師かね？　スパイ衛星と、電話回線及および電力線を利用した探索にも引っかからん男じゃぞ」


　レイハによる右京の探索はすでに試ためしたが、地球上の情じよう報ほう網もうから断絶した場所に雲くも隠がくれしているらしく発見できない。『本人に見つかる気がなければ絶対に見つけられない人物』という大作の話は本当らしい。


「それ以外の手て掛がかりというと……誰かね？」


「美雪ちゃんに魔法の力を与あたえた張本人ですよ。つまりレイハの上司──」


「ソルバニアの魔王か!!」


　藤堂は自分の口から出た言葉の現実味のなさに苦く笑しようした。村雨は科学者らしく大おお真ま面じ目めな顔で可能性を考こう慮りよする。


「ソルバニアの魔王は行方ゆくえ不明ではなかったか？　サーガイアコロニーの四神官が捜さがしていたくらいじゃからな。こちらからコンタクトを取るにしても──」


　そこまで言ったところで村雨は急に黙だまり込こんだ。あご髭ひげを撫なで、眉み間けんに深いシワを刻んで思案顔になる。やがて顔を上げると、悪わる巧だくみを思いついたとしか見えない薄うす笑わらいを浮うかべ、爛らん々らんと輝かがやく目で慶一郎を見た。


「敵の計画を逆手に取れば……あるいは、不可能ではないかもしれん」


「それにはレイハの協力が不可欠だがな」


　慶一郎は〈玉座スローン〉に座すわるレイハの正面に立った。どこか遠くを見ているような紅あかい瞳ひとみを覗のぞき込みながら、


「お前に与えられた任務に反する行こう為いになるかもしれんが……頼たのめるか？」


「ケイがそれを望むのであれば」


　地球にやってきて早々に、うっかり全面核かく戦争を誘ゆう発はつして人類を滅ほろぼしかけた魔女っ子は──慶一郎の依い頼らいをいともあっさりと快かい諾だくした。


















　第六十四話　サムライガール［月に叢むら雲くも花に風篇へん］







〈十一月二日──晴れのち曇くもり、ところにより雷かみなり〉





　とうとうこの日が来た。


　何がどうあれ、今日ですべての決着はつくだろう。


　すべてを得るか、それとも失うか──それは分からない。


　分かっているのはどんな形にせよ『終わり』が来るだろうということだけだ。


　報むくわれるにせよ裏切られるにせよ、こういう神しん妙みような気分で迎むかえる朝というのも、それはそれで悪くない──





　　　　一





　眩まぶしい朝日が窓から差し込み、顔にかかる。


「んん～……」


　目ま蓋ぶたの上から眼がん窩かの奥おくに染しみる光の刺し激げきに、美み沙さ緒おは半ば寝ね惚ぼけながら身を起こした。両手で目をこするが、そのまま起きる元気はなく、パタリと横になると再び毛布をかぶって二度寝を決め込む。


　ポロン……


　ピアノの音が響ひびく。


　繊せん細さいなタッチで弾ひかれた一音の余よ韻いんが消えるその刹せつ那な、小鳥の囀さえずりのような旋せん律りつが紡つむがれる。


　オリジナルの曲だろうか。元音楽教師で現在は声楽家の妻である美沙緒にも聞き覚えのないピアノ・ソナタだった。


　速弾きでありながら清流の如ごとく澄すんだ優やさしくたおやかなメロディライン。


　目を閉じて夢ゆめ心地ごこちで聴ききながら、両手を動かして旋律を追う。


（ああ……今の進行、私の手じゃ指が届かないや……）


　ピアニストの夢を諦あきらめて音楽教師になったのは、小さすぎてオクターブに届かない美沙緒の手では大好きなラフマニノフの曲が物理的に弾けなかったことが理由のひとつだった。手が小さいなりに工く夫ふうする方法もなくはなかったが、結局は自信を喪そう失しつしたままその努力を放ほう棄きしてしまったのだ。


　即そつ興きようのピアノ・ソナタは新たな展開を見せた。小鳥に代わって森の動物たちが目を覚まして活動を始めたらしい。


　朝あさ霧ぎりに包まれた森の中、草むらから野ウサギが顔を出した。後こう肢しで立ち上がり、耳を立てて周辺の様子を窺うかがう。美沙緒の心象ではサザーランド・ドワーフだ。


　危険はないと判断したウサギは草むらから飛び出し、元気に跳とびはねる。


（ウフフ……可愛かわいい～）


　それに続いて二匹ひき目のウサギが飛び出した。さらに三匹目、四匹目と数が増えていく。


（……あれ？　あれ？）


　仲間が増えたことで最初は喜んだ美沙緒だったが、すぐにおかしなことに気付いた。旋律を追っていた手が混乱する。オクターブが届かないからではなく、二本の手で弾いているとは思えない数の打だ鍵けんだった。恐おそろしい速度で弾いているためだろうが、三本目、四本目の腕うでがあるとしか思えない。


　ウサギの数はさらに増えた。森の食べ物を食べ尽つくしたウサギたちは群れをなして畑を襲おそい、作物のニンジンを食い荒あらす。


（も、森の生態系が崩くずれちゃう～）


　美沙緒の想像するピアニストは千せん手じゆ観かん音のんよろしく無数の腕を駆く使ししていた。もはや大群と化したウサギたちは一いつ斉せいに暴走スタンピードを始め──


「ダメ～～～ッ！」


　美沙緒は毛布を蹴けって飛び起きた。息を荒あららげて周囲を見回す。


　そこは自宅ではなかった。大だい門もん高こう校こうの音楽室である。美沙緒は並べたパイプ椅い子すに横になり、毛布をかぶって眠ねむっていたのだ。


　グランドピアノの前に座すわっている静しず馬まを見て、美沙緒はようやく自分の置かれた状じよう況きようを思い出した。


　月曜日に臨時で二年Ｂ組の担任に復帰して以来、小こ関せきがリーダーを務めるバンドのキーボード担当として練習に参加する傍かたわら、美沙緒は静馬の作曲活動に協力してきた。


　今週、静馬はほぼ音楽室に籠こもりきりで曲作りに励はげんでいた。請こわれるままに作曲に付き合ううちに、美沙緒はあらためて静馬の音楽的才能に驚きよう嘆たんするとともに、一ピアニストとして大いに刺激を受けた。音楽家の魂たましいに火が点ついたと言っていい。その結果、少し手伝うだけのつもりがコンサートを控ひかえた夫の身の回りの世話よりもこちらを優先し、学園祭に間に合わせるため昨夜はとうとう泊とまり込こんでしまったのだ。いつ眠ったのか記き憶おくが定かでない。図らずも無断外がい泊はくしてしまった形である。


「悪いな。起こしてもうたわ」


　静かな曲に替かえて弾きながら静馬が謝あやまった。


「オレなりに朝の爽さわやかな感じを表現したかったんやけど、ついウサギの繁はん殖しよくに夢中になってもうた」


　美沙緒の抱いだいたイメージは当を得ていたらしい。


「……今、何時？」


　美沙緒は背後を振ふり向いて教室に備え付けの時計を見た。朝六時半を数分過ぎたところである。音楽室にはバンドのメンバーである教師や生徒数名も雑ざ魚こ寝ねしていた。学生時代のノリで夜よ更ふかしした挙げ句寝てしまう、というのは新妻としては大いに問題がある。


　脂あぶらの浮ういた鼻の頭を指先で触さわってみる。顔がテカってしまっているのは鏡を見るまでもなく明らかだった。


「一度ホテルに戻もどらなきゃ……」


　簡易ベッドから立ち上がった美沙緒の腕を静馬がつかんだ。


「バイクで送ってったるわ」


「……い、いいわよ。電車で帰るから」


「どうせ途と中ちゆうで寝こけて乗り過ごすんがオチや」


　子供じゃない、と言い返したかったが静馬の言うことも当たっている。断る口実が見つからないまま美沙緒は音楽室から連れ出された。


　校舎の三階から下はすっかり学園祭モードだった。教室の多くは模も擬ぎ店てんに改装され、看板や飾かざり付けもほぼ出来上がっている。有能な警備員（兼けん用務員）がいるおかげで徹てつ夜やの作業が許可されたため泊まり込んだ生徒もそれなりにいて、毛布にくるまって寝ている姿が見られた。


「あれ？　ここはまだ準備が出来てないの？」


　美沙緒はある教室の前でふと足を止めた。


　造りからしていわゆる飲食店ではなさそうだが、出入り口に作り付けられている門はベニヤ板丸出しで色も塗ぬっていなければ飾りも付いていない。ところどころマジックで『赤ラメ』『虹にじ色グラデーション』等と書き込まれている。色の指定らしいが、見たままだとすれば色塗りが間に合わなかったのか。


「それはアレやな。レイハの魔ま法ほうでガワだけ派手に見せるやつやろ」


「ああ、そっか。芯しんになる部分ってわけね」


　レイハの魔法によるイリュージョンはおよそ想像しうるあらゆる演出を可能とするが、それを利用したアトラクションを試作した際に問題点が指し摘てきされた。


　そこにない物体をリアリティたっぷりに存在するかのように見せかける、または実際には存在している物を消して見せることは可能だが、テーブルだと思って手をつくとすり抜ぬける、見えない椅子にぶつかって転てん倒とうする等々、中に入った人間の安全がまったく保障できないのだ。そのため本来存在する物体を消すのは四方の壁かべに限定され、イリュージョンで作り出す物には芯になる実体を用意することが義務づけられている。


「大物が作りにくくなったおかげで猫ねこも杓しやく子しもコスプレの企き画かくばかりになっちゃったのよね。貸衣装屋のアイデアは良かったのに……」


「所しよ詮せん絵に描かいた餅もちや。クイニーアマン屋の方が全然ええわ」


　その物言いに、美沙緒は静馬がレイハの魔法に頼たよる気がないことに今さらながら気付いた。静馬ならコンサートの演出にもいろいろと凝こりそうなものだが、曲作り以外には何もしていない。あくまで自分の腕一本で勝負しようとしているのだ。しかしＫファイトでもない学園祭のコンサートにそれほど入れ込こむ理由は何なのか──


「ところで曲は出来たの？」


「まあな」


　自信たっぷりの返事を予想したが、意外にも静馬の反応は微び妙みようだった。


「出来に自信がないとか？」


「オレとしては最高の出来や。でも音楽っちゅうもんは相手に伝わらんと意味あれへんからな。とくに歌は」


「伝えたい相手って、特定の誰だれか？」


「…………」


　静馬は答えずに歩き出す。またも意外な反応に、美沙緒は新しん鮮せんな驚おどろきを感じながら追いかけた。この五日間、静馬は作曲の合間に物思いに耽ふける様子を見せることがあった。この野人にどんな悩なやみがあるのか、大だい作さくは口を濁にごして教えてくれないが、奈な々な子こからおおよその事情は聞かされている。


「拳こぶしが届かへん相手には別のコブシで伝えんとな」


「え？　まさか演歌!?」


「♪こんが～り焼けた～キャラメ～リ～ゼ～、外はカリカリ～中フンワリ～」


　静馬はいきなり演歌調の歌を振り付きで歌い始めた。普ふ段だんしゃべっている時はだみ声なのに、歌声は別人のように艶つやのあるハイトーン・ボイスである。音楽の神はこのケンカ番長にいったいいくつの贈おくり物を与あたえたのか。


「♪食いねえ～食いねえ～クイニーアマン～～」


「駄だ洒落じやれ……」


　やっぱり少し寝た方がいいんじゃないか、と美沙緒は思った。





　　　　二





　午前九時──


　全校生徒が講堂に集められ、『大門祭』開かい催さいのセレモニーが催もよおされた。


「──私が大門高校校長、藤とう堂どう鷹たか王おである！」


　壇だん上じように登った藤堂の第一声は、一年生ですら飽あきるほど聞かされた自じ己こ紹しよう介かいだった。普段と異なるのは渋しぶいスーツではなく羽は織おり袴はかま姿という点だが、おめでたい雰ふん囲い気きを出すには二か月ばかり気が早い。しかもサングラスだけは頑かたくなに外そうとしないためコーディネートとしてはアンバランスである。もっとも正装ではなく仮装と考えればそれはそれで相応ふさわしい格好といえた。


「素す晴ばらしい晴天に恵めぐまれたこの良き日に、こうして無事に第二十二回大門祭を迎むかえられたことは実に喜ばしい事だ。とくに今年は例年とは異なり……」


　挨あい拶さつが始まって早々に三年生男子の間からブーイングが起き、それは瞬またたく間に全校生徒に広がった。男子の多くは立てた親指を下に向けてアピールしている。


「形ばかりの挨拶すら待てんのかね？　その気持ちが分からんほど私も石頭ではないが、重要な連れん絡らく事じ項こうがいくつかある。三分間だけ我が慢まんしたまえ」


　生徒たちが鎮しずまるのを待ってから藤堂は話を続けた。


「さて今回の大門祭だが、昨年と同じく校内異種格かく闘とう技ぎ大会を開催することはすでに告知した通りだ。参加資格は我わが校の生徒であること、もしくは私から招待状を受け取っていることだが──この招待選手について問題が生じた。初日は校内の生徒によるバトルロイヤル戦、二日目は招待選手を交えての決勝大会となる予定であるが、招待状にその旨むねを書き忘れたため、招待選手がいつ現れるか分からないという事態になっている」


　生徒たちがざわめいた。驚いて不安になったわけではなく、それがどうしたというのが大方の反応である。


「〈Ｋウォーズ〉の舞ぶ台たいは校内全域だ。参戦選手が互たがいに名乗りを上げ、普段のＫファイトの要領で同意が成立すればその場で対戦が開始される。招待選手は強つわ者もの揃ぞろいだ。一いつ般ぱんの生徒諸君は対戦に巻き込まれないように注意してくれたまえ」


　最後まで聞いた上でやはりブーイングが起きた。おもに模擬店やアトラクションの企画に参加している生徒たちからのもので、単純に客として楽しむつもりの生徒たちは歓かん声せいを上げている。


「また演劇部の大門祭公演はライブ劇場方式となるが、魔法による舞台装置生成はクラス毎ごとの出し物よりも優先されるのでその旨了りよう解かいしておいてくれたまえ」


　藤堂がいったん下がり、代わって三年生の男子三人が壇上に立った。


「我々は文化系同好会連合の代表です。この場をお借りして特別企画の許可と全校生徒の協力を戴いただきたいと思います。当日になっていきなり特別企画とは何だと思われるでしょうが、今日まで伏ふせていたのには理由があるんです。その企画とは──」


　代表から企画の説明を受けた生徒たちはその内容に驚きよう喜きし、一も二もなく賛同した。





　同時刻──南太平洋・タスマン海。


　深度一二〇〇メートルを潜せん行こう中だった潜水艦かん『アトラゴン』は不意の襲しゆう撃げきを受けた。突とつ如じよとして艦の直近に出現した謎なぞの敵と接せつ触しよくしたのだ。タイフーン級を上回る超ちよう大型艦が異様な振しん動どうに見み舞まわれ、外がい殻かくが軋きしむ音が艦内に響ひびいた。


「現状を報告せよ」


　発令所に着いたタマーラ・バラキレワ艦長は、浮うき足立つクルーを抑おさえるため冷静な態度で指示を出した。


「本艦の直上に何かいます！　ソナーに反応無し！　いきなり現れました」


「何か、では分からん。外部カメラは？」


「映像では確かく認にんできず」


「外殻に異常圧力！」


　報告の直後、船体が左に傾かたむくとともに持ち上げられるような感覚があった。


「……ドデカい手で摑つかまれたような感じですね」


　赤毛の青年副長が天てん井じようを見上げながら冗じよう談だんめかした口調でつぶやく。それが冗談に聞こえないほどこの未知の敵は非常識だった。バラキレワは鋭するどい声で命令を発した。


「メインタンクブロー！　アップトリム四〇度で深度二〇〇まで急速浮ふ上じよう！　副長、グラップルアームを用意しろ」


「アイサー！」


　副長は操そう舵だ席の隣となりにある専用シートに座すわると、頭部をすっぽりと覆おおうヘルメット型のヘッドアップディスプレイを被かぶり、二本のコントロールスティックを握にぎった。


　艦が大きく仰ぎよう角かくをとり浮上を始める。わずか五〇秒で目標深度に達した。


「水平戻もどせ！　逆進、急制動！　速度ゼロと同時にアーム展開！」


　水流ジェットの逆噴ふん射しやにより艦が減速する。


「右う舷げんアーム、ロック解除不能。左舷アームのみ展開します」


　副長がスティックを操作すると、艦の両舷に半ば埋うまる形で格納されている長大な円えん筒とう形けいの『腕アーム』がせり出し、外側に開く。


「アーム先せん端たんのカメラで本艦を映せ」


　深度二〇〇であれば辛かろうじて太陽光が届くため、敵の全体像をカメラで捉とらえることが可能となる。アームの先にはグラップルと名の付く通りに物を摑むことができる三本の指があり、目標を捕ほ捉そくするためのカメラが搭とう載さいされている。副長はスティックのハットスイッチを親指で操作し、それを艦の方に向けた。


「……おおっ!?」


　スクリーンに映し出された映像を見て、発令所のクルーたちは息を呑のんだ。滑なめらかな流線型をしたアトラゴンの甲かん板ぱんが瘤こぶのように醜みにくく歪ゆがんでいる。画像処理により増感されるとその正体が明らかになった。甲板に巨きよ大だいなタコが張り付き、船体に触しよく手しゆを絡からませている。


「やだ、何これ!?」


「クラーケン！　クラーケンじゃないか！」


「全長五〇……六〇メートル？　いや、もっとあるぞ！　ダイオウイカどころじゃない化け物だ！」


「偽ぎ装そうしている様子はないな。生体兵器か？」


「奴やつの正体の詮せん索さくは後だ。船体から引き剝はがせ」


　スクリーンに映る怪かい物ぶつの姿が大きくなる。アームが接近しているのだ。肘ひじに当たる位置にあるカメラの画像が別のスクリーンにも表示される。副長は慎しん重ちようかつ大だい胆たんにアームを操作し、船体に吸きゆう盤ばんで張り付いている触手の一本をアーム先端の三本指でつかんだ。


　大ダコの金色の目がアームの方を向いた。隣の触手が持ち上がり、その先をアームに巻き付けてヒョイと押おし戻す。


「知能は高そうだな」


「タコって確か瓶びんの蓋ふたを開けられるくらい賢かしこいんだよな」


「電でん撃げき槍そうの使用許可を」


「却きやつ下かだ。敵は発令所の真上に取り付いている。照しよう明めい弾だんを撃うて」


　大ダコの目を狙ねらってアームに装備された照明弾が発射される。照明弾は触手に弾はじかれ、コンマ数秒遅おくれで作動して青白い光を照射した。大ダコは眩まぶしそうに目を細めたが、怯ひるんだ様子はない。むしろ怯んだのは映像を見ているクルーの方だった。


「まさか……冗談だろ？」


「タコじゃねえ！　あんなタコはいねえ！」


「邪じや神しん──」


　タコと見えたのは巨大生物の全身ではなく頭部だった。その下には着ぶくれしたような太い四し肢しを持つ人間じみた胴どう体たいがあり、背中には蝙こう蝠もりか翼よく竜りゆうを思わせる翼つばさを持っている。


「艦長！」


「対艦水すい雷らいの使用を許可する。脳天に食くらわせてやれ」


「おおし！」


　アームの先端から弾頭付きのポールが伸のびる。魚雷登場以前の潜水艇ていに装備されていた外装水雷の言わば復刻版である。副長は邪神の眉み間けんに狙いを定め、スティックを倒たおして一気にアームを突つき込こんだ。


　鈍にぶい振しん動どうが走る。爆ばく発はつによるものではない。作業用のクレーンやマジックハンドの比ではないパワーを有するグラップルアームは、水雷の届く寸前で邪神の触手により易やす々やすと絡め取られていた。もう一本の触手が水雷のポールの根元をつかんでもぎ取る。


「なっ……!?」


「総員、衝しよう撃げきに備えよ！」


　邪神の投げ捨てた水雷が近きん距きよ離りで爆発した。カメラの映像には爆発の閃せん光こうが映ったが、衝撃も震動も襲おそってこない。


「どうなっている!?」


「あの光は……何だ？」


　邪神の頭部から虹にじ色の光輪が波は紋もんのように広がった。光輪が広がるとともに周囲の海水が円えん筒とう状じように押し退のけられ、アトラゴンは縦穴の中で宙ちゆう吊づりになった。


　頭上から降り注ぐ陽光が輝かがやきを増し、スクリーンがホワイトアウトする。高速エレベーターに乗ったような重力の変化の後、ガクンと一度船体が震ふるえて停止した。発令所の照明が落ち、非常灯に切り替かわる。


「……被ひ害がい状じよう況きよう知らせ」


「機関部損傷なし！」


「電装系、回復します」


　スクリーンに再び映像が戻る。しかしそこに映し出されたのは邪神でも海底でもなく地上、それも市街地の光景だった。クルー全員が不ふ吉きつな予感に表情を曇くもらせる。それを口に出したの副長だった。


「おいおい……待てよ？　なんか見覚えありますぜ、この街の感じ……」


「オリオンの専用回線で通信が入っています」


「繫つなげ」


　横から割り込む形でスクリーンにドクター村むら雨さめが現れる。


『──ごきげんよう。アトラゴンの諸君』


　Ｖサインを出しながらにこやかに笑う村雨に対し、クルーは苦虫を嚙かみつぶした顔になる。


「説明してもらおうか。ドクター」


『大門高校が今日から学園祭でな。目玉アトラクションとしてアトラゴンを召しよう喚かんしたというわけじゃよ』


「……もう一度言ってもらえるか？　よく理解できなかった」


『諸君らはアトラゴンごと学園祭に招待されたのじゃよ。観念したまえ』


　バラキレワ艦かん長ちようはこめかみを手で押さえた。頭痛と目め眩まいに襲われているのだろう。


「さっきの怪物は何だ!?」


『カリメロのことかね？　あれはこの高校の守護聖せい獣じゆうのようなものじゃよ』


「ここの生徒はあんなものが好みなのか？」


『怪獣が続編でヒーローになるのはよくあるパターンじゃよ』


「何な故ぜ我々が呼ばれた？　前回はアクシデントだったはずだが」


『生徒たちが万ばん能のう潜水艦の中を見学したいらしい。それと艦長のファンも多いからな。外を見てみたまえ』


　副長がカメラの角度を変えて艦の近くを映す。アトラゴンは大門高校の校庭に艦首を突き出した状態で固定されていた。講堂から出てきた大勢の生徒たちが手を振ふっている。


《熱ねつ烈れつ歓かん迎げい☆タマちゃん》


　掲かかげられた横断幕を見て、バラキレワの顔が強こわ張ばった。


『せ～のっ、タ～マちゃ～～～ん!!』


　生徒たちの大合唱が発令所内に響ひびいた。


『……というわけなんじゃよ。ワシ一人が反対したところで止められんのでな。いかな科学の粋すいを集めて建造された万能潜水艦といっても魔ま法ほうの前には赤子同然じゃ。無む駄だな抵てい抗こうはやめて学園祭に付き合った方が賢けん明めいじゃぞ』


　脅きよう迫はくまがいの説得に、バラキレワは艦長席の上に立ち上がった。


「おまえがじぶんでせっけーしたくせに、むせきにんだぞ！　このうらぎりものめ～」


　オクターブが上がったキンキン声でまくし立てる。振り向いたクルーたちは口をアングリと開け、腰こしを抜ぬかした。バラキレワの外見が七歳さい児じ程度にまで退行していたからである。身長に合わせて服も一いつ緒しよに縮んでいる。


「うわあああ──っ！」


「かかか、艦長がまたチビッコに!?」


「うるさーい！　うろたえるんじゃないの！」


　艦長席から飛び降りた〈タマちゃん〉は副長の傍そばに駆かけ寄った。


「アームでムラサメをふんづかまえて、ひねりつぶすのよ！」


「人間一人を捕つかまえるほど繊せん細さいな動きはちょっと……」


「じゃあたいちばくらいでふっとばしちゃえ！」


「目標が近すぎて当てるとこっちにまで被害が……それに街が火の海になります」


「むう～ふくしょうはどうした！　かんちょうだぞ！　えらいんだぞ！　あたしのいうことがきけないならえーそーいりだぞ！　それともじゅうさつのほうがすきか～!?」


　服と一緒に小型化されたモーゼル・ミリタリーを抜こうとするのを見て、副長及および近くにいたクルーが慌あわててチビッコ艦長を取り押さえた。


「ええ～い、はなせぇ～！　ぜんいんはんぎゃくざいでぐんぽうかいぎだぞ～！」


「落ち着いてください艦長！　奴やつを始末したところで何の得にもなりませんから」


　幼児化したバラキレワがすぐドクター村雨を殺そうとするのは、溜たまりに溜まった憤ふん懣まんが噴ふん出しゆつするからだろうか。


『まあまあ艦長、学園祭への参加はほぼ強制じゃが、なにもタダとは言っとらん。学園祭の模も擬ぎ店てんで自由に飲食できるチケットを進しん呈ていしよう』


「もぎてん～？」


『南な雲ぐも君が監かん督とくしとるから味の方は保証付きじゃ。クイニーアマンも食い放題じゃぞ』


「ふ……ふん！　クイニーアマンごときでばいしゅうできるとおもうなよ！」


『そうかね。ではこの焼きたてホカホカのもワシが全部食ってしまっていいんじゃな？』


　村雨がこれ見よがしに画面に出したクイニーアマンに、チビッコ艦長の目が釘くぎ付づけになった。半開きになった口の端はしから涎よだれが垂れる。村雨がクイニーアマンにかぶりつこうとすると、バラキレワは「ああ～」と情けない声を上げた。


「ダメダメダメ～～それをこっちによこせ～！」


『ならば交こう換かん条件を呑のんでもらおうかの』


「……しかたないわ。ぎぶ・あんど・ていくよ」


　対等な交こう渉しようをしている口ぶりだが完全に村雨の言いなりである。バラキレワが了りよう承しようしたことを知らされた生徒たちはひときわ大きな歓声を上げた。


　藤堂校長が再びマイクを取った。


『ではそろそろ我らが魔女っ子にお出まし願うとしよう。準備はいいかね？』


「イエ────ッ！」


　虹色の光の粒りゆう子しがアトラゴンの艦首に集まり、ゴスロリパンク風のアイドル衣い装しように身を包んだレイハが現れた。髑髏どくろと翼つばさを持つ蛇へびをあしらった邪じや悪あくなステッキを持ち、肩かたにはマスコット化したカリメロを乗っけている。


『それでは──一九九六年度、第二十二回〈大門祭〉開かい催さいをここに宣言する！』


　藤堂の宣言に合わせてレイハがステッキを振ると、キラキラと輝かがやく粒子が校内に降り注ぎ、生徒たちの製作した模擬店やアトラクションにイリュージョンの魔法がかかった。ベニヤ板や段ボールで作られたセットが色鮮あざやかに飾かざり付けられ、豪ごう華か絢けん爛らんな遊園地に変へん貌ぼうする。アトラゴンの船体にも万国旗が掛かけられてお祭り仕様になった。遠えん隔かく操作されたアトラゴンの主しゆ砲ほうから花火が発射され、上空で破は裂れつして紙かみ吹雪ふぶきをまき散らす。


「キャ────ッ！　きれ～～い!!」


　子供のバラキレワは無む邪じや気きに大はしゃぎした。天使のような愛らしさに思わず魅み了りようされそうになりながらも、本来の姿を知っているクルーたちは極きわめて複雑な表情を浮うかべて見守っている。


　かくして──


　史上最大・空前絶後の学園祭がその幕を開けた。





　　　　三





　全校集会の後、講堂には公演を控ひかえた演劇部の面々が集まった。十一時に予定されている開演の準備のためである。


「おかしい！　こんなはずでは……」


　脚きやく本ほん担当の伊い福ふく部べ吉よし光みつは激しく頭かぶりを振り、芝しば居いじみた口調でつぶやいた。耳ざとく聞きとがめた史し織おりが面めん倒どうくさそうに質問する。


「何か問題でも？」


「その逆だ。何の問題もなく学園祭の初日が始まってしまうことがおかしいと言っているんだ」


「校庭に巨きよ大だい潜せん水すい艦かんが召しよう喚かんされてる段階で大いに問題ありだと思うけど……まあ、トラブルがなくて万ばん々ばん歳ざいじゃない。無事にこの日を迎むかえられるなんて、むしろ奇き跡せきだわ」


「いや、僕の予想では学園祭の前日が無限ループで延々と繰くり返すものと思ったが……」


「あったわね～、そんな映画」


「しかしこうして当日が来たということは、学園祭の本番を皆みなが望んだということか……んん!?　なるほど、そうか！」


　伊福部は真犯人の正体に気付いた探たん偵ていのように目を光らせた。


「さては……学園祭自体がエンドレスで永遠に終わらない展開だな!?」


「この学校は一か月も前からずぅ～っとお祭り状態じゃない。そろそろ平へい穏おんな日常ってものが恋こいしくなるわ。そう思ってる子も多いんじゃないの？　この学園祭で一区切りにしたいってね。伊福部君もこのままじゃ困るでしょ？」


「僕が？　何を困ることがある？」


「フィクションよりも現実の方が圧あつ倒とう的に面おも白しろいんじゃ、物書きとしては商売あがったりなんじゃないの？」


「分かってないなぁ。キミは」


　伊福部は大おお袈げ裟さに肩をすくめた。


「いいかい？　魔法の本質というのは幻げん想そうが現実を駆く逐ちくするところにある。フィクションが現実に圧倒されるのではなく、フィクションが現実を侵しん蝕しよくする！　これが勝利でなくて何なのか！」


「ふうん。で、魔女っ子が魔界に帰った後はどうするの？」


　史織の問いに、伊福部は凍こおり付いたように動きを止めた。まるで想定外のことだったに違ちがいない。レイハにとって大門高校は仮の宿にすぎない。いずれソルバニアとの問題が解決すれば帰るだろう。その当然のことにさえ考えが及ばなくなっているのだ。魔法に毒されていると言われても反論の余地はなかった。


「侵蝕されてるのは私たちの現実よ。浮かれるのもいいけどほどほどにね」


「……とりあえず、今日の公演にベストを尽つくす」


「よろしくね」


　史織はお姉さんぶった仕草で眼鏡めがねを直した。縁ふちなしレンズの奥おくの涼すずしげな目が、講堂に入ってきた人ひと影かげを捉とらえて見開かれる。


「主演女優のお出ましね」


　セッティング作業を進めている演劇部員たちの視線が集まる。


「おはようございます。史織さん」


　涼りよう子こは普ふ段だん通りのトーンで──馴な染じみのない生徒なら軽く威い圧あつされる程度に不ふ機き嫌げんそうな低い声で挨あい拶さつした。


「おはよう涼子。よく眠ねむれた？」


「それなりに」


「体調は？」


「普通です」


「ＯＫ。開演は十一時だから、着き替がえて待ってて。楽屋は空いた？」


　史織が部員に確かく認にんを取った。前日に運び込んでいた大道具はすでに舞ぶ台たいに上げられ、控ひかえ室は使えるようになっているという。


「着替え中はちゃんと鍵かぎをかけておいて。うちの部員以外の子も出入りするから、知らずに誰だれかが入ってこないように」


　史織に謝辞を述べて、涼子は控え室に向かった。控え室に入ると、涼子は言い付け通りにドアを施せ錠じようしてから、長テーブルの上に竹刀しない袋ぶくろとリュックを置いた。控え室といっても普段は半ば物置として使われている六畳じようほどの小部屋である。二十脚きやくほど置いてあるパイプ椅い子すのひとつを開いて腰こしを下ろすと、深々とため息を吐つく。


　史織には普通と答えたが、正直体調は思わしくなかった。昨夜ゆうべから脳が引き攣つるような偏へん頭ず痛つうがする。これは左目の〈月の眼グラムサイト〉が活発に働いている際の症しよう状じようだった。この能力が必要とされるような緊きん急きゆう事態に出くわす前まえ触ぶれに違いない。


　頭痛だけでなく精神状態も芳かんばしくなかった。原因は明らかだが自分ではどうすることもできない。


　今回の公演はライブ劇場であり、レイハの魔ま法ほうを利用して衣装やオープンセットがリアルタイムに生成される。しかもそれらは涼子のイマジネーションを投とう影えいして作られるのだ。心象風景がそのまま外に出ると考えていい。こんな精神状態で果たしてまともな公演になるだろうか──八はつ方ぽう塞ふさがりの気分のまま、制服を脱ぬいで衣装に着替えはじめた。


　セーラー服とスカートを脱ぎ、女用心棒役の衣装の上衣に袖そでを通したところでノックの音がした。しかしそれは廊ろう下かに面した出入り口のドアからではない。聞こえてきたのはカーテンの引かれた窓の方からだった。


　涼子はカーテンを開けてみたが、誰もいない。控え室は一階だが、窓は外の地面から二メートル以上高い位置にあるため脚きや立たつのような台に乗らなければ覗のぞけない。鍵を外して窓を開けた途と端たん、上から逆さまの赤ら顔がニョキッと飛び出してくる。


「──よう」


　ばちーん！


　静馬が発達した犬歯を剝むいて笑いかけるのと、涼子がその横っ面つらを張り飛ばしたのがほぼ同時だった。


「痛いやんか」


「堂々と覗いてんじゃないわよ」


　外がい壁へきに蜘く蛛もよろしく天地逆に張り付いていたらしい静馬は、窓まど枠わくに両手の指先を引っかけ、体操選手もかくやという体たい捌さばきでするりと控え室に入ってきた。


「着替え中なんだけど」


「公演始まる前やないと会われへんやんけ」


「何の用？」


「ちょっとな──」


　静馬は正面から涼子を見み据すえる。涼子は静馬の様子が普段と違うことに気付いた。


　音楽室に入り浸びたっている間はいつにも増して身嗜みだしなみに無む頓とん着ちやくで、髪かみはボサボサ、無ぶ精しよう髭ひげも伸のび放題になっていたが、今は髭を剃そり、髪もブラシを入れたらしくまとまっている。一度家に帰って風ふ呂ろに入ったのだろう、石せつ鹼けんと整せい髪はつ料の香かおりが少し。静馬らしからぬ爽さわやかさだ。


　その様子を見る限り、今日のための準備はすっかり整っているらしい。


　今週に入ってから──つまり美み雪ゆきが失しつ踪そうして以後、大門防衛隊ＤＤＦは事実上活動休止状態にあった。ソドムの出現がなかったこともあるが、美雪の問題への対処方針でメンバー間で意見が分かれたことが大きい。


　大作は美雪が失踪した動機が誤解によるものだという説を曲げず、その証しよう拠こを探すべきだと主張したが、意外にも異を唱えたのは静馬だった。


「問題はそういうことやないやろ」


　静馬はそう言って、月曜日の午後から音楽室の住人になった。


　一番の当事者である慶けい一いち郎ろうには別の考えがあるらしく、学園祭の模も擬ぎ店てんの指導をする傍かたわら、鬼おに塚づか家から持ち帰ったソルバニアの花の栽さい培ばいにいそしんでいる。


　そして何のアイデアも持っていない涼子はひとまず態度を保留し、演劇部の公演の稽けい古こに専念した。美雪のことを忘れたわけではない。芝居に集中することで一時でも忘れようとしたが、気が付くと美雪のことを考えていた。


　涼子も母親と死別しているが、その悲しみは理り不ふ尽じんな運命に対する怒いかりに転じ、今では闘とう志しの源みなもととなっている。もし仮に母親の死因が自分の責任だったとしたら──それを想像しただけで気持ちが萎なえ、考えが先に進まなくなる。自分が美雪の立場なら、きっと自分自身を許せないだろう。


　美雪が日記を残すことで罪を告白した真意は何なのか。


　求めているのは赦ゆるしか、それとも罰ばつなのか。


　次に美雪と対面する機会があったとして、その時に自分はどうすべきなのか──


　考えれば考えるほど、美雪のために出来ることが何もないと自覚して憂ゆう鬱うつになった。


　だからこそ、目の前にいるこの男が何を考えて、どんな答えを出したのか知りたいと思う。


「あんたさ……」


　問いかけようとした言葉は、不意打ちのキスで塞ふさがれた。拒きよ否ひする間もなく優やさしい力で抱だきすくめられ、唇くちびるを吸われる。


　静馬との二度目のキスはミントの味がした。


　最悪、タコヤキ味もしくはヤキソバ味もあり得るシチュエーションだったが、意外にも静馬はちゃんと歯を磨みがいてきていた。


　静馬は涼子の腰に腕うでを回し、身体からだを密着させた。あまりに近すぎて押おし退のけることもできず、涼子はされるがままに口づけを受け入れた。


　ほどなくして静馬は唇を離はなし、意外そうに囁ささやいた。


「……胸、カチカチやないか」


「そりゃあ……サラシ巻いてるから」


　涼子は立ち回りの邪じや魔まにならないように、胸にきつくサラシを巻いて固めていた。弾だん力りよくに欠ける感かん触しよくが不満らしい。


「すぐ出番か？」


「……まだ少しあるけど」


　涼子がそう答えるが早いか、静馬が頰ほおを寄せ、くすぐるように鼻先を触ふれ合わせる。


「ん──」


　最後の一センチの距きよ離りを詰つめたのは涼子の方からだった。


　自分から唇を許したことで、まるで堰せきを切ったように涼子の中で激情が溢あふれだした。


　静馬の背中に腕を回して抱きつき、夢中で互たがいの唇を舐ねぶり合う。頭の芯しんが熱く痺しびれ、身体の重さがなくなったような感覚があった。


　どれくらいそうして抱き合っていたのか──


　ノックの音がした。今度はドアの方からだ。


「涼子、用意はいい？　そろそろ開演よ」


　史織の声で涼子は現実に引き戻もどされた。静馬が手を放すと、涼子は飛び退いて背を向けた。


「あっ……す、すぐ出ます！」


　慌あわてすぎて声が裏返る。


「もしかして居い眠ねむりしてた？　あと一〇分あるから、まだ大だい丈じよう夫ぶよ」


「あ、あ、ありがとうございます」


「よろしくね～」


　涼子はまだ着き替がえも済ませていない。史織の部長らしい気き遣づかいが身に染しみた。


　振ふり返ると、静馬は再び窓から出て行こうとしていた。涼子は猛もうダッシュで駆かけ寄り、後ろ髪をつかまえて引っ張る。静馬は窓枠に手を掛かけ両足を外に出したまま仰あお向むけの状態になった。
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「これがホンマの後ろ髪引かれる思いやな」


「上う手まいこと言ってんじゃないわよ」


　涼子は部屋の外に聞こえないようにできるだけ小声で耳打ちする。


「時間ないんやろ？　続きはまた今度な」


「そうじゃなくて……美雪ちゃんのことで話があったんじゃないの!?」


「オレ、そんなこと言うたっけ？」


「あたしが聞きたいのよ！」


　涼子は自分が泣きそうな顔をしていることを自覚したが、それを恥はずかしいとは感じなかった。静馬になら見られて構わないと思えたからだ。


「どうするの？　あたしたちに出来ることなんてあるの？」


「……そやな」


　静馬はごく真ま面じ目めな顔になって、答えた。


「美雪ちゃんのアレはな、要するに──家出や」


「家出って!?」


「それのちょっと規模のデカいやつや」


　確かに美雪は家どころか地球から出しゆつ奔ぽんしている。しかしそれを家出と同じと言い切る静馬の感覚は信じがたい。


「美雪ちゃんのお母はんが亡なくなったホンマの理由は分からへん。でも魔ま法ほう使いっちゅうても何でもできるわけやない。現に、お母はんは生き返ってないからな」


「あ──」


　美雪が魔法使いになって姿を消したという事実に気を取られ、涼子はその可能性を考えたこともなかった。魔法が掛け値無しに万ばん能のうなら人々の記き憶おくではなく、過去に起きた事実の方を改かい竄ざんできるはずだ。


「レイハの魔法みたいに母親を幻げん影えいで再現して、周りの人間の記憶を変えるとか……」


「他ほかは騙だませても肝かん心じんの南雲にはバレるやろ。あいつに魔法は通用せえへん」


「ああ、そっか……」


「そやから別の手を考えたわけや。飛鈴フエイリン先生を誘ゆう拐かいしたんはたぶんすり替かわるつもりやったんやろな。それも失敗したみたいやし……今の状態は家出と同じや」


　静馬にしては一応筋は通っているが、美雪が現状ノープランで雲くも隠がくれしているとは納なつ得とくしがたい説だった。


「そんなの解釈の仕方ひとつじゃない。問題は──」


　問題はそんなことじゃない、と言おうとして涼子はその意味が一八〇度違ちがっていることに卒然と気付いた。問題はこの事件に魔法やソルバニアが関かかわっていることではなく、背後の動機そのものだった。母親を殺したという罪の意識からくる絶望が美雪を魔法使いにしたというが、その魔法を以もつてしても解決できないのであれば無意味ではないのか。


「どこまで逃にげたところで自分は自分や。魔法使えるようになったとしても大本の自分は変わられへん」


「じゃあ、どうすればいいの？」


「そらもう、人間が昔からやってきたようにやるしかないわな」


「それって……」


「人間っちゅうのはどう足あ搔がいたところでいつかは死ぬようにできてるよってな。どうやっても悲しいことは避さけられへん。放ほっといても死ぬ運命やのに、事故やら病気やら、犯罪やら戦争やらで早死にするわけや。それでも人間は生きていくもんやろ？　そういう力はどこからどうやって湧わいてくる？」


　活力の塊かたまりのような静馬が人の死について真面目に語るのを聞くのは奇き妙みような気分だった。人の世の不幸や悲劇とはおよそ無む縁えんの存在と勝手に思い込んでいたからだ。あるいはその通りで、美雪の一件があって初めて意識したのかもしれないが──静馬がすでにその答えを得ているのは確かだった。


「ちゅーことで、オレは人類の発明した一番古い魔法を使う。お前も気張れや」


　静馬は涼子の手から逃のがれて窓から身を躍おどらせた。


「……もう！」


　結局煙けむに巻かれたような気がして、涼子は不満を覚えた。


（不満──あたしが!?）


　涼子は自分が抱いだいている感情に驚おどろいた。


　美雪のことで十分な話ができなかったから不満なのではない。呼びもしないのに控ひかえ室に侵しん入にゆうしてきて、口説き文句のひとつもなくいきなり唇くちびるを奪うばっておきながら、時間だからとさっさと帰ろうとする静馬に腹が立ったのだ。


　ついさっきまでここで熱い抱ほう擁ようを交かわしていたことを思い出した涼子は、今さらながら猛もう烈れつな恥はずかしさに襲おそわれ、火ほ照てる顔を両手で覆おおって身み悶もだえた。しかも全然もの足りないとさえ思っている自分が信じられない。


（なんて破は廉れん恥ちな……!!）


　いったいいつから自分はこんなにガードが甘あまくなったのか。気を緩ゆるめればこちらの都合などお構いなしで迫せまってくる男だと分かっているはずなのに──ときめく胸の鼓こ動どうを抑おさえようと深呼吸した涼子は、胸の奥おくに凝こり固まっていた憂ゆう鬱うつが消えていることに気付いた。


　気力は充じゆう実じつし、頭は冴さえている。エンジンに火が入ったように全身にパワーが漲みなぎっていた。


　これが静馬の言う『人類最古の魔法』の効果なのかと思ったが、すぐに否定した。これは人類最古どころかもっと原始的なものだ。


（……安い！　安すぎるぞ御剣涼子あたし!!）


　ふと時計を見ると開演時刻まであと五分になっていた。大慌てで袴はかまを穿はき、オーバーニーソックスを足た袋びに履はき替かえる。鏡の前でポニーテールを高めに結び直し、舞ぶ台たい上で映はえるように『子連れ狼おおかみ』の萬よろず屋や錦きん之の介すけばりの目張りを入れれば、女用心棒・月つ隠ごもり無む明みよう之の介すけの出来上がりだ。今日は〈月の眼グラムサイト〉の発動による二重像酔よいを予防するため右目に鍔つばの眼帯を着ける。


　文字通り押おっ取り刀で舞台裏に駆けつけると、待ちかねた様子の伊福部が涼子に印いん籠ろうを突つき出した。黄こう門もん様の真ま似ねではなく、この日のために用意した魔法のアイテムである。以前試作したドロップは妄もう想そうが垂れ流しになる弊へい害がいが生じたため、安全性を高めつつ時代劇の小道具として違い和わ感かんのない形に改良した結果だった。


　涼子は受け取った印籠の蓋ふたを開けて、中に入っているラムネ菓が子しを一粒つぶ口に入れた。ストロベリー味のタブレットが舌の上で溶とける。これで半径およそ五〇メートルの範はん囲いが涼子の想像する時代劇空間と化す。効果は一粒一時間で、公演の途と中ちゆうで補給する必要があるため印籠を腰こしにぶら下げた。二刀を腰に差し、編み笠がさを被かぶる。


「チェックをお願いします」


　衣装に問題がないか史織に確かく認にんしてもらう。


「完かん璧ぺきよ。でも──」


　史織は涼子の顔をまじまじと見つめて、耳打ちした。


「何だか急に元気になったみたいだけど、集中力を高めるコツでもあるの？」


「それは……企き業ぎよう秘密でござる」


　涼子ははにかんだ顔を隠すために編み笠を目ま深ぶかに被った。


　開演のブザーが鳴る──





　　　　☆





　涼子が楽屋入りした頃ころ──大門高校の正門前に黒いリムジンが停車し、白いセーラー服姿の少女が降り立った。


　まるで墨すみを流したような艶つややかな黒くろ髪かみは腰まで届く超ちようストレートロング。


　抜ぬけるような色白の肌はだに、黒目がちでやや切れ長の目。日本人形を思わせる柔にゆう和わな美び貌ぼうの持ち主である。美少女というよりは美人、美人というよりは佳か人じんと呼ぶに相応ふさわしい。


　銀のラインの入った純白のセーラーに、膝ひざ下したまである繊せん細さいなプリーツのスカート。お嬢じよう様さま学校として有名な白はく鳳ほう女学院の制服である。


　待ちかまえていた大作が手を振ふり駆かけ寄る。


「ようこそいらっしゃいました。あずみさん」


「ごきげんよう、神かみ矢や君」


　霧きり林ばやしあずみはたおやかに微笑ほほえんだ。それにつられて頰ほおを緩ゆるめた大作の表情が怪け訝げんなものに変わる。あずみの隣となりにもう一人の女子生徒の姿を認めたからだ。


　同じ白鳳女学院の制服に身を包んでいるものの、あずみとは対照的な外見だった。


　クセの強そうな赤毛をアップにして綺き麗れいにおでこを出している。後頭部で髪をまとめてバレッタで留めた髪型はポニーテールに近いが、後ろに垂らした髪の束と揉もみ上げ部分に特とく徴ちようがあった。コイルスプリングか木工用ドリルを連想させる、見事な螺ら旋せんを描えがくクルクルカールの縦ロール──少女漫まん画がの世界から抜け出して来たような優ゆう雅がな髪型である。


（あの髪が武器にしか見えないのは何な故ぜだろう）


　大作は疑問に思ったが、答えは明白だった。


　過か剰じようにお嬢様を主張する髪型に相応しい端たん整せいな美貌の持ち主ではあるが、はっきりした眉まゆと人を威い圧あつするような鋭するどい眼まな差ざし、不ふ機き嫌げんそうに結ばれた口元にプライドの高さと強ごう情じような性格が如によ実じつに表れている。お嬢様なら猫ねこをかぶれば良さそうなものを、間ま違ちがえて別の肉にく食しよく獣じゆうをかぶっているとしか思えない。


「何しに来たんですか？　雛ひな乃のさん」


「いきなりご挨あい拶さつね。私が来ちゃ悪いわけ？」


　白鳳女学院二年生にして藤堂鷹王校長の次女──藤堂雛乃は逆に聞き返した。


「学園祭初日は招待客しか入れないんです。雛乃さんには招待状は送ってませんが……」


「私は校長の娘むすめよ!?　招待状なんか必要ないわ。それに、お姉さまに送っておきながら、この私に招待状を寄よ越こさないなんて、いったいどういうつもり？」


「校長が必要ないって言ってたんで」


「私に来られて困る理由でもあるのかしら？」


「いえ、それはむしろ親心かと……」


「私を除のけ者にしようとしても無む駄だなことよ。さっさと私とお姉さまを案内なさい」


　雛乃は大作を急せかして校内に踏ふみ込こんだ。二人のやりとりを見守っていたあずみもそれに続く。


「涼子さんの舞ぶ台たいは十一時開演でしたわね。時代劇と伺うかがいましたが」


「基本的には派手なチャンバラがメインですよ。シナリオはエンターテイメント性重視で殺た陣ての合間に芝しば居いが挟はさまってるようなもんですから、内容的にはあんまり高こう尚しようとは言えませんね。主役の涼子さんが引き立てばそれでいいといった具合で」


「冗じよう談だんじゃないわね」


　雛乃は鼻で笑った。


「よくもまあそんな低てい俗ぞくな三文芝居に恥はずかしげもなく出られたものね。お姉さまに見せられる代しろ物ものとはとても思えないわ。どうせ時代考証もデタラメに決まってるし」


「そう思うなら来なきゃいいのに……」


　観みる前から悪あつ口こう雑ぞう言ごんを吐はく雛乃に、大作はやれやれと肩かたをすくめた。


　校舎に入ったとたん、三人は学園祭の喧けん騒そうに包まれた。


　派手な飾かざり付けをした模も擬ぎ店てんや、着ぐるみを着てアトラクションの宣伝をしている生徒たちを、雛乃はまるで下げ賤せんの輩やからを見るような目で眺ながめる。驚おどろきつつも楽しげな様子のあずみは、中庭に並ぶ模擬店のひとつに興味を示した。


「美お味いしそうな匂においがしますね。あれは何のお店ですか？」


「クレープ屋ですね。食品関係の模擬店は南雲先生がスーパーバイザーに付いてますから味の方は保証しますよ」


　雛乃は眉まゆ根ねを寄せて信じられないという顔になった。


「まさか、こんな三流高校の生徒が作った得体の知れない食べ物を買い食いしようなんて……正気ですか!?」


「いけませんか？」


「お腹なかを壊こわします！」


「そんなに柔やわではありませんわ。おひとついただけます？」


「喜んで！」


　大作がクレープを注文してあずみに渡わたした。席のない屋台なので歩きながら食べることになるが、その姿は雛乃にとっては許し難がたい構図らしい。


「歩きながらだなんて、お姉さまの品格が問われますわ」


「美味しいですよ。雛乃さんもいかがです？」


「わ……私は結構です」


　新校舎の横を抜けてグラウンドを見渡せる場所に出ると、あずみと雛乃は目の前に現れた光景に圧あつ倒とうされた。校庭に巨きよ大だい潜せん水すい艦かんが乗り上げ、鑑首が頭上を覆おおっていたからだ。円えん錐すい状の艦首とその周辺から伸のびる鋭するどい三角形の胸むなビレのような水平舵だが怪かい獣じゆうを思わせる凶きよう悪あくなシルエットを形作っている。


「ななっ、なっ……何なのあれ!?」


「あれはアトラクション用のテントみたいなものです」


　大作は澄すまし顔でそう答えたが、内心では我ながら無理のある言い訳だと思った。


「本物に見えるけど」


「学園祭用に作ったハリボテです」


「潮の香かおりがするわ。まるでついさっき海から上がってきたばかりみたいに」


「気のせいですよ」


　ボトッ！


　艦首の辺りから何かが落ちてきて、地面で跳はねた。生きのいい小ぶりのマグロである。


「そこに転がってる魚は何？」


「模擬店の寿す司し屋やの食材です」


　あくまでシラを切り通す大作を、雛乃は据すわった目でにらんだ。


「大作君、あんたが噓うそをついてる時って何となく分かるのよね。目を合わせてるようで合わせてないから」


「そうですか？」


　大作は雛乃を見たが、その目の焦しよう点てんは雛乃の背はい後ご霊れいのいる辺りに合っていた。


「それよ、その顔！」


「じゃあ逆に僕から言わせてもらいますけど、雛乃さんも隠かくしてることがありますね？」


「何のこと？」


「その貧乏揺すりですよ」


　大作は雛乃の膝ひざのあたりを指さした。


「さっきから小刻みに膝を震ふるわせてますよね？」


「わ……私を苛いら立だたせることが多すぎるからよ」


「本当ですか？　もしかして身体からだの具合が悪いんじゃないですか？」


「そんなことは……ないわ」


「平気な顔を装よそおいつつも、実は一秒でも早くトイレに駆かけ込こみたい気分なんじゃないですか？」


「そんなわけないって言ってるでしょ!?」


　ゴロロロ……ギュロロロロロ……


　遠えん雷らいのような異音が聞こえたかと思うと、雛乃は下腹部を抱かかえてその場にしゃがみ込んだ。顔色がみるみる蒼そう白はくに変わっていく。


「つかぬことを伺いますが、もしかして猛もう烈れつな腹痛に襲おそわれていませんか？」


「じ、持病の癪しやくよ！」


　それはそれで弁解になっていない。


「雛乃さん。お体の具合がよくないのであれば一度戻もどられた方が……」


　あずみに背中をさすられ、雛乃は顔を上げた。その額には脂あぶら汗あせが浮ういている。


「お、お姉さま一人で行かせるわけには──」


「私がお家うちまでお送り致いたしますわ」


「……しょうがないなあ」


　大作はポケットから名札カードを取り出すと、『藤堂雛乃』と書き込み、クリップで雛乃の制服の胸に付けた。とたんに雛乃はケロリとした顔で立ち上がる。


「腹痛が治なおったでしょ？」


　雛乃は狐きつねにつままれたような顔で自分のお腹なかをまさぐった。


「ど……どういうこと!?」


「招待状をもらってないのに来たからですよ。現在この学校には不法侵しん入にゆう者しやに対するセキュリティシステムが働いているんです。我わが校の関係者に敵意を持った人物が敷しき地ち内に入ると猛烈な腹痛で身動きが取れなくなるという……」


「どういう仕組みよ!?」
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「それは企き業ぎよう秘密です」


　大作は立てた人差し指を口に当てて悪戯いたずらっぽく笑った。


「それじゃ講堂へ急ぎましょう。もうすぐ開演ですよ」


　大作は二人を促うながして歩きだした。





　　　　四





　星の少ない夜。


　空を渡わたる風。


　揺ゆれる木々の音。


　生なま温ぬるい大気に溶とける草の匂におい。


　虫の声。


　足元すらおぼつかない暗い山道を、二つの人ひと影かげが急いでいる。微かすかな星明かりに照らし出される二つの影は、旅装の男女のものだ。


　明かりも持たず、まるで何者かに追われているような慌あわてた足運びである。


　二人は山道の外れにある半ば朽くちた小さな社しや殿でんに目を留めた。


「千ち代よ殿どの、あれに見える社やしろに身を隠しましょう」


　男はそう提案すると、連れの女の手を引いて社殿に入り、観音開きの戸を閉め切った。


　ほどなくして十名近い男たちが現れた。黒くろ装しよう束ぞくに身を包み、腰こしには刀を帯びている。剽ひよう悍かんで統制の取れた動きから荒あら事ごとに慣れた者たちだと分かる。


　その中に一人だけ山やま伏ぶしのような格好した大おお柄がらな男がいた。一団の首領らしきその男は、配下に社殿を取り囲むように指示してから呼びかけた。


「そこに隠れていることは分かっている！　最も早はや逃にげ場はないぞ。三つ数える間に出て来い。そうすれば命だけは助けてやろう」


　首領は一方的に通告すると、声こわ高だかにゆっくりと数を数えた。


　三つまで数えたが、社殿から二人が出てくる気配はない。


「ふん……往おう生じよう際ぎわの悪いやつめ。おい、社に火をかけろ！」


　命じられた配下の者たちが社に近付いたその時、戸が勢いよく開いた。


「勝手に燃やされては困るな。こんなボロだが雨あめ露つゆをしのぐには十分役に立つ」


　先ほどの男のものとは違ちがう、凜りんとした声が響ひびく。


　叢むら雲くもが流れ、その合間から覗のぞいた月が、社殿から現れた侍さむらいの姿を照らした。


　家か紋もんのない上衣にくたびれた袴はかまという浪ろう人にん姿で、腰に二刀を手た挟ばさんでいる。編み笠がさを目ま深ぶかに被かぶり、取り囲む黒装束の男たちの圧力を意に介かいさぬ足取りで社殿の段を下りる。


　首領は目の前の浪人が自分の追っていた者たちとは違うことに気付いた。


「何者だ？　貴様」


「とんだご挨あい拶さつだな。出てこいと言ったのはそっちだろう。お前こそ何者だ!?」


　予想外の事態に首領は疑わしい様子で首をひねり、浪人に尋たずねる。


「その社にはお前一人か？　つい先ほど、男女二人が逃げ込んだはずだが」


「知らないな。知っていたとしても教えてやる気にはならんが」


「なに？」


「こちとら寝ね入いり端ばなを起こされて気が立ってるんだ。喧けん嘩かなら買ってやろうじゃねえか」


　浪人は左手で鯉こい口ぐちを切り、刀の柄つかに右手を添そえて腰を落とした。上体を大きく左に捻ひねった低い構え。まるで引き絞しぼられた弓のように今にも迸ほとばしらんとする力がみなぎっている。


　この浪人は居合いを使うらしい。


　いかに腕うでが立とうと十対一。容易に切り抜ぬけられる数ではない。しかし闘たたかえば追っ手の側も無傷では済まされないであろう研ぎ澄すまされた殺気があった。一人、あるいは二人は斬きられることになろう。浪人が二人を匿かくまっているならその犠ぎ牲せいもやむなしだが、まったくの見当違いだった場合、時間と人員の大いなる損失となる。


「どうした？　そちらの売った喧嘩だ。やるのかやらんのかさっさと決めろ。誰を追ってるのか知らんが、こうしている間にも相手は逃げて遠ざかっていくぞ」


　押おし包んで斬る構えを見せた手下の者たちを、首領は手を挙げて制した。


「待て。ここでおぬしと斬りあうつもりは毛頭ない。非礼は許せ。我らは先を急ぐ」


　首領は意外にも潔いさぎよく踵きびすを返して立ち去った。追っ手たちの気配が完全に消えてから、浪人はようやく構えを解き、背後の社殿の方に声をかけた。


「奴やつらは行ったようだ。もう出てきても構わんぞ」


　追われていた二人が恐おそる恐る外へ出てくる。辺りを見回し、どうやら追っ手から逃のがれたらしいと知って胸を撫なで下ろす。二人は浪人に深々と頭を下げた。


「危ないところをありがとうございました」


「大たい儀ぎない。物分かりのいい相手で助かった」


　不利を承知で半ばはったりを利きかせたことが窺うかがい知れる口ぶりである。


「お名前を教えていただけませんか。それとお顔も……」


「おお、そうだったな」


　浪人は編み笠を取って素す顔がおを見せた。


　浪人に身を窶やつしているとは思えない、目鼻立ちの整った涼すずしげな美形の若侍だった。総そう髪はつを後頭部で高く束ねて馬の尾おのごとく背中に垂らしている。その右目は鍔つばの眼帯で隠されている。


　助けられた男の方が前に出て、女を紹しよう介かいした。


「訳あって身分は明かせませぬが、こちらは我わが主あるじの千代様にございます。私は……」


「おぬしは──!?」


　男を見た浪人は驚おどろいて目を見開いた。


「私の顔に何か付いていますか？」


「い、いや……おぬし、名は？」


「柘つ植げ雪ゆき之の丞じようと申す」


「柘植……」


　浪人はまだ驚き覚めやらぬ顔で雪之丞をまじまじと凝ぎよう視しする。千代がためらいがちに話しかけた。


「あなたは命の恩人です。どうかお名前をお聞かせください」


「私の名か？　そうだな……」


　浪人は夜空を見上げた。流れる雲が月を隠かくし、辺りを再び暗くら闇やみに包む。


「つごもり……月隠無明之介とでも名乗っておきましょう」





　演劇部の学園祭公演『月げつ華かの用心棒～月つ隠ごもりの剣けん』のこれが序幕であった。


　暗転を挟んだ次の場面は一夜明けた翌朝。無明之介は江え戸どに向かうという二人に用心棒として同行することになった。


「何か腹に入れぬことにはな……空すきっ腹のままでは用心棒も務まらん」


「では街かい道どうに出て飯屋を探しますか。さいわいにも今は大門祭なる祭の最中と聞きます。出店も多いことでしょう」


「それは楽しみですね。参りましょう」


　追われているとは思えない呑のん気きな会話を交かわし、三人は客席を縦断する花道を歩く。するとその周辺が朝あさ靄もやに煙けむる街道の光景に変わった。


　三人はそのまま街道を通って講堂の外へ出て行く。ここからが今回の公演の目玉であるライブ劇場の始まりである。単に時代劇の衣装のまま外へ出たのではただのコスプレだが、魔ま法ほうによって周囲の建物や風ふう俗ぞくまで時代劇のそれに変わるため違い和わ感かんなく芝しば居いが続行される。いわば大門高校の敷しき地ち内すべてがオープンセットになったようなものだった。


　観客の生徒たちは大喜びで三人の後を追って講堂を出て行く。啞あ然ぜんとしている雛乃とあずみを大作が席から立たせた。


「僕らも追いかけましょう。ライブ劇場の醍だい醐ご味みは参加することにあるそうですからね」





　　　　☆





「いらっしゃいませ～」


　一年Ｃ組が営業する模も擬ぎ店てんに、ウエイトレスの女子生徒の元気な声が響ひびく。最初に入店してきた客は豪ごう勢せいなチャイナドレス姿の烈玲凰リー・レイフアンだった。


「あ、ええ～っと……こ、こちらの席にどうぞ～」


　いきなりの大物の来店にウエイトレスは舞まい上がり気味に席に案内する。


「連れがいるから四人掛がけのテーブル席にしてちょうだい」


　玲凰にくっついて入ってきたのは中学生くらいの少女二人だった。同じデザインながら白黒ツートンの反転したチャイナブラウスを着て、鏡に映したような左右対たい称しようの髪かみ型がたをしている。芍花シヤオフアと苺花メイフアの双ふた子ごの姉し妹まいである。


「キャ～～可愛かわいい～～！」


　ウエイトレスが着ているピンクロリータの制服を見た二人は大はしゃぎした。衣装は生徒自身がデザインしたものだが、魔法で差し替かえているだけで実際着ているのは普ふ通つうの制服である。ピンクチェックとフリルで彩いろどられたファンシーな内装も同じく幻げん像ぞうだった。


「メニューはこちらになっております」


　壁かべに貼はり出されたメニューは一見して何種類もあるように見えるが、辛からさと量のバリエーションがあるだけで『ソース焼きそば』の他ほかにはソフトドリンクのコーラしかない。メニューの左に行くに従って辛さの倍率が上がり、ＭＡＸは『悶もん絶ぜつ！超ちよう激辛二〇倍デスソース焼きそば（通称デス焼き）』となっている。


「この〈デス焼き〉を作れるだけお願い」


「作れるだけというと……一〇〇人前以上ありますけど」


「それで結構よ」


「一人で店を食い尽つくす気か！」


　カーテンで仕切られた厨ちゆう房ぼうからを顔を出して怒ど鳴なったのは慶一郎だった。


「お前一人のための店じゃないんだ。販はん売ばいペースというものを考えろ」


「客によってはそういう注文もあるということを覚かく悟ごしてもらわないとね」


「学園祭の模擬店のキャパシティを超こえる注文に応じる義務はない。冷やかしなら帰れ」


「じゃあ五人前でいいわ。紅ショウガをたっぷりお願いするわ」


「あ、あたしたちは普通の一人分でいいよ～」


　双子は分相応の注文をした。


　慶一郎は厨房に引っ込み、調理担当の生徒たちに指示を出す。香こうばしいを通り越こして嗅かいだだけでクシャミが出そうな刺し激げき的な香かおりが店内に充じゆう満まんした。ほどなくして辛さ二〇倍焼きそば五人前と、普通の焼きそば二人前がテーブルに供される。


　アルミの大皿にこんもりと盛られた〈デス焼き〉を玲凰は黙もく々もくと口に運び、汗あせひとつかかずに平らげた。容姿端たん麗れいなお嬢じよう様さま然とした外見を裏切る大食っぷりである。食べ方に下品なところがなく、また豪ごう快かいにがっついているわけでもないのにみるみる料理が減っていく様は別の意味で魔法じみていた。


　今週、慶一郎は模擬店の監かん督とくを任されて調理について指導したが、なぜか玲凰もそれに参加し、勝手に試食してはあれこれと注文をつけた。おかげで満まん漢かん全ぜん席せきからジャンクフードまで貴き賤せんを問わぬ博愛主義的美食家でなおかつ大食い女王であることはすでに全校に知れ渡わたっている。こと料理に関する玲凰のアドバイスは的確で、食材の調達にも便べん宜ぎを図はかったりと協力的なため邪じや険けんにするわけにもいかない。


「シェフを呼んでくださる？」


　ウエイトレスに呼ばれて慶一郎がやってくる。実際の調理に慶一郎は手を貸していないが指導の賜たま物もので味は及きゆう第だい点だったらしく、双子も綺き麗れいに皿を空けていた。


「美お味いしかった～！　日本風の炒麵チヤオミエン」


「量が物足りないけどね」


「模擬店というものは一品で満腹になるほどの量を出すものじゃない」


　五人前も食べるのは非常識だと言ったも同然だが、玲凰は気に留めた様子もなく別の話題を口にした。


「ところで、この間の話は考えてもらえた？　私の出資で店を出してあなたがオーナーシェフになること」


　たいした料理を食べさせた覚えもないのに、玲凰は慶一郎の料理の腕うでを高く評価していた。事業家としてビジネスチャンスと考えたのか、やけに熱心に勧すすめてくる。


「今はそんなことを考えている余よ裕ゆうはない。検討するにしても飛鈴フエイリンを取り戻もどしてからだ」


「そう……で、その救出作戦の方は？」


「順調に進行中だ。今のところはな」


　デス焼きの匂においにつられてか次々と客がやってきた。慶一郎は厨房の生徒に注意点をいくつか言い置くと、一年Ｃ組の教室を出る。模擬店の監督として他の店もチェックしなければならない。


「次はなぁに～？」


「甘あまいのがいいな～」


　双子が慶一郎の左右の腕にじゃれついてくる。


「どうしてついてくる？」


「もちろんケーチローに会いに来たんだし～」


「恩人には十倍返しだってばっちゃが言ってたもんね～」


「やれやれ……」


　確かに二人には借りがある。慶一郎は階段を上がり、二年Ｂ組に向かった。階段の周辺は普通の校舎だが、フロアは教室ごとにまったく雰ふん囲い気きの異なるスタイルに魔ま法ほうで外観をリフォームされ、二年Ｂ組はフレンチカフェ風の店構えになっている。店の前には人だかりができていた。


　中に入ると、エプロンドレスを着た女子が給仕をしていた。モノトーンで色いろ遣づかいこそシックだが、胸を強調するデザインでスカート丈たけも短いため実用性よりも可愛らしさを優先しているのは明らかだ。もっとも実体の服ではないのでたとえ十じゆう二に単ひとえだったとしても実用上の問題はない。


「ナグモ～！」


　慶一郎の姿を認めた先客が声をあげた。生徒でも教師でもなく、チビッコになったバラキレワ艦かん長ちようと護衛のクルーたちである。どうやら外の人だかりはタマちゃんを一目見ようと集まってきたファンらしい。


「……どうしてここに？」


「これがめにはいらぬか～！」


　バラキレワが手に持った厚紙をヒラヒラさせた。その表には『クイニーアマン二時間食べ放題チケット』とマジックで書かれている。アトラゴン抑よく留りゆうの代わりに村雨から渡わたされたものらしい。縁ふちが金色のテープで装そう飾しよくされているのが余計に安っぽく見える。


（安いにもほどがあるな……）


　破格の交こう換かん条件である。詐さ欺ぎ以外の何物でもない。


「さっきからず～っとまってるのにぜんぜんでてこないぞ！　どうなってんの!?」


「艦長、我々が着いてからまだ五分も経たってませんよ」


　副長が駄だ々だっ子と化しているバラキレワをなだめる。慶一郎は玲凰たちを席に座すわらせ、厨房を覗のぞいた。


「どうなってる？」


「今、オーブンで焼いてる最中です」


　クイニーアマンの生き地じは仕込みに時間と手間がかかる。焼きそばのように注文を受けてから作るというわけにはいかず、一度に作る数と焼き上がりの時間はあらかじめスケジュールを組んで決めていた。バラキレワが待たされているのは焼き上がる予定の時間より早く来すぎただけでこちらの落ち度ではない。これでも予定より一五分も前まえ倒だおししているのだ。


「先に紅茶でも出してやれ。時間稼かせぎになる」


　店長を任されている殿との村むら清さや花かがダージリン・ティーをポットに入れて全員に振ふる舞まった。双ふた子ごがタマちゃんに興味を持ち構いはじめる。


「きゃ～ん可愛かわいい～～！」


「お人形さんみたいだね～」


　二人はタマちゃんのフワフワの金きん髪ぱつを勝手に三つ編みにしたり、マシュマロのようなほっぺたを指先でツンツンしたりとやりたい放題である。


「むう～こどもあつかいするな～！　かんちょうだぞ～！　おまえらのさんばいはとしうえなんだぞ～あたしをうやまえ～」


　バラキレワは不服そうだが、可愛がるなという方がどだい無理な話である。護衛のクルーも二人を止めるどころか羨うらやましげに指をくわえて眺ながめているだけだった。


　やがてバターとカラメルの香こうばしい匂いが店中に充満した。とりわけ甘いもの好きでなくとも心を奪うばわれる香りだ。慶一郎は焼き上がったクイニーアマンをチェックした。高校の学園祭の模も擬ぎ店てんで出されるものとしては破格の品質だと確信する。


「お待たせしました～！」


　ウエイトレスがバスケットに盛ったクイニーアマンをバラキレワのテーブルに運んでくる。それを横から呼び止めたのは玲凰だった。


「そのクイニーアマンはこちらにいただこうかしら。それと、今焼き上がった分もすべてね」


「ええっ!?　それは……」


　ウエイトレスは困こん惑わくして立ち往おう生じようした。バラキレワとクルーたち全員が椅い子すから立ち上がり抗こう議ぎする。


「こっちがさきだぞ！　チケットもあるんだぞ！」


「艦長のおっしゃる通りだ！　貴様、何の権利があって……」


　玲凰がスッと席から立ち、全員を見下ろした。ハイヒールを履はいた玲凰は一九〇センチ近くあり、アトラゴンクルーの誰よりも長身で威い圧あつ感かんがあった。


「焼き上がりを真っ先に食べる権利は私が言い値で買い取ります。店長を呼びなさい！」


　呼び出された殿村は毅き然ぜんとした態度で玲凰に対応した。


「お客様、順番を守っていただかないと困ります」


「その順番を買いたいと言ってるのよ。いくらなら売る？」


「では一〇〇万円で」


「買ったわ」


　即そくＯＫされて殿村は面めん食くらった。法外な値段を吹ふっかけておけばさすがに考え直すだろうと高をくくっていたが、玲凰に対しては見積もりが甘かったらしい。


「小切手でいいかしら？」


「ええと、その……」


　困っている殿村を、厨ちゆう房ぼうから出てきた男子が腕うでをつかんで引き戻もどした。パーテションの向こうで言い争う声が聞こえてくる。


「断らなきゃいけないのに交こう渉しようしてどうする!?」


「だって一〇〇万円よ!?　普ふ通つうは諦あきらめると思うじゃない」


「相手は社長令れい嬢じよう……じゃなくて自分でも経営してるから社長だぞ！　ドラ○もんがひみつ道具の代わりに無む尽じん蔵ぞうに金持ってるようなもんだ」


「しかしいくら食い道楽でも、たかが洋よう菓が子しを独り占じめするために金に糸目をつけないとは……一度に量を食わないと満足できないのか？」


「待て。言い値って言ってたからさらに吹っかけてみたらどうだ？」


　再び姿を現した殿村は、玲凰に金額を提示した。


「三〇〇万では……」


「キリのいいところで五〇〇でいかが？」


「ごっ……」


　絶句した殿村はまたもや厨房に呼び戻される。


「いきなり五倍に跳はね上がったぞ!?　金銭感覚がどうかしてるとしか思えん！」


「私もう無理！　断りきれる自信がないわ」


「いっそ競せりにかけるというのは……」


「バカな！　タマちゃんに食べてもらうのがクイニーアマン屋の本分ということを忘れたか！」


「それは言い過ぎだろ」


「しかしタマちゃんの怒いかりに触ふれて艦かん砲ぽう射しや撃げきを受けてはたまらん」


「しかしどうする？　このままでは学園祭の模擬店としては伝説に残る売り上げになってしまう」


「南雲先生が連れてきた客なんですから先生が処理してくださいよ」


　わずかな沈ちん黙もくの後、生徒たちは驚おどろきの声をあげた。


「いいんですか、そんなので!?」


「無茶苦茶ですよ！」


「非常識な相手に常識的な対策が通用するものか。いいから行ってこい」


　三度、覚かく悟ごを決めた顔つきの殿村が厨房から出てきた。


「話は決まったかしら？」


「それが──」


　殿村が言い淀よどんでいるうちに、異変が起きた。


　フレンチカフェ風の内装が突とつ如じよとして漆しつ喰くいの壁かべと黒い柱と梁はりで構成された日本家屋に変わったのだ。板張りの床ゆかは土間に、丸みを帯びたデザインの洒落しやれた椅子とテーブルも角張った和風のものに変わる。フレンチメイドの制服も矢や絣がすりの着物に変へん貌ぼうし、入り口の看板の『クイニーアマン』は『喰丹亜饅』と書かれた暖の簾れんになった。どこをどう見ても完全なる蕎そ麦ば屋やである。


「──やってるかい？」


　その暖簾をくぐって入ってきたのは浪ろう人にん姿の涼子──月隠無明之介だった。無明之介に続いて柘植雪之丞と千代、そして薙刀なぎなたを携たずさえた女武者が店に入ってくる。朱しゆ色いろの具足を身につけた巴ともえ御ご前ぜんを彷ほう彿ふつさせるこの美び丈じよう夫ふは霧林あずみである。


　一行はここに来る途と中ちゆうで二度ほど敵の襲しゆう撃げきを受けていた。あずみはその折に無明之介と一度刃やいばを合わせた後に意気投合し、一行に加わることになったのだ。


「雛乃さん、こちらにいらしてはいかがです？」


　あずみが外に声をかけると、同じくライブ劇場に参加した雛乃が入ってくる。こちらはあずみと比べて不ふ貞て腐くされた顔をしているが、それには理由があった。


「あずみお姉さまはいいわ！　旅をしている体なのに完全武装だし、その鎧よろいも平へい安あん末期のデザインだけど、これ以上ないくらい似合ってるから。それに比べてどうして私は岡おかっ引きなのよ!?　理り屈くつに合わないでしょ!?」


　雛乃の不満ももっともだった。なぜなら岡っ引きは侍さむらいではなく町まち方かたの同心や与よ力りきに非公式に雇やとわれて働く手下にすぎないからだ。しかも絶望的に似合っていない。


　これはもちろん涼子の想像力の賜たま物ものである。雛乃は菱ひし沼ぬま流捕とり物もの術の遣つかい手である。涼子との野試合では仕込み十じつ手てで闘たたかったためその印象が焼き付いている。


「それは十手持ちだから……」


「だったらせめて同心でしょ!?　同心が旅の一行に加わるのも、それはそれでおかしな話になるけど……だいたいあなた、いくらいい加減な時代劇とはいえ時代考証がなっちゃいないのよ！　風ふう俗ぞく考証もところどころおかしいし！」


「細かいことを気にしているとハゲるでござるよ」


「ござるじゃねえわよ！　断固やり直しを要求するわ」


「そう言われても……」


　無明之介は顎あごの先を搔かいた。問題は雛乃の縦ロールである。この髪かみ型がたに合う時代劇のコスチュームがまったく想像できないのだ。


「とりあえず十手から離はなれて、私に似合う衣装を考えなさい」


「なるほど……」


　無明之介は雛乃の容姿をじっくり観察し、パチンと指を鳴らした。


　ぼんっ。


　小さな破は裂れつ音とともに白い煙けむりが立ちこめ、雛乃の姿を覆おおい隠かくす。煙が消えた時──そこに立っていたのはフランスの軍人だった。それもナポレオン時代のものらしい華か麗れいな装そう飾しよくを施ほどこした真まっ赤かな軍服で、腰こしにはサーベルを下げている。


「おおっ!?」


「男装の麗れい人じんあらわる！」


「宝たから塚づかだ！　時代劇が宝塚歌劇団の世界になったぞ!!」


「素す敵てき～！」


　ギャラリーの喝かつ采さいを浴びた雛乃は、しかし殺意みなぎる顔でサーベルを抜ぬき、切っ先を無明之介の鼻先に突つきつけた。


「ギロチンの露つゆと消えたいの!?」


「似合ってるでござるよ？　それに武人は武人だからあながち間ま違ちがってないし、怒おこられる筋合いはござらん」


「江え戸ど時代にフランス軍人が道すがら仲間になったりしないわよ！」


「そもそも江戸時代の髪型に縦ロールなんてなかったでござるよ。他ほかには芸者くらいしか思いつかなかったし」


「足抜けして追われてる遊女を助けて仲間に加えるとか、そういう展開なら自然じゃない？」


「その手があったか」


　無明之介は再び指を鳴らし、雛乃を豪ごう奢しやな着物を着た遊女に変身させた。髪には円い櫛くしと耳みみ搔かきのような形をした簪かんざしが二〇本近く挿さされている。


「こんな派手な格好のままで足抜けするかしら？　どう見ても花おい魁らんクラスよ、これ」


「芝しば居いだからそれくらいが丁度いいでござるよ」


「こんな長い裾すそを引きずって旅なんてできるわけがないわよ」


　雛乃は腰のところで着物をたくし上げて裾の丈たけを調整した。文句を言いつつも体てい裁さいを整えようとしているあたり、まんざらでもないらしい。


「それにしても……主要人物が飛び入りで増えるうえに肩かた書がきや設定は芝居の最中に相談して後付というのも、泥どろ縄なわを通り越こしていっそ斬ざん新しんだな」


　雪之丞のコメントもまた芝居の登場人物の枠わくからはみ出していた。


「ともあれ問題も解決したことだし、早いとこ『でざあと』をいただくとしよう」


「う、うむ」


　無明之介の雪之丞に対する態度はいまだぎこちなかった。雪乃丞がかつて知り合った柘植真しん之の介すけと瓜うり二つだったからである。それもそのはず、演じているのは獅し子し倉くら達たつ哉やだった。これは涼子に対するサプライズ以外の何物でもない。


　半年前の卒業公演で真之介が死んだのは達哉の転校のためだが、学園祭に合わせたとはいえわざわざ大おお阪さかから戻もどってきて役を替かわるとは手が込こんでいる。涼子としてはその辺の事情を問いただしたかったが、ライブ劇場の最中ということで無明之介としての芝居を続けていた。


「食丹亜饅と茶を貰もらおうか、主人」


　無明之介に呼ばれた殿村は自分が玲凰と交こう渉しよう中ちゆうであることを思い出した。


「申し訳ありません。こちらのお客様が、いま出来上がっている分をすべて買い占しめたいとおっしゃいまして……」


「なに!?　それはまた何とも大人げない。金にものをいわせて庶しよ民みんのささやかな楽しみを奪うばおうなど言語道断」


「そーだそーだー」


　バラキレワが無明之介の尻しり馬うまに乗って煽あおった。玲凰は恐おそれ気もなく、


「値段の交渉は適正に進めています。こちらは言い値で買うと言っているのだから不正な取引を強要しているわけではないし。それで、いくらなら譲ゆずってもらえる？」


「それなんですが……」


　殿村は言いにくそうに口を開いた。


「ここは大門高校ですので、そういった争いはＫファイトで決着をつけていただくことになりますがよろしいですか？」


　それを聞いたギャラリーの間に衝しよう撃げきが走る。


「クイニーアマンを先に食う権利をめぐってのＫファイトだと……!?」


「く、くだらねー！　こいつはＫファイト史上一、二を争うくだらなさだ!!」


「メンツは超ちよう豪ごう華かなのにな」


「それだけにこの一戦……間違いなく歴史に残る！」


　衆目が集まる中、Ｋファイトについては素人しろうとの玲凰とバラキレワは困こん惑わくの表情を浮うかべる。無明之介はここは自分が仕切るべきだと判断して手を挙げた。


「喧けん嘩か御ご免めんのＫファイトでは挑ちよう戦せんを受けた側に対戦競技の選せん択たく権けんが与あたえられるのだが……」


「じゃああたしがきめていいのね!?　ろしあんるーれっとでしょうぶよ～！」


　バラキレワが身長に合わせておよそ[image: ]に縮小されたモーゼル・ミリタリーを持ち出したのを見て、クルーが大おお慌あわてで取り押おさえた。副長が取り上げたモーゼルを頭上に掲かかげると、バラキレワは取り返そうと手を伸のばしてピョンピョン跳はねる。


「うわ～ん、かえせ～」


「ダメですよ艦かん長ちよう！　リボルバーじゃないから一人目から確実に死にます!!　リボルバーでももちろん許しませんけど」


　玲凰はお話にならないと肩をすくめる。無明之介はすかさず提案した。


「たかが菓か子しの取り合いに武器を取って争うまでもない。ここはひとつ、公平に『ジャンケン』で決めてはどうだ？　代表三人で争い、先に三勝した者の勝ちではいかがかな？」


　あまりに常識的な提案にギャラリーからは不満の声が上がったが、代だい替たい案あんのない二人は了りよう承しようした。無明之介は眼帯にしている鍔つばをずらして両りよう眼めを開ける。


「ではいざ勝負！　じゃーんけーん……ホイ！」











[image: ]








　初回、無明之介がチョキ、二人が共にパーで無明之介の勝ち。二回のあいこを挟はさんで四回目、無明之介はパーで他はグーを出し、二勝目をあげた。


「おおっ、早くもリーチだ！」


　公平と言いつつ無明之介はズルをしていた。〈月の眼グラムサイト〉により二人の出す手を一いつ瞬しゆん早く見抜き、それに合わせて手を変えているのである。以前澁しぶ澤さわ右う京きようが見せた芸の真ま似ねだが、こちらは瞬時の判断と反射神経を要する。


　とりたてて対戦を盛り上げることも考えず、無明之介は無難に三勝目をもぎ取った。


「ジャンケン無む双そうと呼ばれた拙せつ者しやに勝とうなど十年早いわ」


「あったかしら、そんな設定……」


　千代役の史織が小首を傾かしげる。無明之介は主人の殿村に言った。


「負けた二人とその連れにも食丹亜饅を振ふる舞まってやれ。私の奢おごりだ」


　それを聞いたバラキレワは小こ躍おどりして喜び、玲凰以外の客は安あん堵どの表情を浮かべた。殿村が揉もみ手しながら無明之介に近寄る。


「ありがとうございます。ところでお代の方は大だい丈じよう夫ぶですか？」


「お代……というと？」


「ジャンケンで争ったのは『食丹亜饅を買い占める権利』だけですから、勝った方にはもちろん買い占めた分の代金を支し払はらっていただきます」


「ほう……して、幾いくらだ？」


「食丹亜饅は一個三〇〇円、お買い上げは四〇個ですから──締しめて一万二〇〇〇円になります」


「なぬっ!?」


　無明之介は激しく納なつ得とくのいかない顔になった。勝ったのに何な故ぜ一万を超こえる代金を請せい求きゆうされるのか。巧こう妙みような詐さ欺ぎにあったとしか思えない。本来ありもしない『買い占める権利』が捏ねつ造ぞうされ、その価値が高こう騰とうしたために生じた奇き妙みような事態であった。当然ながら張本人は玲凰である。


「かくなる上は……」


　無明之介は雛乃に右手を広げて差し出した。


「何なの？　その手は」


「決まってるだろ。代金をよこせ」


「何で私が立て替かえなきゃならないのよ!?」


「この中で一番懐ふところがあったかそうだから」


「そんな持ち合わせ、あるわけないでしょう？」


「遊女なんだからその辺で花でも売って稼かせげばいいだろ」


「それが主人公の言い草か～！」


　いきり立つ雛乃の傍かたわらに小こ柄がらな黒子が擦すり寄り、何事かを耳打ちする。雛乃はその助言が気に入ったのか、すぐに怒いかりの矛ほこを納めてニッコリ不敵に微笑ほほえんだ。


「よろしくてよ。ここのお代は私が持って差し上げます」


「それは有り難がたいが……」


　どういう風の吹ふき回しか訝いぶかしむ顔の無明之介を他よ所そに、雛乃は殿村に告げた。


「お代は私の父上、藤堂鷹王に請求してちょうだい」


「毎度あり！」


　殿村はすっかり蕎そ麦ば屋やの女によう房ぼう役やくが板に付いた様子でお辞じ儀ぎする。


「芝しば居いに出てないリアルの親父おやじにツケを回すとは……」


「校長も災さい難なんだな」


「後々どこかの殿との様さまか地主の役で登場する伏ふく線せんなんだろ、きっと」


　ギャラリーは呆あきれつつもストーリーの整合性を考こう慮りよして好意的に解かい釈しやくした。かくして食丹亜饅は（結果的に）藤堂校長の大おお盤ばん振る舞いにより客全員に振る舞われることになった。


「これで良かったんですかね……ここは本来、先生が出ていって収めるべき場面では？」


　厨ちゆう房ぼうで一部始終を見守っていた慶一郎に生徒が尋たずねる。


「俺が出ていくと芝居の展開が余計にややこしくなるだろ」


　無明之介の時代劇結界の影えい響きようで外見が完全に武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいと化している慶一郎は冷静に答えた。





　　　　五





　食丹亜饅を堪たん能のうした一行は店を後にし、周囲を時代劇空間に塗ぬり変えながら旅を続けた。


「さて名物も食ったことだし、次の宿場へ行くとするか」


「次と言ってもどうせ目と鼻の先なんでしょ？」


　雛乃は芝居に参加しているくせにメタフィクションな発言をする。ある意味では斬ざん新しんといえた。どこへ行くにしても校内なので目と鼻の先であるのは確かだったが、今やレイハの魔ま法ほうによりすべてが過か剰じよう装そう飾しよくされた校内は混こん沌とんの様相を呈ていしていた。


　一行は校舎を出て文化系サークル棟とうのある一角に足を踏ふみ入れた。そのとたん、これまでとは異なる光景が目の前に現れた。西部開かい拓たく時代を思わせる建物が並ぶ、熱く乾かわいた風の吹ふきすさぶ埃ほこりっぽい大通り──どう見てもウエスタン村である。


「どこが時代劇よ!?　これもあなたの仕し業わざ？」


「いや……これは拙せつ者しやの想像したものではござらん」


　強い日差しを受けた地面から陽炎かげろうがたつ。錯さつ覚かくのはずなのにじっとりと汗あせばむほどの陽気だ。無明之介は建物の壁かべに張り出された賞金首の人相書きを見つけた。『WANTED』と書かれたそれには一行の似顔絵が描えがかれている。


「誰か来るぞ！」


　大通りの向こうから近づいてくる人ひと影かげがあった。黒いテンガロンハットにポンチョを羽織り、インディゴブルーのジーンズに拍はく車しや付きのブーツというガンマン風の出いで立ち。しかし馬には乗っておらず、肩かた越ごしにロープを持ち、背後に何かを引きずりながら歩いてくる。


　ガンマンは一〇メートルほど手前で足を止めると、ロープを手放した。引きずっていたのはどうやら棺かん桶おけのようである。


「ムミョーノスケ……おたくの首にかけられた賞金、このアタシがいただく！」


　ガンマンがポンチョを跳はね上げると同時に火花が閃ひらめき、銃じゆう声せいが轟とどろいた。二丁拳けん銃じゆうを同時に抜ぬき撃うったのだ。無明之介は身を翻ひるがえして横っ飛びに銃じゆう弾だんを躱かわす。


　ガンマンはさらに連射するが、無明之介は抜ばつ刀とうして銃弾を叩たたき落とした。ギャラリーの目にはファンタジックな演出と映っただろうがさにあらず、これも〈月の眼グラムサイト〉の未来予知がなせる技わざである。弾丸はＢＢ弾でも当たれば命中エフェクトが付き、当たりどころによっては致ち命めい傷しようとして演出されてストーリー上から退場する羽目になりかねない。ライブ劇場はシナリオよりもその場のノリ重視なのだ。


　ガンマンはいったん銃じゆう撃げきを止やめ、紫し煙えんを吐はく銃口でテンガロンハットの鍔つばを押おし上げた。


　クリッとした目とソバカスがチャームポイントの愛あい嬌きよう満点のファニーフェイスには見覚えがあった。元学園新しん撰せん組メンバーで飛び道具の達人・シンセンブルーこと鬼き頭とう林りん檎ごである。


「さて……何発撃ったかな？　生あい憎にくとアタシも数えてなかったけど」


　林檎の愛銃ピースメーカー（コルト・シングルアクション・アーミー）の装弾数は六発である。二丁で計一二発。七～八発は撃ったはずなので残弾は多くても五発だろう。


　互たがいの距きよ離りは八メートルほど。教室の端はしから端くらい離はなれている。林檎にとっては射程距離内だが、普ふ通つうに撃ってくる分には刀で弾はじくなり避よけるなりできる自信はあった。ただし無明之介の攻こう撃げきはもっと近寄らなければ相手に届かない。大通りの両側の建物は書き割りのセットにすぎず、建物の中に逃にげ込んで闘たたかうというわけにはいかなかった。


　クリント・イーストウッドなら服の下に鉄板でも仕込んでおくところだが無明之介にはそんな用意はない。同行者の援えん護ごに期待したいところだが飛び道具の持ち合わせがないらしく、攻撃を受けた直後に蜘く蛛もの子を散らすように退散して建物の陰かげに身を潜ひそめている。


　サクッ。


　上方から飛来した短い棒状のものが、無明之介と林檎のちょうど中間の地面に突つき立った。一いつ瞬しゆんだけ注意が逸それる。


（今──！）


　無明之介は飛ぶように走り、林檎が撃ってくる前に間合いを半分に詰つめた。


　銃声が響ひびく。


　その直前に無明之介は真横に飛んだ。地面で片手をついて一回転し、着地ざまに二本の手しゆ裏り剣けんを打つ。その手裏剣を追うように跳ちよう躍やくして一気に懐ふところに飛び込んだ。


　刀の切っ先を林檎の首筋にぴたりと付ける。林檎は銃を無明之介の胸むな元もとに突きつけていたが、引き金は引けなかった。二つの銃口は棒手裏剣で塞ふさがれていたからである。


「……アタシの負けね」


　林檎は銃を手放して素す直なおに降参した。


「お見事です」


　戦せん闘とう終しゆう了りようを確かく認にんしてあずみたちが物陰から出てくる。無明之介は勝利のきっかけを作った謎なぞの物体に近寄った。それは細い棒にセルロイド製の車輪型の羽根を取り付けたもの──つまり風かざ車ぐるまだった。それを何者かが矢のように投げ込んだのである。風車の棒にはお神み籤くじのような白い紙が結ばれていた。それを外して広げてみる。


『めりけん忍にん者じや参上！　お助け料一回五〇〇円より』


　達筆とはいえない、子供の手しゆ跡せきのような拙つたない毛筆書きでそう書かれてあった。


「…………」


　無明之介は見なかったことにして紙を丸めて袂たもとに仕し舞まった。風車は雛乃が余よ所そ見みしている隙すきに簪かんざしの一本として挿さしてやる。


「負けたから仲間になるわ。みんなの首に賞金をかけた奴やつの情報もあるしね」


　口ぶりからして林檎は最初からシナリオに従って配置されていたらしい。涼子は主役ではあるがシナリオのすべてを把は握あくしているわけではなく、大まかなストーリーラインを知らされているだけで、道中のエピソードについてはアドリブで対応することになっていた。


　林檎はこのウエスタン村を支配しているボスについて無明之介たちに教えた。仲間に加わった女ガンマンが棺桶を引きずったままなのを雛乃が見とがめる。


「その棺桶は何なの？　邪じや魔まっ気だから置いていきなさいよ」


「野や暮ぼなこと言わないの」


　どうやらガンマンのキャラクター付けに必要なアイテムらしい。無明之介はあらためてその棺桶を観察した。相当古いものらしく表面はボロボロで、墓の下から掘ほり返してきたように土がこびり付いている。〈月の眼グラムサイト〉はレイハの魔法による幻げん像ぞうと実物を見分けることができるが、この棺桶はベニヤ板で作った芯しんの表面に魔法でガワを被かぶせたものではなく完全な実体である。


「こんな物、どこから調達してきたんだ？」


「お化け屋や敷しきのセットの余りらしくて、その辺に捨ててあったから拾ってきたの。裏にコロが付いてるから引っ張っても重くないし」


「中身は？」


「ひ・み・つ」


　林檎が必要とする物といえば大方想像はつく。せっかくの伏ふく線せんをバラすこともあるまいとそれ以上は触ふれず、先へ進むことにした。いよいよ大所帯になってきた一行を客観的に眺ながめた雪之丞がふと漏もらした。


「いま思ったんだが……これってライブ劇場じゃなくてロールプレイング・ゲームなんじゃないのか？」


　雪之丞の言うものとは別のＲＰＧを連想した無明之介は自分の後ろに棺桶が行列をなしている図を想像して、縁えん起ぎでもないと頭かぶりを振ふった。


「ところで敵の情報というのは？」


「賞金を懸かけたのはこの上うえ州す単たん村を支配してる悪徳保安官なんだけど、そいつはあんたたちを追ってる連中と裏で手を組んでるって話」


「ありがちな展開ってやつね」


「そこは王道と言うべきでしょう。敵の勢力が三つも四つもあると収拾がつかなくなりますよ。もっとも、雛乃さんは『漁夫の利』という言葉が殊ことのほかお気に入りのようですが」


「いえいえお姉さま。『一いち網もう打だ尽じん』の方がより私の趣しゆ味みに合いましてよ」


　何が楽しいのか女武者と遊女は声を潜ひそめて笑いあう。お嬢じよう様さま学校ならではのノリなのかとも思ったがたぶん違ちがう。


「その悪徳保安官一味は？」


「この先の遊園地に出入りしてるわ」


「遊園地？」


　ウエスタン村の奥おくへ進むと、メリーゴーラウンドやジェットコースター等の様々なアトラクションを擁ようする大型遊園地が目の前に現れた。


「ここ……公立高校の敷しき地ち内よね？」


「学園祭の出し物にしては本格的過ぎますわね」


　呆あつ気けに取られているのは雛乃やあずみばかりではない。豊と島しま園えんクラスとはいかないがどう見積もっても大門高校の敷地に収まる規模ではなかった。無明之介は鉄てつ柵さくで仕切られた向こう側に見えている遊園地全体が幻まぼろしにすぎないことを見み抜ぬいた。立体的に見える書き割りのようなもので、それぞれのアトラクションの受付窓口だけが実体である。入った人間にバーチャルな体験をさせるものなのだろう。


「……おい、何か飛んでくるぞ？」


　雪之丞が空を指さした。見ると、二等辺三角形の飛行物体が上空を旋せん回かいし、高度を下げながら無明之介たちのいる方に接近してくる。


「紙飛行機……？」


　形だけを見れば確かにそれは紙飛行機だった。しかし近づくにつれてそのサイズは次し第だいに大きくなっていく。


　ブォン！


　風切り音とともに頭上すれすれを通過していく。全長およそ五メートル、全ぜん幅ぷく三メートルはあった。完全にグライダーである。


「何だ今のは!?」


「見ろ、戻もどってくるぞ!!」


　一度頭上を通過した巨きよ大だい紙飛行機は機首を戻して再び近づいてきた。今度は十分に速度を落とし、地面に胴どう体たい着陸する。紙飛行機は無人ではなく、アナクロなつなぎの飛行服を着込んだパイロットが乗っていた。パイロットは飛行機から降りると、ゴーグルを上げマフラーを下ろして顔を見せた。


　色白で細身、切れ長の一ひと重え瞼まぶたでクールな印象の少女である。林檎と同じく元学園新撰組のシンセングリーンこと織おり部べ志し帆ほであった。


「私の仮想遊園地バーチヤル・テーマパークへようこそ」


　志帆はテンションの低い棒読み台詞せりふで歓かん迎げいの意を表明した。雛乃とは新撰組のメンバーとしてＫファイトに参加して以来だが、旧交を温めるという雰ふん囲い気きではない。


「こちらのアトラクションでは厳密な物理演算によって完全にシミュレートされた仮想現実を体験していただけます。お勧すすめはこちら、私織部志帆がみずからプロデュースした紙飛行機シミュレーターです」


　志帆が紙飛行機の看板の出ている受付を指し示した。


「悪いけど志帆、私たち急いでるの。保安官一味を探してる最中だし遊んでる暇ひまはないわ」


「イカレた遊女のくせに何で仕切ろうとしてんの」


「なっ──」


　雛乃のこめかみのあたりがピクピクと痙けい攣れんした。しゃしゃり出てくるなと言わんばかりの志帆の口振りに、激しくカチンときたらしい。


「いい度胸ね志帆。どちらが上か、もう一度教えて差し上げてもよくってよ？」


「だったら尚なおのこと、紙飛行機で勝負すれば？」


「遊びに付き合う必要はないわ」


　雛乃は右手を前方に突つき出し、袖そでから分銅付きの組くみ紐ひもを飛ばした。志帆の身体からだを絡からめ取るはずの組紐は、しかし、身体を突き抜けて地面に落ちた。


「これは!?」


「フフフ……この私自身が虚きよ像ぞうだということにまだ気付かないようね。おマヌケさん」


　志帆の姿がテレビの走査線ノイズのように乱れて消える。雛乃は驚おどろいて辺りを見回した。


「どこへ消えたの!?」


「彼女は最初からマボロシだったでござるよ」


　無明之介はそう言って地面を指さす。志帆の乗ってきた巨大紙飛行機も消えている。無明之介は〈月の眼グラムサイト〉により現れた当初から志帆が幻げん像ぞうであることを知っていた。


「彼女はおそらく拙せつ者しやと同じく大規模な幻像を操あやつる権限を持っている。本人は別の場所にいて姿だけをここに映したのでござろう」


「で、その本人の居場所は!?」


「普ふ通つうに考えてそこじゃないか？」


　雪之丞が顎あごをしゃくって指し示したのはやはり紙飛行機シミュレーターのアトラクションだった。雛乃は受付に突とつ撃げきする勢いで駆かけ寄り、志帆を出せと窓口担当に詰つめ寄った。


「中にいるそうよ。一発ギャフンといわせてくれる！」


　雛乃は一人で勝手に盛り上がって中に入っていく。無明之介たちは顔を見み合あわせ、肩かたをすくめた後、無言で雛乃の後を追った。


　受付の横のドアから中に入ると、そこは普通のプレハブの一室だった。長机の上には様々な紙が置かれていて、大きな定規とペン、カッターやハサミ等も用意されている。パイプ椅い子すに腰こし掛かけた実物の志帆は、飛行帽ぼうはそのままだがつなぎではなく制服姿だった。


「やっと勝負する気になった？」


「表に出なさいよ、表に！」


「先にここで自分の飛行機を折ってからよ」


　志帆は紙の束を雛乃の目の前に置いた。


「勝負は同時に離り陸りくして最長飛行距きよ離りを競きそう。目標地点を設定し、どこまで近づけたかで勝敗を決める」


「結構。自分だけが紙飛行機名人だと思わないことね」


　雛乃は志帆の勧めたものとは別の紙を自分で選び、定規を使ってカナード付きのイカ型飛行機を折った。志帆が折ったのはオーソドックスな三角飛行機である。スピードよりも安定性を重視したらしい。


「完成したらこのカタパルトにセットするのよ」


　空母の甲かん板ぱんを模した二本のカタパルトに雛乃と志帆がそれぞれの紙飛行機をセットした。ゴムの弾だん力りよくを利用して矢のように発射する仕組みらしい。


「こんな狭せまい部屋の中で飛ばしてどうしようってわけ？」


「実際には飛ばさない。シミュレーターだから」


　志帆が指をパチンと鳴らすと、四方の壁かべが外に向かって吹ふき飛ぶようにして倒たおれた。


「うおっ──!?」


　雪之丞が思わず後ずさりし、青ざめた千代が腕うでに抱だきついた。眼下に遊園地の光景が広がっている。地上一階にあったはずの部室が遊園地全体を見み渡わたせる櫓やぐらか塔とうの上に移動していた。高さは三〇メートルはあるだろう。


　もうひとつの驚きは紙飛行機だった。カタパルトともども巨大化し、最初に志帆が乗って現れたものと同じサイズになっている。


「さ、乗って」


　志帆は当然のように紙飛行機に乗り込んだ。志帆の考えを理解した雛乃は頰ほおをひきつらせる。


「ま……まさか自分で折った紙飛行機をみずから操そう縦じゆうするなんてことは──」


「その通りだけど。何か問題が？」


「大ありよ！　こんなの落っこちたら死んじゃうでしょ!?」


「落ちても死なないわよ。だからシミュレーターだってさっきから言ってんじゃん。バカなの？　それとも怖おじ気付いてんの？」


「どちらもＮＯよ！」


　雛乃は半ばヤケクソになって紙飛行機に乗り込んだ。志帆は遥はるか前方に建っているエッフェル塔っぽい建物を指さした。


「あの塔が目標地点。あれにより近くまで飛んだ方の勝ち。ＯＫ？」


「いいからさっさとやんなさいよ！」


　雛乃の要よう請せいに応じて前方にスタート・ランプが現れ、そのひとつが点灯した。五つ並んだランプが順番に点灯するうちにカタパルトが持ち上がり、四五度の仰ぎよう角かくをとった。最後の青ランプが光ると同時に二機の紙飛行機が射出される。


（これは──!!）


　無明之介は目の前に展開する光景に度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


　観客にすぎない無明之介たちは本来であれば離陸した二機を見送ることしかできないはずだが、飛ひ翔しようする二機の様子を見たいと思ったアングルから観賞することができた。まるで追従するヘリで空くう撮さつしているような具合だ。


〈月の眼グラムサイト〉で捉とらえている現実には、雛乃と志帆はパイプ椅子に座すわっているだけだ。しかしシミュレーター上では二人は紙飛行機に乗って飛んでいて、同じ部屋にいる無明之介たちにもその様子が見えている。紙飛行機の挙動も空力を計算してリアルタイムに表示しているわけで、これはイリュージョンの魔ま法ほうによってコスチュームやセットを単純に視界に合成しているのとは違ちがい、ずっと高度で複雑な処理である。理系の頭脳を持ちレイハの魔法の仕組みを理解している志帆だからこそプロデュース可能なバーチャル・アトラクションだった。


　しかし紙飛行機に乗せられている雛乃は感心するどころではなかった。ぶっつけ本番でカタパルトから空中に放ほうり出された後で、この勝負の無茶さ加減に気付いたからだ。


「ひいいいいっ！」


　風防もなしで飛行機に乗り、体感で時速一〇〇キロメートルを優に超こえる速度で飛行すれば、同じ速度の向かい風を真正面から受けることになる。志帆が飛行帽を被かぶっている理由を理解した時にはもう遅おそかった。目を開けているのも困難な風の中、必死に飛行機にしがみついているしかない。


　四五度の仰角で射出された紙飛行機はカタパルトで得た推進力を使い切り、安定した水平飛行に移った。向かい風が弱まりようやく目を開けた雛乃は、まず下を見てその高さに驚おどろき、ついで周囲を見回して志帆機が見当たらないことを訝いぶかしんだ。


『雛乃さん。コースを外れていましてよ。右に戻もどさないと』


　あずみの助言がすぐ近くから聞こえた。確かに目標の塔は二時の方向に見える。


「右に戻すったって……」


　機体が左に寄るのは翼つばさがわずかによじれているせいらしい。しかし飛びながら直すわけにもいくまい。数秒悩なやんで、雛乃は自分が動けば重心を変えられると気付いた。


「んにゃろ！」


　引けている腰こしと膝ひざに活を入れ、身体からだを右に傾かたむける。イカ型飛行機は機首を右に向け、塔へ向かう進路に戻った。


　ほどなく右斜ななめ上三メートルほどの位置に志帆の機体が見えた。高度を維い持じしているが速度は雛乃機よりも遅い。速度を競う勝負ではないが、先行されているのが我が慢まんならない質たちの雛乃は前方寄りに重心を移動して加速した。速度は上がったが高度が下がり、志帆機と距離が開く。これはいけないと重心を戻すと今度は大きく高度が上がり、志帆の横に並んだ。どうやら加速したのが結果として良かったらしい。


「勝負はこれからよ！」


「気安く人の空路に寄せてくんじゃねー」


　志帆は隠かくし持っていた水みず鉄でつ砲ぽうを取り出し、雛乃に向けて発射した。拳けん銃じゆうサイズの水鉄砲だが紙飛行機との比率の違いによるものかバケツをぶちまけたほどの量の水が浴びせられる。当然紙飛行機は水みず濡ぬれ厳禁だ。


「ななな何てことを～！」


「フフフ……不様に墜おちるがいいわ」


　志帆が勝ち誇ほこったその直後、雛乃の機体がローリングした。バランスを失って墜つい落らくするかと思いきや、回転により降り掛かった水すい滴てきを吹き飛ばし、一回転で水平に戻して飛行を続けた。機体はほとんど濡れていない。


「なっ……何な故ぜ!?」


「こんなこともあろうかと、水をはじく紙で折っておいたのよ！」


　どうやらただ挑ちよう発はつに乗せられて無策で勝負に臨のぞんだわけではないらしい。しかし水を浴びて速度と高度が落ちている。











[image: ]








「よく耐たえたと褒ほめてあげる。けど、このままなら計算上私の勝ちは揺ゆるがないわ」


「だったらこちらから仕し掛かけるまでよ！」


　雛乃は機体を志帆の後ろにつけ、組くみ紐ひもを放った。向かい風の中、距きよ離りもあったが組紐は見事に志帆の首に巻き付いた。


「うぐっ……バ、バカな！」


　自分の方が空中で攻こう撃げきを受けるとは予想外だったのだろう。志帆は慌あわてて組紐を外そうとしたが、両手を使ったため機体が不安定になった。


「ほらほら、フラついてるわよ！　しっかり飛ばしなさい!!」


　雛乃は組紐を引いて志帆機を減速させ、その反動を利用して自分の機を加速させる。二機は高度差二メートルで並んだ。


　張力が緩ゆるんだ機を逃のがさず志帆は首から組紐を外す。志帆の機体はかなり速度を落としていた。基本的に速度で優まさる雛乃機が前に出てくる。


「させるか！」


　志帆は上体を思い切って前ぜん傾けいし、重心を前に移動させた。機首を下げた機体は加速しながら降下し──雛乃の機体に乗っかった。


「何しやがんのよ、このアマ～！」


　雛乃はお嬢じよう様さまの仮面をかなぐり捨てて罵ば声せいを浴びせるが、志帆は涼すずしい顔でさらに機首を下げて圧力をかけてくる。雛乃機を踏ふみ台にして飛距離をのばそうという魂こん胆たんだ。


　紙飛行機の胴どう体たい部分のＶの先で頭をゴツゴツ打ち付けられた雛乃は遂ついにブチ切れた。


「ええい、死なばもろとも！」


　圧力が弱まった一いつ瞬しゆんを逃さず、雛乃は再び身体からだを横に振ふって機体をローリングさせた。雛乃機は上からの圧力をかわして真横に並ぶ。再び組紐を飛ばして志帆の身体を捕とらえた。


「さあさ、どうやって料理して差し上げようかしらね!?」


「待て、そのまま引っ張るのはマズい……」


「うるさい！」


　雛乃は怒いかりにまかせて紐を引く。その結果──空中でぶつかった二機はもつれ合い、錐きり揉もみ状態になって墜落した。


　紙飛行機シミュレーターは唐とう突とつに終しゆう了りようした。


　四方の壁かべはすっかり元通りになり、プレハブの部室に戻っていた。カタパルトの上に置かれていた二機は床ゆかに落ちている。正面のＣＲＴモニターに結果が表示された。目標地点までの距離は──


［志帆：九九・八七ｍ］


［雛乃：九九・五六ｍ］


　わずか三一センチ差ながら雛乃の勝利である。


「お～ほほほっ、どう、見た!?　完全勝利よ！」


　偶ぐう然ぜんの僅きん差さで勝利を拾っておいてどうしてそこまでと言いたくなるほど雛乃は上じよう機き嫌げんだった。


「卑ひ怯きよう者もの同士の対戦は──やはりなかなかの泥どろ仕じ合あいにござったな」


「……ええ、本当に」


　およそエレガントとは言い難い内容にあずみも少々呆あきれ顔である。志帆はといえば悔くやしがる様子もなく、すでに雛乃に対する興味を失った顔で、


「保安官はモンスターハウスを根城にしてるわ。すぐそこだからさっさと行ってくれば？」


「何よその言い草は!?　土ど下げ座ざして非礼を詫わびるのが敗者のつとめってもんでしょ」


「必要ない。シナリオ通りだから」


　木で鼻をくくったような返事とはまさにこのことである。


「志帆は一いつ緒しよに来ないの？」


「三文芝しば居いにもコスプレにも興味ないし」


　林檎の誘さそいもあっさり断り、志帆は早く出ていけと言わんばかりに手をヒラヒラさせる。


「惜おしい……『幻げん之の介すけ世直し帖ちよう』の衣装を着せようと考えていたのに」


　無明之介は肩かたを落として志帆のブースを後にした。


「モンスターハウスって、要するにお化け屋や敷しきよね」


「さすがに十一月には季節外れだが……」


　そう言いかけて雪之丞は言葉を呑のみ込んだ。紙飛行機シミュレーターの向かいがそのモンスターハウスだったからだ。受付には書き割りで怪かい奇きな洋館の看板が出ており、その向こうには大きな天幕が見える。


「本当にすぐそこだったな」


「目と鼻の先にも程ほどがあるわよ！　ホント余計な手間を取らせてくれたわ。ほら、チャッチャとやっつけて黒幕の正体を暴あばくわよ！」


　志帆を下して意気揚あがる雛乃は一行を率いていく気満々である。


「何故この中で一番本筋に関かかわりの薄うすい彼女が先頭に立ってるのかと」


「血筋でござろう」


　校長の娘むすめという社会的立場ではなく遺伝的形質の話だと雪之丞は合点する。校長の娘という社会的立場による優位があるからではなく『あの』校長の娘だから仕方ないというわけだ。しかし今回のシナリオは相当にユルい構成になっていて、要所を無明之介が押おさえさえすれば、途と中ちゆうで雛乃が出しゃばろうとその場のノリで話が脇わき道みちに逸それようと一向に構わない。半年前の卒業記念公演ではシナリオの完成度は高いもののシリアスに寄りすぎて軽けい妙みようさに欠けたという反省から、主人公の無明之介にしてからがござる口調を連発するトボけたキャラクターになっている。テレビ時代劇の股また旅たびもののテイストを意識してのことだろう。


　雛乃を先頭に、一行はモンスターハウスへ乗り込んだ。一行の後ろに金魚のフンのごとくくっついている黒子の大作はふと足を止める。


『──皆みなさんお待ちかね～！』


　Ｋファイト専属アナウンサー・中なか村むら環たまきの声がスピーカーから聞こえてくる。最新情報を聞き逃のがすまいとしていた大作は、思わず頭ず巾きんの覆ふく面めんを持ち上げた。


「えっ……う、噓うそでしょ!?」


　大作は驚きよう愕がくに目を見開き、酸欠の鯉こいのように口をパクパクさせてつぶやいた。





　　　　六





　演劇部公演の序幕が終わった後、講堂では他のクラブの発表会等のいくつかの出し物が催もよおされ、昼休みにいったん休きゆう憩けい時間となった。小関遼りよう二じ率いるロックバンド・ダイモンオールスターズはその空き時間を利用して楽器を持ち込み音合わせと練習に励はげんでいた。公演は日が落ちてからの予定だが、静馬が今朝までかけて作曲した曲もあり、編曲の時間も必要なのだからスケジュール的には非常に厳しい。


「頭の入り方を三つか四つ考えたんだけど、どれがいい？」


　美沙緒がキーボードでイントロ部分を何パターンか弾ひいてみる。特とく徴ちよう的てきなリフから入るオーソドックスなもの、最初は抑おさえめで次し第だいに盛り上がるパターン、いきなりサビをぶつけて一気に最高潮に持っていくパターンと基本的なアレンジのバリエーションは多い。


「最初のやつやな。サビから入るパターンは他の曲でやったし」


「そのフレーズの頭んとこ、ギターソロとＣメロの間に挟はさんでもいいな」


　静馬と小関が意見を出し合い、トントン拍びよう子しに編曲が進む。あれこれと悩なやんでいる時間はないので即そく断だん即そつ決けつ。一通りできたらすぐに演奏してみる。物足りない部分が出てきたらアイデアを出し合い修正し、楽がく譜ふを修正してまた演奏する──その繰くり返しである。目的も期限もはっきりしていることもありメンバーの士気は高く、いいグルーヴが生まれつつあった。


「よ～し……ほんじゃま一丁、音合わせがてら一曲目から通しで演やってみるか」


　小関の指示で全員での練習を始めようとしたその時、講堂に入ってきた男たちがいた。三人組で、一人は大門高校のものではない詰つめ襟えりの制服を着た眼鏡めがねの高校生、二人は私服で、アフロヘアの男はライダー風のつなぎ、茶ちや髪ぱつロン毛の男は革かわジャンに革パンツのパンクロッカー風の出いで立ちである。優等生一人に不良二人という奇き妙みようなトリオである。


「やっと見つけたぜ、草くさ[image: ]なぎ！」


　アフロの男──ストリート・バイパーズのチーム・ワイルドアンセムのザキこと坂さか崎ざき英えい造ぞうが荒あら々あらしく声をあげた。優等生はペインキラーズの氷ひ室むろ那な智ち、茶髪はアースシェイカーズのハルこと仁に志し雅まさ春はるである。


　三人が舞ぶ台たいの前までやってきても、静馬は一いち瞥べつもくれずにギターに集中していた。一曲弾き終わるまで待っても見向きもしないので、じれたザキは床を踏ふみ鳴らした。雑音に眉まゆをひそめた静馬がようやく目を向ける。


「何やお前ら？」


「てめーと勝負しに来たに決まってんだろが！　招待状送っといて何やってんだ!?」


「見て分からんか」


「バンドの練習してることくらい見りゃ分かるさ」


「……楽器は？」


「何だと？」


「楽器は持ってきたかって訊きいとんねん」


「持ってきてねえよ！　持ってくるわけねえだろ!?　こっちはケンカしに来たんだからな」


「ケンカか──」


　静馬はギターの弦げんの調整をしながら、どこか遠い国の話でも聞くような目をした。


「オレは今そんな気分やない。帰れ」


『えええええ～～～!?』


　嘆たん息そくがハモる。三人が三人とも膝ひざから崩くずれ落ちんばかりに仰ぎよう天てんした。三度の飯よりケンカが好きな男が口にするとは到とう底てい信じがたい台詞せりふだった。那智がザキを押し退のけて静馬の前に出る。


「冗じよう談だんを言うな草[image: ]。我々はこの日のために〈神威カムイの拳けん〉の修しゆ行ぎようをしてきたんだぞ!?　すべてはお前と闘たたかって勝つためだ！」


「オレに勝つやと？　そんなしょーもないことに何を必死になっとんねん。人生にはもっと他ほかにやらなアカンことがなんぼでもあるやろが」


『お前が言うな!!』


　三人が口を揃そろえての総突つっ込こみである。息をするようにケンカをしてきた男に今さら諭さとされるいわれはない。しかし静馬の方はどこ吹ふく風で取り合おうとしない。


「何にしてもまだＫファイト……やのうて〈Ｋウォーズ〉は始まってへん。どういうスケジュールになっとんのかオレも知らんし……まあ、そん時になって気ぃ向いたら相手したるわい。それまで適当にどっかで遊んどれ」


　そう一方的に通告すると静馬はバンドの練習を再開した。想定外の事態に、三人はいったん講堂の隅すみに移動し、額を突き合わせて相談する。


「信じられんがどうやら本気らしいぞ。どうする？」


「奴やつのことだ。あんなことを言ってても、どうせ格かく闘とう大会が始まれば我が慢まんできずに参加するに決まってる。飛び入り乱入は草[image: ]の十お八は番こだからな」


「しかし大会は今日でいいのか？　学園祭は今日と明日の二日間あって、一いつ般ぱん公開日は明日だと聞いたぞ。普ふ通つうに考えれば明日が本番だろう」


「今日予選で明日決勝というスケジュールかもしれん」


「よし……那智、お前その辺のとこ調べといてくれ。俺はいったん帰る」


「あ、俺もそうするわ」


　那智は疑わしい目つきでザキとハルの顔を交こう互ごに見た。


「どうして僕に押しつけて帰るんだ？」


「自分のベース取りに行くんだよ。音楽勝負なら奴も受けて立つみたいだし」


「俺はサックスをな。お前も楽器持ってるなら取ってくりゃいい」


　言われて那智はハタと困った。学校の授業で触ふれたリコーダーとカスタネットを除き、およそ楽器に縁えんのない人生を送ってきたからだ。


「いや……僕はもっぱら聴きく方の専門だ」


「じゃあ後、頼たのんだぜ」


　講堂を出て二人を見送った後、那智は自分一人が大きく水をあけられたような気分になった。そもそも格闘にハマったのは静馬の存在があったからだが、静馬の背中を追いかけているうちに他にやるべきことをなおざりにしていたかもしれない。


『──皆みなさんお待ちかね～～！　大門祭特別企画、Ｋウォーズ・ナビチャンネルが始まるよ～!!』


　校内放送のスピーカーから潑はつ剌らつとした能天気な声が聞こえてくる。


『いつもは一部地域を除き音声のみでお送りしているこの放送ですが、今回はなんと！　みんなのアイドル、我わが校のマスコットである魔ま女じよっ子レイハちゃんのご厚意により全校リアルタイム画像付きで大々的に生放送しちゃいますよ～ハイ、ド～ン!!』


「うおっ!?」


　何もない空中にいきなりテレビ画面が開き、那智はたじろいで後ずさった。画面にはボーイッシュなショートカットに眼鏡の女子生徒がニュースキャスターよろしくデスクに座すわっている。


「アナウンサーは私、Ｋファイト実じつ況きようでお馴な染じみ放送部二年の中村環でお送りいたします……が！　今回、私の隣となりの席には見み飽あきたオッサンではなく、スーパーバイザー兼けん敏びん腕わんディレクター兼コメンテーターとしてこの方をお迎むかえしています!!」


　カメラが左にパンし、隣に座っている男を映した。


　目ま深ぶかに被かぶった白いソフト帽ぼうに白いスーツの上下、ブルーストライプのシャツに白ネクタイという出いで立ちの若い男である。肩かた幅はばは広いが瘦やせぎすで手足が長い。金きん縁ぶちで真ん丸レンズのサングラスをかけているため素す顔がおは分からないが、長身白はく皙せきの伊だ達て男おとこといった印象である。


『顔を出したところで御ご存ぞんじの方はほぼいないと思われますが、名前を聞けば思い当たる方もいるでしょう──こちらのお兄さんこそ、的中率一〇〇パーセントを誇ほこる奇き跡せきの占うらない師ビター・マーシュこと澁しぶ澤さわ右う京きようさんです！』


　その名を聞いて仰ぎよう天てんしたのは一部の女子生徒と、黒子として無明之介の芝しば居いに同行していた神矢大作だけである。


『それでは右京さん、よろしくお願いします』


『オーケー、ド～ンと任せな』


『ところでプロフィールに的中率一〇〇パーセントとありますが……これは本当ですか？』


『ああ。今日、これからここで起きることはすべてお見通しさ』


『では試ためしに何かひとつ占ってもらえますでしょうか？』


『よろしい……そうだな。あーあー、二年Ａ組出席番号三六番の女子に告ぐ！　今すぐ講堂の西一番出口に行ってやんな。彼かれ氏しが途と方ほうに暮れて立ってるから』


　占いと言うよりは迷まい子ごの案内と同じくただの連れん絡らく事じ項こうである。講堂の外に立っている那智は何が起きるのかと周囲を見回した。そのうちに放送を聞いた生徒たちが続々と集まってきて、あれよと言う間に人ひと垣がきに囲まれた。


「氷室く～ん！」


　人だかりを搔かき分けて現れたのは結ゆう城きひとみだった。急いで駆かけてきたのか頰ほおが上気している。この段になって那智は集まってきた生徒たちが、他の誰でもない自分に注視していることに気付いた。


「結城さん、君のクラスと出席番号は？　もしかして……」


「二年Ａ組の三六番よ」


　おお～っと周囲から歓かん声せいが上がった。


「本物よ！　本物のビター・マーシュ先生だわ!!」


「本人が来てるんだから占ってもらわなきゃ損よ！」


「私も、私も!!」


　女子生徒数名が先を争って駆けだしていく。それを見た他の生徒たちはよく理解しないまま後を追った。


『おっと、どうやら当たったようですが……これって占いですかね!?　別の超ちよう能のう力りよくのような気もしますが』


『ピンク地に白のドット』


『何がですか？』


『おたくが今穿はいてるパンツの柄がら』


『ＯＨ！』


　中村は米国風に声をあげて椅い子すから腰こしを浮うかせた。


『さては見ましたね!?　それはエッチですよ！　痴ち漢かんですよ！』


『ちなみに昨日はブルーのドットだった』


『ＮＯ～!!　プライバシーの侵しん害がいです！　それにそれは占いじゃなくて透とう視し能力とかテレパシーで説明できますから証しよう拠こにはなりませんよ！』


　超能力は信じるのに占いには懐かい疑ぎ的な中村の発言もよく分からない。


『何を占ったら信じるんだ？』


『そうですね、ええと……』


『無くしたと思ってるお気に入りのキ○ィちゃんのハンカチなら夏服のスカートのポケットに入ってるぞ』


『人の心を読むのは反則じゃないですか！　しかも今すぐ確かく認にんできないし』


『難なん儀ぎな子だなー』


『普ふ通つうに未来を占ってください』


『一九九九年の七月になっても人類は滅ほろびないっつってもその時にならないと分からんしな』


『では今日明日とこの学園祭で行われるＫファイトについて何か』


『言っていいのか？　ネタバレになるからつまんなくなるぞ』


『えーと……やっぱりいいです』


　少し興奮しすぎた中村はミネラルウォーターを飲んで気を落ち着けた。


『じゃあとりあえず的中率一〇〇パーセントってことでいいとして……ひとつお伺うかがいしますが、過去も未来も分からないことは何もないんですか？』


『過去のことは知りたいと思えば何でも。未来については現在の時点で確定してることだけだ』


『未来が予知できれば競馬も当て放題じゃないですか？』


『まあね』


『推理小説なんて読む前から犯人が分かっちゃうとか？』


『その手のはたいがい楽しめないな』


『知りたくなければ占わなければいいのに……それとも自動的なんですか？』


『そんなようなもんだ』


『それはかえって不便ですねえ。事前に結果が分かってしまうと、ほとんどの娯ご楽らくがつまんなくなりそうですが』


『中には例外もなくはない』


『ほう、それは？』


『古典落語』


『落語って……ああ！　なるほど。あれはストーリーがバレてるの前提ですからね!!　演者の芸で魅みせるという……』


『名人芸ってのは結果が分かってたとしても面おも白しろい。逆に素人しろうとがそれと知らずに起こす奇き跡せきってのもまた乙おつなもんだ。そういう類たぐいの事こと柄がらってのは世の中には少ないが確実にある……ってことで、俺がここにいる意味がある』


『そうそう、それですよ！　何をしに来たのか教えていただかないと。スーパーバイザー兼ディレクター兼コメンテーターというのは!?』


『これから始まる〈Ｋウォーズ〉では校内のあちこちでバトルロイヤルが繰くり広げられる。Ｋファイト実行委員会の手を尽つくしたところでそれを全部フォローするのは無理だ。そこで俺が直々にナビゲートしてやろうって寸法よ』


『つまり見所を紹しよう介かいしてくれるということですか？』


『それも解説付きでな。出血大サービスだ』


『太っ腹ですね！　ではさっそく最初の注目カードについての耳寄り情報をひとつ』


『よろしい。場所は文化系サークル棟とうのモンスターハウスだ。そこで〈Ｋウォーズ〉最初の闘たたかいが始まる』





「──ええっ!?」


　大作は右京の言葉に慄りつ然ぜんとした。芝しば居いの上での殺た陣てなら不思議ではないが〈Ｋウォーズ〉の緒しよ戦せんだとはっきり言っている。そして右京の言うことは掛かけ値なしに事実だった。


　大作が空中に現れた画面の前に釘くぎ付づけになっている間に、一行はモンスターハウスに入ってしまっていた。一行の仲間ではなくあくまで黒子なので気にもされず置いてきぼりにされたのだ。右京の弟で子しのような立場の大作としてはすぐにでもＫファイト実行委員会本部へ行って右京に真相を問い質ただしたいところだったが、無明之介たちを放ほうっておくわけにもいかない。


　ともかく中に入ろうとしたその時、頭上の空に怪あやしい暗雲が現れ、無音の稲いな光びかりが走った。その雷らい雲うんを突つき抜ぬけて青黒く光る水すい晶しようの柱のような物体が落下し、モンスターハウスの天幕を貫かん通つうした。


「ま……まさか、あれは──」





　　　　☆





　モンスターハウスに乗り込んだ一行は暗い通路を進み、開けた場所に出た。周囲を高い石の壁かべで囲まれた四角い広場で、テニスコート二面ほどの広さがある。床ゆかは白黒の石せき板ばんが交こう互ごに敷しき詰つめられ、チェスの盤ばん面めんを思わせる市いち松まつ模様になっている。一枚の石板の大きさはおよそ半はん畳じよう、人間一人が上に立つのにちょうどいいサイズだ。


「モンスターハウスというからてっきりお化け屋や敷しきだと思ったけど、なんだか様子が違ちがうわね」


　がらんとした広場を訝いぶかしげに眺ながめて雛乃がつぶやく。


　無明之介は自分たちが出てきたのとは反対側の壁を見た。こちら側と同じような両開きの鉄の扉とびらがあり、それがゆっくりと左右に開いた。そのとたんに生なま臭ぐさい風が広場に流れ込んできて鼻をつく。あずみがわずかに顔を曇くもらせ、雛乃は露ろ骨こつにいやな顔をして鼻をつまんだ。何の臭においかと問うよりも先に正体が知れた。開いた扉からゾンビが群れをなして現れたからである。


「うおっ!?」


　一人しかいない男のくせに雪之丞が呻うめいてたじろぎ、千代がその袖そでをつかんだ。メイクにしては少々生々しすぎたからだ。


「ワーオ！　ゾンビよ、ゾンビ!!」


　林檎はどこか嬉うれしそうにはしゃいでいる。


「ゾンビと呼ぶにはちと肉が少ないようでござるな」


　無明之介は冷静に観察して指し摘てきした。ゾンビというと生ける死者のことだが、現れたゾンビたちは肉がほとんど腐くさり落ちて骸がい骨こつになっていた。しかも錆さびた曲刀や粗そ末まつな盾たてで武装している。半生の骸骨兵スケルトン・ウォーリアーといったところか。


　骸骨兵は左右に広がり、石畳の升ます目めに従って整然と隊列を組んだ。石板を数えてみると将しよう棋ぎ盤ばんと同じく九×九のマスになっている。


「お化け屋敷らしいといえばらしいけど、気持ち悪いだけで怖こわくはないわね」


　雛乃は前に出ようとしたが、見えない壁に阻はばまれて進めなかった。左右にも後ろにも壁があって自由に動き回れない。どうやら立っている石板の外に出られないようになっているらしい。他の五人も同様だった。


「ようこそおいでくださいました」


　背後の高いところから声が聞こえた。振ふり向いて仰あおぎ見ると、石の壁の上に見覚えのある人物が立っている。元新撰組のシンセンピンクこと一年生の柿かきの木き多た詠え子こである。カルタ名人の多詠子は和服ではなく、ファンタジーの神官のような格好をしている。


「お久しぶりです。雛乃さんもお元気そうですね」


「多詠子!?　これはどういうこと？　降りてきて説明なさい！」


「ここは私たちＫＧＢ──カードゲーム部のアトラクションです。私たちの部ではこのところファンタジーを題材にした対戦カードゲームが流行していまして、この学園祭ではそれを等身大で再現してプレイしてみようということになりまして」


「カルタ名人のくせに西洋風丸出しのスタイルとはどういうつもり!?」


「私も年がら年中カルタばかりしているわけではありませんし、なにしろうちの部は古今東西のカードゲームを嗜たしなむものですから、私も近ちか頃ごろはこのゲームばかり遊んでいまして……」


「日本の伝統文化を継けい承しようする役目を何だと心得ているの。嘆なげかわしい」


「縦ロールの遊女に言われても説得力に欠けるでござるよ」


　無明之介が茶々を入れると雛乃はにらんだが、石畳から出られないので突っかかってこれない。


「して、多詠子殿どの、これはいかなる趣しゆ向こうかな？　まあ大方のところは察しがついているが……」


「はい、皆みなさんには盤上の駒こまというか、カードによって召しよう喚かんされるクリーチャーの役目をしていただきます。将棋やチェスと同じようなものと考えていただいて構いません。駒を動かすのは私ですが、闘うのは皆さん自身です。敵のキングとクイーンを倒たおせば勝利となります」


「待ちなさいよ！　どうして私たちがあんたのお遊びにつき合わされなきゃなんないわけ!?」


　雛乃の抗こう議ぎはまったくもって正論だった。


「敵方のプレイヤーは悪徳保安官ですから。倒せば黒幕の情報が手に入りますよ」


　多詠子は事も無げに答える。敵の陣じん地ちを見ると、白いテンガロンハットを被かぶり、チョッキの胸にバッジを付けた保安官らしき肥えた髭ひげ面づらの男がふんぞり返っていた。よく見れば剣けん道どう部顧こ問もんの髭達だる磨まこと弥や永なが源げん太た郎ろう教諭である。つまりこれもライブ劇場のシナリオの内ということだ。


「もはや時代劇の要素がひとかけらもないな」


「ここのエピソードは伊福部君は書いてないわね。完全に丸投げよ」


　雪之丞と千代は小声でささやき合う。林檎の登場したあたりからとうに感づいていたことである。


「三年生のお二人にはキングとクイーンをやっていただきます。芝居の上でも主要人物ですからね。ちなみに敵側の陣地である後ろ三列にいる駒はこちらからは見えません。またキングとクイーンは陣地内から動けません」


「するとこっちには四人しかないじゃない。不利にもほどがあるわよ」


「こちらの駒は一騎き当千ですから少ないのは当然ですし、私は支し援えんカードや魔ま力りよく付ふ与よの能力を持っているのでそう不利ではありません。でも四人は少ないのでもう一人盤上に出します」


　多詠子は手元にあるカードデッキから一枚を抜き、それをタクトの先でちょんと叩たたいて放ほうり投げた。カードは石の升に落ちると高さ二メートルほどに巨きよ大だい化かし、カードに描えがかれたクリーチャーが実体化した。なかなか立派な体格をした戦士である。ローマの剣けん闘とう士しを思わせるブーツと手てつ甲こうを装備しているが、着ている服はイエローのバニースーツで、顔はウサギの耳の付いたマスクで隠かくされている。ハイレグカットで網あみタイツに包まれた太ふと股ももは普ふ通つうならセクシーに見えるところだが、筋肉の盛り上がり方が凄すごすぎてそれどころではない。こんな筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのバニーガールがいるだろうか。


「……もしや鳥とり居い殿どのではござらんか？」


　無明之介はその戦士が元新撰組のシンセンイエローこと鳥居亜あ矢やだと見抜いた。しかし戦士は首を振り、


「いいや、私は謎なぞの覆ふく面めんファイター・ストリングバニーとでも呼んでもらおう」


（どうしてそんな面めん倒どうくさい設定を!?）


　行く先々に元新撰組隊士が現れるのは伊福部のオーダーなのかもしれないが、この期ごに及およんでどうして普通に登場できないのかと内心嘆たん息そくする。しかも亜矢はアマレス部所属である。覆面レスラーだとプロレスの世界ではないのか。


（ああそうか……祭りだからな。羽目も外すか）


　それにしても何な故ぜバニーなのかと気になったが、実際のところは単に亜矢のクラスの模も擬ぎ店てんがバニーガール喫きつ茶さで、その制服のまま出てきたからにすぎない。


　多詠子側の陣形は中央の前衛が亜矢。右う翼よくが前衛あずみ、後衛雛乃。左翼の前衛が無明之介、後衛が林檎である。


　ローブを着た審しん判ぱんが現れ、法ほ螺ら貝がいを吹ふき鳴らす。


「それでは対戦を開始する。ダイスの目により先せん攻こうを決めよ」


　多詠子と保安官がそれぞれひと抱かかえもある十面ダイスを盤上に投げ入れた。多詠子の出目は二、敵方は七。無明之介たちの後攻めに決まった。


「バシッと一〇を出しなさいよ、だらしない」


「雛乃さん、このダイスの目は〇から九までですよ」


　保安官役の弥永は側近のカウガール（おそらくカードゲーム部員）の助言を受けて骸骨兵を動かし、こちらの陣地に攻せめ寄せる。一度に四体の骸骨兵が動いたのを見て雛乃は抗議した。


「いいの、あれ？」


「このゲームには行動コストという概がい念ねんがあって、一ターンに使える総コスト五以内であれば複数の駒を動かしていいんです。骸がい骨こつ兵へいはコスト一ですから最高で五体まで動かせます。こちらの駒はコスト二ですから一度に二人までしか動かせません」


「手数の差が大きすぎない!?」


「支援カードと魔法スキルの使用にもコストがかかりますから、骸骨兵を動かすだけでコストを使いきるのは得策ではありません。まあ見ていてください」


　多詠子は手元の盤ばん上じようの駒を動かして、亜矢を攻め込んできた骸骨兵の迎げい撃げきに当たらせた。一コマずつしか進めない骸骨兵と違ちがい、多詠子軍の駒は縦横無む尽じんに動けるため先に仕し掛かけることができる。


「エンカウント──戦せん闘とう開始！」


　駒同士が対面すると審判が宣せん誓せいする。


「魔力付与を使用して武器に魔法をかけます」


「オーケー」


　亜矢は両手を胸の前で組み合わせ、指を絡からませて手首を揉もみほぐすように動かした。両手を正面に突つき出して広げると、十指の間に太い麻あさ糸いとがピンと張り渡わたされ、複雑な図形を描いていた。


「──エンチャント・マテリアライズ!!」


　多詠子がタクトを振ふるうと、あやとりの糸が一いつ瞬しゆんにして実物のハシゴに変化した。亜矢はそれを放ほうり投げて中央にいる二体の骸骨兵の頭からすっぽりと被かぶせ、捕とらえて身動きを取れなくする。


「これで二ターンの間、敵の骸骨兵の行動を縛しばります。ダメージはありませんが敵の中央突とつ破ぱを防げます」


「なるほど……」


　横向きのハシゴは五マス分のサイズがあり、バリケード代わりになっていた。敵が数にものを言わせて押おし寄せるのに対し、こちらは戦略的に対応していくという構図らしい。敵はバリケードを避さけて両翼から兵を送り込むことになり、こちらは一度に多数を相手にする危険を避けられるというわけだ。


　次のターン。敵は魔法でゾンビ馬を二頭召しよう喚かんし、骸骨兵を乗せて騎き馬ばユニットに変化させた。残りコスト一を使って右翼の騎馬をこちらの陣に突入させてくる。


「迎撃します。霧林さん、お願いします」


「承知致いたしました」


　あずみは薙刀なぎなたの鞘さやを払はらった。


　骸骨騎兵が馬に装備されたランスを構えて突きかかってくる。あずみは足を踏ふみ変え、身を翻ひるがえして寸前でランスの穂ほ先さきをかわすと、すれ違いざまに薙刀を一いつ閃せんした。舞まうが如ごとき優ゆう雅がな身ごなしだ。


　ザシュッ！


　斬きり落とされた右みぎ腕うでごとランスが地面に突き立った。馬上の骸骨兵の骨格が積み木を崩くずすようにバラバラに分解し、砕くだけ散って消しよう滅めつした。


「お見事！」


　雛乃が賛辞を送る。ターンが移り、多詠子は林檎に指示を出す。


「敵の騎馬を狙ねらい撃うちにしましょう」


「アイ、アイ！」


　林檎は二丁拳けん銃じゆうを乱射する。全ぜん弾だん命中したように見えたものの、骸骨兵の身体からだは隙すき間まだらけで、ダイスの判定の結果ほとんどの弾丸が素す通どおりしてしまい与あたえたダメージは微び々びたるものだった。


「御み剣つるぎさん……」


「拙せつ者しやの名は月隠無明之介にござる」


「では無明之介さん、この武器を使ってください」


　多詠子が支し援えんカードを一枚使って武器を召喚した。長大な刀身を持った大振りの野の太だ刀ち──斬ざん馬ば刀とうである。本物であれば無明之介の膂りよ力りよくでは持ち上げるのも難なん儀ぎな重量の武器だが、普通の木刀よりもむしろ軽い。それもそのはず、芝居用の模も擬ぎ刀とうに斬馬刀の外見を被かぶせているだけだからだ。


　無明之介は二コマ分前に進み、骸骨騎兵に斬りつけた。


「──っせい！」


　斬馬刀を真っ向から振り下ろし、ゾンビ馬もろとも骸骨兵を一刀両断に斬って捨てる。端はたから見れば恐おそるべき切れ味だが、所しよ詮せん幻げん影えいを斬っただけなので手て応ごたえがない。その点が不満なのはあずみも同様だろう。


　次のターン、敵は骸骨兵を前に進めるがこちらのコマと接せつ触しよくするところまでは進めない。ターンが移ると亜矢の作ったハシゴの効果が消えた。


「そろそろこちらから仕掛けましょうか」


　多詠子の指示で亜矢が再びあやとりを作る。今度はあやとりの基本の形である『川』だ。多詠子が実体化の魔ま法ほうをかけると、盤面の中央を横切る急流が出現し、骸骨兵六体を呑のみ込んで一いつ掃そうした。川が消えてできた空くう隙げきに両翼の無明之介とあずみが切り込み、敵本ほん陣じんに肉にく薄はくする。林檎と雛乃が前衛の位置に上がり、二人を援護する陣形だ。


　多詠子はこのゲームに慣れているらしくなかなかの軍師ぶりである。しかし無明之介としては早めに終わらせたい気分だった。芝しば居いの段取りとしてはあまり面おも白しろいものとは思えないからだ。


　敵の三ターン目。クリーチャーカードを使用して魔物の召喚を宣言すると、敵陣に黒い稲いな妻ずまが落ちた。出現したのは爬は虫ちゆう類るいの頭部を持つ怪かい人じん──所謂いわゆるリザードマンだろうか。しかし直立するトカゲの怪物と呼ぶには風格がありすぎる。


　まず面つら構がまえが精せい悍かんだった。頭部は角つの竜りゆうに似てオウムのような嘴くちばしを持ち、鼻先に一本の太く短い角、後頭部には襟えり巻まき状の硬かたい骨のフリルがある。筋肉の発達した逆三角形の上半身、完全な直立二足歩行に適した骨格を持つ下半身は太ふと腿ももが異様に太い。床ゆかを踏ふみ締しめる足には猛もう禽きんの爪つめを備えている。全身を覆おおっている鱗うろこは一枚一枚が大きく分厚い、亀かめの甲こう羅らに似た装甲だった。衣服と呼べる物は胸当てと褌ふんどしのような腰こし布ぬのだけで、首には金細工の装そう飾しよくを下げ、手足には金属の環わを嵌はめている。蛮ばん族ぞくの勇ゆう猛もうな戦士といった雰ふん囲い気きである。全身は光の加減で青みがかって見える深緑で、怪人トカゲ男というよりは恐竜人類──竜人とでも呼んだ方が相応ふさわしい。


　竜人が背中に担かついだ巨きよ大だいな剣けんを抜ぬき、一振りして床に突き当てた。竜人は身長二メートルほどだが、剣はその身長と同じくらいの長さで、しかも刀身の幅はばが四〇センチほどもある。鉄板に使えば一度に焼きそばが一〇人前は作れそうだ。


『ＧＵＵＵＷＯＯＯＯＯｏｏ────ッ!!』


　竜人が咆ほう哮こうを上げる。気け圧おされて鳥とり肌はだが立つほどの迫はく力りよくだ。アトラクションにしてはなかなかやるなと感心していた無明之介の視界に奇き妙みような現象が起きた。


『サーガイア一〇八凶きよう星せいが一、我わが名はドラグノフ!!』──と字幕が出たのである。


　竜人が地面に立てた巨大剣を抜き、切っ先を無明之介に向けた。続いて短く咆ほえると、


『リョーコ・ミツルギ、いざ尋じん常じように勝負！』


　それにも字幕が出た。これもアトラクションの内だろうかと考える暇ひまもなく竜人が踏み込んできて、重さ五〇キロは下らないであろう剣を振り下ろす。無明之介が飛び退のいて避よけると、巨大剣は石いし畳だたみを砕いて破は片へんをまき散らした。


「え？　ええっ!?」


　多詠子が泡あわを食った声を漏もらした。


「あのクリーチャーは何ですか？　見たことないですよ？」


　周囲に目を向けると、敵陣の弥永にアドバイスを出しているカウガール、それに審しん判ぱんまでもが浮うき足立っている。


　竜人が刃やいばを水平にして足元に突きかかった。垂直に跳とんで避けた無明之介は刃の上を走り、斬馬刀を竜人の脳天めがけて幹から竹たけ割わりに斬り下ろす。
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　バキィン！


　斬馬刀の切っ先が折れ飛んだ。


「なっ──!?」


『フン、ナマクラめ！』


　竜人は無明之介を乗せたまま巨大剣を振ふり回した。無明之介は飛ばされる前に自分から跳ちよう躍やくし、巨大剣の間合いの外へ逃のがれる。


「後ろ！」


　あずみの警告が飛ぶ。無明之介が着地したのは骸骨兵たちの目の前だった。背後から襲おそってくる曲刀の風切り音を耳元に感じながら横に身を投げ出して転がる。起き上がりざまに折れた斬馬刀を横よこ薙なぎに払はらうが、骸骨兵の盾たてに防がれた。反はん撃げきしてくる骸骨兵の曲刀を受け止めようとするも、斬馬刀の刀身は半ばから折れて元の三分の一になった。しかも本物の武器と同様の重い手応えを感じる。


（まさかこいつら──！）


　無明之介はようやく異変に気付いた。骸骨兵はもともとは完全な幻げん影えいで、左目では見えていた像は右目の〈月の眼グラムサイト〉には靄もやか霞かすみのようにしか見えなかったのだが、今では左右の目で見た像が一いつ致ちしている。竜人も同様だった。演じている人間がいて魔法で外見だけを変えているのではない。見たままの存在なのだ。つまり──


「この化け物どもは〈ソドム〉よ！　気をつけて!!」


　涼子は無明之介の芝居を捨てて叫さけんだ。


　ソドムという言葉が大門高校で何を指すのか知らないあずみは、迫せまり来る骸骨兵に対して薙刀なぎなたを打ち込んだ。盾を避さけて攻こう撃げきしたものの、先刻は一刀の下もとに斬きり捨てたはずの骸骨兵はまったく怯ひるまずに斬りつけてくる。それを払おうとした薙刀は穂ほ先さきを折られた。


「お姉さま！」


　雛乃が組くみ紐ひもを投げて骸骨兵の曲刀に絡からませた。骸骨兵は組紐をつかんで意外な力で雛乃を引き寄せる。打ち下ろされる曲刀を雛乃は十じつ手てで受けるが、その威い力りよくに耐たえきれずに弾はじき飛ばされ尻しり餅もちをついた。


「……ううっ!?」


　雛乃は材質も作りも本物である自前の十手に深い傷が付いたのを見て青ざめた。雛乃を庇かばうようにあずみが前に出るが、手にした薙刀はすでに穂先を失いただの棒になっている。


「みんな地面に伏ふせて──ッ!!」


　林檎の言葉に全員が訝いぶかしげに振り向き、その意味を悟さとって慌あわてて身を伏せた。


　ガガガガガガガガガガッ!!


　猛もう烈れつな銃じゆう声せいが轟とどろいた。


　あずみの目前に迫っていた骸骨兵が無数の銃じゆう弾だんを浴びせられ、文字通り蜂はちの巣になって砕くだけ散った。近くにいたもう一体は盾で防ごうとしたが、その盾ごと身体からだを粉ふん砕さいされる。涼子の前にいた三体も同じように撃うち砕かれ、都合五体の骸骨兵があっという間に崩くずれ去った。


　銃声が止やみ、鼻をつく硝しよう煙えんがステージ内にもうもうと立ちこめる。


　林檎が構えているのは太い筒つつ型の銃身の先に練炭のような穴の空いた重じゆう機き関かん銃じゆうだった。棺かん桶おけを銃じゆう架かの代わりにして蓋ふたの上に載のせている。


「何それ!?　どこから持ってきたの？」


「棺桶の中から出てきた」


「出てきた……？」


　涼子は林檎の台詞せりふに引っかかりを感じた。自分で用意して棺桶の中に隠かくしてきたものなら『出てきた』という言い方はおかしい。


「よく分かんないけど武器がいっぱい入ってるのよね～この棺桶」


「入ってる!?」


　林檎が棺桶の蓋を開けて手を突っ込み、朱しゆ鞘ざやの刀を取り出して涼子に投げ寄よ越こした。受け取ってみるとずしりと重い。拵こしらえは立派なもので、腰に差して抜ばつ刀とうすると確かに本身である。刀身は澄すみ切った水みな面ものように滑なめらかで曇くもりひとつない。


　林檎は続いて棺桶から太い朱色の棒を引っ張り出した。先せん端たんに石いし突づきがあるのを見たあずみはその棒をつかんで引く。棒のもう一方の先端には十字の刃を持つ穂先が付いていた。


「十じゆう文もん字じ鎌かま槍やり!?」


　使い慣れた薙刀とは違ちがえどさらに強力な長物で、全長は二メートル半ほどもあった。明らかに棺桶に収まりきらない長さである。しかしそれを詮せん索さくしている時ではなかった。殺さつ到とうしてくる骸骨兵に対し、あずみは十字槍を脇わきに挟はさんで水平に薙ぎ払った。


　斬ざん！


　穂先が三体の骸骨兵の膝ひざを砕いた。槍を両手に持ち替かえて切っ先を翻ひるがえし、膝を折った三体の首をひと振りで刎はね飛ばす。その切れ味、骨を断つ手て応ごたえにあずみ自身驚おどろきを隠せない様子だった。


「ちょっと！　こっちにも何か寄越しなさいよ!!」


「私も私も！」


　雛乃と亜矢の要望に、林檎は困こん惑わく気味に棺桶の中を探さぐった。やがて渡わたされた武器を見て、二人はそれぞれ複雑な表情になる。


「……ふざけてるの？」


　雛乃が渡されたのは血染めのチェーンソー、亜矢は年季の入った大型パイプレンチである。覆ふく面めん筋肉バニーガールにレンチというのも相当凶悪な組み合わせだが、縦ロールの遊女にチェーンソーを持たせた図はもはや何が何だか分からない。


「他の武器は!?」


「それが出てこないのよね～」


「どきなさいよ！」


　雛乃は林檎を押おし退のけて棺桶の中を覗のぞき込こんだ。古今東西の刀とう剣けんから銃器に至るまでの様々な武器──の握にぎり手部分が詰つまっている。刀と思おぼしき柄つかをつかんで引いてみるがビクともしない。


「俺にもひとつ貰もらえないかな」


　達哉が頼たのんできたとたん、動かなかった刀がいきなり引っこ抜ぬけた。勢い余って尻餅をついた雛乃は鞘に入った刀を頭越しに差し出す形になる。


「おお、済まないな」


　達哉は刀を受け取って腰こしに差す。それを自分のだと主張して取り返そうとするほど雛乃も慎つつしみのない女ではない。再び棺桶から別の武器を取り出そうとするが、やはりどれも動かない。


「もう、どうなってるのよ!?」


　涼子は棺桶の正体について薄うす々うす感づいていたが、癇かん癪しやくを起こしている雛乃に教えてやるつもりはなかった。教えたところで要領を得ない話には違いないし、目の前の敵と闘たたかう方が先決だからだ。


「獅子倉先せん輩ぱいは史織さんを守ってて！　林檎、頼むわ」


　涼子が竜りゆう人じんを指さすと、林檎は再び重機関銃を連射した。前に出てきた骸骨兵を二体粉砕し、銃弾の雨が竜人に降り注ぐ。竜人は立てた巨きよ大だい剣けんを盾代わりにして弾を避よけた。巨体を隠しきれないため銃弾の何発かは身体や頭に当たったが、分厚い鱗うろこに弾かれてダメージにならない。


『そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうごときでこのドラグノフを仕留められると思うてか！』


　竜人は吼ほえると、地面に突き刺さした巨大剣を振ふり上げ、石いし畳だたみを弾き飛ばした。破は片へんが散弾のように林檎を襲おそう。


「ひゃあっ！」


　林檎は泡あわを食って身を伏ふせた。大きな破は片へんの直ちよく撃げきを受けた機関銃は銃身を折られて破は壊かいされる。突っ立っていて巻き込まれた骸骨兵もバラバラになった。凄すさまじいパワーといわざるを得ない。


　あずみと目が合った。涼子が頷うなずくと、二人は同時に駆かけ出した。左右両りよう翼よくから同時に間合いを詰つめる。先に仕し掛かけたのはあずみだった。十字槍を鋭するどく繰くり出して竜人の臑すねを狙ねらう。竜人は巨大剣を半回転させて穂ほ先さきを払はらい、その勢いのまま涼子に向かって振り下ろした。


　涼子はその刃やいばの下を潜くぐり抜けると、抜き胴どうの要領で刀を一いつ閃せんした。しかし硬かたい鱗で遮さえぎられて刃が通らない。横よこ薙なきに払う剣を避けて背後に回り込み逆袈け裟さに斬きりつけるが、背せ鰭びれに弾はじき返されてしまう。歯が立たないとはこのことだ。


　ビシッ！


　何かに足を取られて倒たおれそうになり片手をつく。コモドドラゴン並の尻尾しつぽで足払いを食くらったのだ。涼子は振り向いた竜人の目を狙って手裏剣を打った。目は外したが顔に当たって怯ひるんだ隙すきに、小枝のように振り回される巨大剣の間合いから退たい避ひする。


　刀を見ると刃はこぼれはしていない。竜人の鱗は鉄より硬いわけではないが、分厚くて衝しよう撃げき吸収力の高い材質らしくひと太た刀ちでは斬れないのだ。


　涼子が下がると、入れ替わりにあずみが電光のような連続突きで竜人を攻せめ立てた。竜人は防ぼう御ぎよは不得手らしく身体のあちこちを刺されたが、穂先は鱗を貫かん通つうするには至らない。竜人が構わず剣を振り回すとあずみも後退を余よ儀ぎなくされた。


『おお～っと、これはいけません！　刀で斬ろうと槍で突こうと、蚊かに食われたほども効いていない様子！　蛙かえるの面つらにホニャララとはまさにこのことです!!』


　中村のアナウンスが頭上から降ってきた。ステージを囲む石壁の上にモニターが出現し、実じつ況きよう席せきが映し出されている。


『ドラ○もんだかドラコニアだか知りませんが──』


『ドラゴンニュートのドラグノフ氏だ』


『そのドラドラ兄さんに勝つ方法はあるんでしょうか？』


『知ってるけど教えない』


『そこを何とか』


『勝つ方法なんていくらでもあるだろうよ。ああ見えても遺伝子上は人類だからな』


　解説が澁澤右京だと気付いて涼子はたまげたが、それより相手が人間だとはどういうことなのか。


『ソドムとは違ちがうんですか!?』


　中村は手慣れたアナウンサーらしく、誰もが抱いだく疑問を汲くんですかさず突つっ込こんだ。


『スケルトン・ウォリアーはただの傀儡くぐつだが、あの竜人はソルバニア人だ。まあ実体化するための媒ばい介かいになってるのはソルバニウムだから、原材料は同じっちゃあ同じだが』


『つまり魔ま素そを浴びて変身しているのではなくて、もともとあの格好の人ということですか？』


『もともとかどうかは考えどころだがね』


　右京の解説には謎なぞめいたところがあるものの、言っていることは真に受けていい。相手がソドムではないとなればどうすべきか。


（──そうか！　別に〈神威カムイの拳けん〉じゃなくても倒せるんだ）


　涼子は竜人を単に鎧よろいを着込んだ人間と考えることにした。ならば狙い目は装そう甲こうの隙間だ。喉のどや脇わき、股こ間かんあたりは装甲が薄そうだが、果たして正確に狙えるものか。


　残り数体の骸がい骨こつ兵へいが襲ってくる。横から飛び出してきた亜矢が一いつ斉せいに打ち込まれる曲刀をパイプレンチで受け止めると、力任せに振り回して骸骨兵の頭ず蓋がい骨こつを叩たたき壊こわした。


「このレンチ超ちよう強つえぜ！　雑ざ魚こは任せときな」


　亜矢の援えん護ごを受け、涼子とあずみは再び同時に仕掛けた。弱点っぽい箇か所しよを意識して狙ったが、突きは瘤こぶのような装甲を貫つらぬけずに滑すべってしまう。こちらの攻こう撃げきが届く間合いに長居はできず、ヒットアンドアウェイに徹てつするものの痛がらせることすらできていない。


「二人とも下がって！」


　林檎の声に後退すると、銃じゆう声せいが──否いや、砲声が轟とどろいた。


　ドゴォン！


　肩かたに直撃を受けた竜人の身体からだが大きく揺ゆらぐ。相当な打撃力だ。


　林檎が腹はら這ばいになって構えているのは機関銃ではない。全長二メートルに達する長大な対戦車ライフルだった。


「もう一丁！」


　パガァン！


　一四・五ミリ弾だんが盾たて代がわりに構えた巨大剣に当たって弾はじかれる。しかし威い力りよくは凄まじく、竜人の持つ剣が浮ういたほどだ。


「──むっ!?」


　涼子は竜人の上半身に注目した。ほとんど裸はだかに近い竜人が着けている胸当てが気になったからだ。胸全体ではなく、人間で言えば心臓の上にあたる箇か所しよを申し訳程度に保護している。


（あんな全身が装甲みたいな身体しといて、わざわざ胸当てなんて着ける!?）


　対戦車ライフルの三発目が当たった瞬しゆん間かん、涼子は猛もう然ぜんと踏ふみ込こんだ。地面に触ふれるほど下げた切っ先を返して跳はね上げる。狙いは胸当てを固定しているベルトだ。銃撃で仰のけ反り気味だった竜人は咄とつ嗟さに対応できなかった。狙いは過あやまたず、涼子の剣はベルトを切断した。ずれた胸当ての下から現れたのはかつての闘いによる古傷だろうか、Ｘ字に切り裂さかれたピンク色の傷きず痕あとだった。


『Ｇｒｕｏｏｏｏッ！』


　古傷を狙って突き入れた涼子の刀を、竜人は右手でつかんで止めた。右側から槍やりで襲うあずみを剣で振り払う。瞬間──がら空きになった正面に飛び込んできた者がいた。


「往生しなっせ──ッ！」


　雛乃は竜人の胸の古傷にチェーンソーを叩き付け、鎖くさり鋸のこを回転させた。


　ギュイィィィィン！


　ガソリンエンジンが唸うなりを上げ、チェーンソーの歯が肉をえぐって深く食い込んでいく。緑色の返り血を浴びながらも雛乃は怯ひるむことなくチェーンソーを押し込み、脇腹まで切り裂いた。


　口からゴブッと血を吐はき、竜人が膝ひざから崩くずれた。もはや闘たたかう力はないが、巨きよ大だい剣けんを支えにして倒たおれまいとする。チェーンソーに切り裂かれてぱっくりと口を開けた胸の奥おくに、青く光る球体があった。ソドムと同じ核かくだ。


『む……無念』
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　絶命した竜人の巨体は光の粒りゆう子しとなって飛散し、青い核球は魂たましいのように天に向かって飛び去っていく。それを目で追った涼子は呻うめき声を漏もらした。大門高校の上空に暗雲が垂れ籠こめ、そこから何十もの〈封ふう魔ま柱ちゆう〉が落ちてくる様が〈月の眼グラムサイト〉にはっきりと見えたからである。


　今の闘いがほんの前ぜん哨しよう戦せんにすぎないことを悟さとり、涼子は戦せん慄りつを覚えた──


















　第六十五話　Ｋウォーズ開幕！







〈十一月二日──追記〉





　古人いわく「秘ひすれば花なり、秘せずは花なるべからず」──とか。


　意外性が面おも白しろさの秘ひ訣けつである、といったようなことだが、あまりに意外なことが起きすぎると人間は何が起きても驚おどろかなくなるようだ。


　虚きよ構こうと現実、生と死──それらの狭はざ間まがなくなり、すべてが曖あい昧まいになる世界では、人は真に驚いたり喜んだりしなくなるのだろうか？





　　　　一





「へえ～これが高校の文化祭？　すんごい派手だね」


　大だい門もん高こう校こうの正門をくぐるなり神かん崎ざき唯ゆいは声を上げた。魔ま法ほうによる書き割りとも知らず、模も擬ぎ店てんやアトラクションの装そう飾しよくやイルミネーションに感心する。


「高校の文化祭なら九月にやるのが普ふ通つうだろうに。どうして十一月に？」


「さあ……私わたしもここの職員ではないからそんなことまでは知りません」


　引いん率そつの草くさ[image: ]なぎ巴ともえは泉いずみ谷や万かず騎きの質問にうわの空で答えた。中学生から見れば単に物もの珍めずらしいだけだが、大人の巴の目には大学の学園祭どころではない規模だということが分かる。たかだか模擬店ひとつとってみても店構えが立派すぎるのだ。


「ナギーのバンドってどこで演奏するの？　先生、知らない？」


　姫ひめ川かわ沙さ羅らが巴の袖そでをつかんでグイグイ引いた。巴は手首を返して柔じゆう術じゆつの技わざでやんわりと沙羅の手を外す。


「静しず馬まからは何も聞いていません」


「じゃあ探してこよっと」


　沙羅は鉄てつ砲ぽう玉だまのように飛び出そうとした矢先、目の前に人が立ちふさがり、たたらを踏ふんで立ち止まる。行く手を阻はばんだのは九く条じよう鳴なる海みだった。沙羅が横をすり抜ぬけようとすると鳴海は機先を制して行かせない。


「邪じや魔ま。退どいてよ」


「こっちの用事を済ませてからだ」


　そう言って沙羅の目の前に紙の皿を突つきつける。皿の上に載のっているのは銀杏いちようの葉を素す揚あげしたような煎餅せんべいに似た菓か子しだった。


「これが何よ？」


「ひとつ食べろ。さもなくばこれで頭をひっぱたくが、どちらがいい？」


　鳴海がもう片方の手に持っているのはハリセンである。


　沙羅はその双そう方ほうを見比べて訳が分からないといった表情を浮うかべる。そもそも大門祭に来ることになったのは鳴海の強ごう引いんな誘さそいがあったからだ。本来大門祭の初日は関係者以外立ち入り禁止だが、鳴海は招待券があると言って沙羅と万騎、唯の三人を誘い、さらに巴を引率に任命してつれてきたのだ。今日は土曜日で午前中まで授業があり、その後いったん帰宅することもなくここへ来ている。沙羅が来たのは静馬のバンドが演奏すると聞いたからだし、鳴海に指図されるいわれはない。だいたいこの鳴海という少年は何を考えているのかいまいち要領を得ないのだ。しかし鳴海の顔つきにこちらをからかう色はない。


「……た、食べりゃいいんでしょ。こんなもの……」


　沙羅は考えるのが面めん倒どうくさくなり、揚げ菓子をひとつつまんで口に運んだ。カラッと揚がっていてサクサクとした歯ごたえがあるものの、甘あまくもなく辛からくもなく、さりとて苦いわけでもない。味気ない味だ。


「ではボクはあえてそのハリセンをもらおうか」


　同じく菓子かハリセンの二に者しや択たく一いつを迫せまられた万騎がまた面倒くさいことを言い始めた。


「ただし何の咎とがもなく殴おう打だされた屈くつ辱じよくと恨うらみは心に深く刻んで一生忘れないがね」


「だったら自分で自分の頭を叩たたけ」


　鳴海は万騎にハリセンを押おし付け、唯と巴に菓子を勧すすめる。二人は素す直なおに菓子を食べたが、別に美お味いしくもないので腑ふに落ちない顔をしている。無理問答を仕し掛かけたつもりが意外な対応に一本取られた万騎は、唯にハリセンを渡わたして頭を叩いてもらった。


　鳴海は四人の顔を見回すと、頃ころ合あいだと判断して口を開いた。


「ここへ来てもらったのは鬼おに塚づか美み雪ゆきについての話をしたかったからだ」


「彼女かのじよがどうかしたのか？」


　万騎はからかうように言ってから、不意に仏ぶつ頂ちよう面づらをしかめ、首をひねった。自分が口にした『彼女』とは誰だれだろうと訝いぶかしむ顔だ。鳴海は唯にもう一発万騎の頭を叩くように手て振ぶりで頼たのんだ。手を勢いよく動かして思い切り叩くように。頷うなずいた唯は後ろから万騎の頭をハリセンでひっぱたいた。ハリセンからキラキラと光る粒つぶが飛び散り、万騎は目を覚ましたように顔をあげる。


「鬼塚さんのことをすっかり忘れていた……だが、何な故ぜだ!?」


　鳴海の顔を凝ぎよう視しし、次に唯の顔を見る。唯も思い出したようだが、理由は分からず首を横に振るばかりだ。巴はどうして自分の担当するクラスの生徒のことを失念したのかと腕うでを組んで自問している。


　沙羅が突とつ然ぜん回れ右をして駆かけ出そうとするのを、鳴海が腕をつかんで押しとどめる。振り向いた沙羅の顔は恐きよう慌こうをきたしていた。


「放してよ！　美雪を探しに行くんだから！」


「彼女は家にはいないし、行方ゆくえは誰も知らない。それに、この学校の敷しき地ちの外に出ればまた彼女のことを忘れてしまうぞ」


「どういうことよ!?」


「知りたいなら落ち着いて話を聞け」


　沙羅が飛び出すのをやめると鳴海も手を放した。しかし──と鳴海は少し困った。鬼塚美雪が魔法使いになって姿を消しただとか、この高校に魔女っ子がいるため記き憶おく操作の魔法が解除できること等々をどうやって説明したものか。


「ねえ……あれ何？」


　辺りがにわかに暗くなり、唯が空を指さした。突とつ如じよとして暗雲に覆おおわれた空から、何十という数の黒い柱のような物体が降ってくる。


　ドゴォン！


　柱のひとつが目の前に落下し、地面に突き立った。水すい晶しようのような多角形の柱で材質は半はん透とう明めい、中央に青く光る球体が収まっている。実際に見たことはないが話だけは聞いていた鳴海は、この物体が〈封ふう魔ま柱ちゆう〉だと確信した。


　封魔柱が中央から割れ、上下にスライドして中ちゆう心しん核かくが露あらわになる。核は受精卵のように倍々に分ぶん裂れつを繰くり返し、柱の外がい殻かくを形成している物質は無数の六角形のパネルに分解して銀河のように渦うずを巻いた。封魔柱は膨ぼう張ちようする黒い塊かたまりと化し、やがて──立ちすくむ鳴海たちの前に異形の影かげがのそりと立ち上がった。


　それは巨きよ大だいな亀かめだった。


　全身がゴツゴツとした岩のような黒い鱗うろこに覆われ、縁ふちが鋸のこぎりの歯のように尖とがった甲こう羅らを持っている。頭部は首を引っ込めても甲羅に収まりきらないサイズで、眉み間けんに乳白色の角を生やし、獰どう猛もうそうな面つら構がまえをしている。頭頂高で二・五メートル、尻尾しつぽも含ふくめた全長は三メートルを超こえるだろう。後こう肢しで直立しているが怪かい人じんと呼ぶにはあまりに怪かい獣じゆう然としたフォルムだ。


『ボエ～～～ッ！』


　怪獣が咆ほえた。ホルンのように腹に響ひびく声だ。続いて鼻の穴がピタリと閉じ、脇わき腹ばらにある鮫さめの鰓えらのようなスリットが開いて空気を取り込みはじめる。


　危険な気配を察して、鳴海は万騎たちに下がるように言った。その直後、怪獣の喉のどが膨ふくらみ、痰たんのように火の玉を吐はき出した。


　ボフッ!!


　地面に落ちた火の玉は火柱を上げて炸さく裂れつし、石いし畳だたみに穴を開けた。


「き……着ぐるみじゃないの!?」


「本物らしい。いったん逃にげよう」


「そ、そうね。そうしましょう」


「いやいや、こんな怪獣が実在するわけがない。よくできたアトラクションだろ？」


　まだ相手を見定めるつもりの万騎を、唯と巴が二人がかりで引っ張った。もと来た正門から出ようとすると、静電気に触ふれたようにビリッと衝しよう撃げきが走り押し戻もどされた。沙羅が再度突とつ破ぱを試みたがやはり見えない壁かべに跳はね返されてしまう。


「ウソ!?　なんで出らんないの？」


　怪獣は巨体を揺ゆすりながらのっしのっしと歩いて近寄ってくる。塀へいに沿って左右どちらに逃げようかと考えていると、正門前に二台のバイクが停車した。楽器のケースを担かついだ二人の男がこちらに来る。沙羅が声をかけるより早く、二人は何の抵てい抗こうも感じずに敷地内に入ってきた。静馬の言葉を真に受けて律りち儀ぎに楽器を取りに帰ったザキとハルである。


「おっ、怪獣だぜ怪獣!!　カッキ～～！」


「デカいなあ。二人か三人入ってんのか？」


　怪獣の姿を見た二人は完全にアトラクションだと思って感心しきりだ。怪獣は横を通り過ぎようとする二人を目で追い、自分に構う様子がないと見るや火の玉を吐いた。


　この不意打ちに驚おどろいて跳とび退のく二人。地面で爆ばく発はつした火の玉の破は片へんがザキの楽器ケースに付着して焦こがした。手で叩いて火を消すが、ナパームのような熱さにこれはただ事ではないと血相を変える。


「てめえ！　何しやがる!?」


　ザキは逆上して跳び蹴げりを食らわせた。怪獣は意外な素す早ばやさで背中を向けて甲羅で蹴りを受け止め、着地したザキに尻尾の一撃を見み舞まう。見事なカウンターが決まって両足を払はらわれたザキは強したたかに地面に背中を叩きつけられた。


「痛いってえ～！　この野や郎ろう、着ぐるみだからって容よう赦しやしねえぞ!!」


　背後は甲羅のため完全防備と見たザキは側面に回り込み、膝ひざにローキックを見み舞まった。しかし硬かたい鱗と分厚い皮ひ膚ふにさえぎられてまったくダメージが与あたえられない。


　沙羅たちは二人が難なく入ってきたので外に出ようとしたがやはり出られなかった。どうやら得体の知れない力が邪じや魔まして外へ出してくれないらしい。


　怪獣の着ぐるみは何十キロもの重量がある。これだけ大型のものになれば歩くのでさえ一苦労で、喧けん嘩かなぞできるわけがない。ザキをあしらう怪獣を眺ながめているハルはおかしいなと気付きはじめた。


「その怪獣、本物みたいですから気をつけてください！」


　鳴海の警告にまさかという顔をしたが、嚙かみつかれそうになったザキが転がるように退くのを見て、ハルもようやく事態の異常さを理解した。


「あいつ、本物だってよ」


「おいおい、マジかよ!?　んなわきゃねーとは思うが確かにちと手て強ごわいぜ。正直訳が分からんが、売られたケンカはもれなく買うのがバイパーズだ」


「草[image: ]とやり合う前の肩かた慣ならしにはちょうどいいかもな」


　二人は不適に笑って頷うなずき合うと、足を踏ふみしめ、両腕を大きく振ってヒーローの変身ポーズを思わせる型を見せた。腰こしを落とし、広げた掌てのひらを正面に突つき出しながら長いストロークの独特の呼吸を繰り返す。東ひがし方かた流りゆう玄げんから伝授された〈神威カムイの拳けん〉の呼吸法だ。


　鳴海は二人の肩のあたりから白い雲のような、炎ほのおのような何かが噴ふき上がるのを見た。


「行くぜ！」


　ザキとハルは放たれた矢のように怪獣に向かっていった。





　　　　☆





「まったく……トカゲ風ふ情ぜいがちょいと進化したくらいでこの私に勝とうなんて、生意気にもほどがあってよ！」


　雛ひな乃のはチェーンソーを肩に担かついで大おお見み得えを切った。どうやら今の竜りゆう人じんとの対決が実戦だったことには気付いていない様子である。得意満面で勝ち誇ほこっているところへ水を差すのも無ぶ粋すいだと思い、涼りよう子こは黙だまっていることにした。


『ところでドラドラ兄さんはチェーンソーで惨ざん殺さつされなきゃなんないほど悪いことしてませんよね？　あんまり正義の闘たたかいっぽくありませんでしたが』


　中なか村むらの率そつ直ちよくな感想に、雛乃は実じつ況きよう席の映し出されている画面を憎にく々にくしげに仰あおいだ。


「いや～お強い！　私の負けで～す。どうか命ばかりはお助けを～」


　プレイヤー席から降りてきた悪徳保安官役の弥や永ながが揉もみ手をしながら命いのち乞ごいをする。雛乃は弥永のヒゲ面を軽けい蔑べつした目でねめつけると、


「黒幕の情報を吐いていただこうかしら？」


「ええそれはもう。実はあの千ち代よという娘むすめを捕とらえろと命じたのは──」


　スコン！


　いきなり弥永の胸に矢が刺ささった。


「ううっ、よもや口くち封ふうじとは……」


　胸を手で押おさえると甘あまい匂においのする血ち糊のり（おそらくケチャップ）が噴ふき出し、弥永は腰こしに気を遣つかいながら石畳の上にゴロンと仰あお向むけになる。床ゆかが硬いのでバッタリ倒たおれるのが嫌いやだったのだろう。


「お父さま!?　お父さま～～!!」


　ゲームの助言をしていたカウガールは設定上保安官の娘だったらしく、泣いて弥永に取りすがった。弥永は嬉うれしそうにニヤニヤしている。雛乃はお構いなしで弥永の胸むな倉ぐらをつかんで引っ張り起こした。


「冥めい土どの置おき土産みやげに黒幕のヒントくらい教えなさい！」


「黒幕は……黒幕は、お嬢じようさんの──」


　そこまで言いかけたところで弥永はガクッと頭こうべを垂れた。どうやら絶命したということらしい。雛乃が手を放すと弥永はゴツンと後頭部を地面にぶつけて「いてっ」と呻うめいた。ひどい三文芝しば居いである。ほとんどコントのレベルだ。


「黒幕の正体は分からず仕じ舞まいか……」


　雛乃はまだ芝居を続けるつもりでいるらしい。


「無む明みよう之の介すけ殿どの、それでは次の宿場に参ろうか」


　達たつ哉やもライブ劇場を続行する気らしいのを知り涼子は呆あきれた。史し織おりが顔を寄せて耳打ちする。


「観客をがっかりさせるわけにはいかないでしょ」


　外の異常事態を知らないからそんな呑のん気きに構えていられるのかと思ったが、案外役者は芝居の最中なら胆きもが据すわって大だい胆たんになるのかもしれない。


（──ん!?）


　涼子は視界に光り輝かがやくものを認めて目を留めた。竜人が斃たおれたその場所から草の茎くきと葉が伸のび、先せん端たんに蕾つぼみを付けている。ユリに似た花の蕾で、それは虹にじ色の不思議な光を帯びていた。他の誰も気に留めないところを見ると、その輝きは〈月の眼グラムサイト〉のような霊れい的てきな視覚でなければ捉とらえられない性質のようだ。


　慶けい一いち郎ろうが鬼塚家から持ち帰った花に似ている──直感的にそう思ったが、涼子自身興味を持って観察していなかったため、まったく同じ種類の花とは断言できなかった。


「グズグズしてると置いてくわよ！」


　雛乃に急せかされ、涼子はその花の正体が気になりながらも一行の後に続いた。





　ハラハラしながら闘たたかいを見守るしかなかった大だい作さくは、涼子たちの際きわどい勝利にひとまず胸を撫なで下ろした。一行についてモンスターハウスの外に出ると、辺りは騒そう然ぜんとした空気に包まれている。


『おおっと、ここで緊きん急きゆうニュースです！』


　中村が一段声を高めた。


『どうやら校内の各所に封ふう魔ま柱ちゆうが落下し、魔物に変身しているとの情報が飛び込んで参りました！　それでは現地のレポーターに現状を伝えていただきましょう。えーと、正門前の樋ひ口ぐちさ～ん!?』


『はいはい、こちら正門前です。放送部一年の樋口がお伝えします！』


　画面がハンディカメラの画像に切り替かわった。Ｋファイト報道スタッフの腕わん章しようを着けたおさげの女子生徒がマイクを握にぎっている。


『こちらでは先ほどから亀かめに似た怪かい人じんが暴れています』


　画面の外から巨きよ獣じゆうの吼ほえるような声が聞こえてきた。カメラが振ふられ、その声の主の姿を捉とらえる。それは確かに甲こう羅らを背負ってはいたが、怪人という表現はいささか的外れだった。先ほどの竜人よりもずっと爬は虫ちゆう類るい寄りでもはや怪獣である。頭頂高二・五メートル、尻尾しつぽも含ふくめれば体長は四メートル近い。全身がゴツゴツしていて後こう肢しで立ち上がったワニガメといった風情である。


『これはどう見ても怪人というよりソドムですね!?』


『いや、サーガイア一〇八凶きよう星せいの一人でポマイラという』


　ポマイラが咆ほう哮こうとともに火の玉を吐はき出した。地面に当たった火の玉はボンッと破は裂れつして火花を散らす。


『火を吐いてますよ!?　あんなのでも数え方は一匹ぴきでも一頭でもなく一人なんですか？』


『ま、一応人類だからな』


『もはや人類の定義がよく分かりませんが、彼らは何をしに来たんでしょうか？』


『そりゃあ〈Ｋウォーズ〉に参戦するためだろ。開会宣言を待たずに勝手に始めちまってるが』


『大会に参加するって、誰だれ彼かれ構わず暴れてるだけじゃ……おや？　誰かが闘っているんですかね？　カメラさん、もっと寄ってもらえます!?』


　中村の要よう請せいでカメラがズームする。ポマイラの頭に赤い光が瞬またたき、その直後、足あし下もとから間欠泉のように白い光が迸ほとばしった。





　ハルの飛び道具の援えん護ごを受けてポマイラの懐ふところに飛び込んだザキは、右の拳こぶしを地面に叩たたきつけた。


「──〈クリスタル・ゲイザー〉!!」


　拳から放たれた神気が地面にぶつかって圧縮・爆ばく発はつし、間欠泉が噴ふき出すがごとく高圧のパワーを迸らせる。怪獣の巨きよ体たいを貫つらぬいた神気は一いつ瞬しゆんで結けつ晶しよう化し、ガラスのように砕くだけ散った。ザキの神気は金と水の両方の性質を兼かね備えているためこのように奇き妙みような変化をする。分厚い装そう甲こうを持つポマイラの巨体はクリスタル・ゲイザーの初しよ弾だんの爆圧には耐たえたものの、続く結晶の散さん弾だんを浴びてズタズタに切り裂さかれた。〈神威カムイの拳けん〉を学んで間もないザキの技わざは日ひ毎ごとに進化しているが、この効果には技を出した本人が驚おどろいた。物理的な威い力りよくはさほどではないものの、ソドムと同じく魔素によって実体化しているため神気による攻こう撃げきは大きなダメージとなる。ポマイラは前のめりに倒れた。


「ちょいとやりすぎたか？」


　まんざらでもない顔で鼻の頭を搔かいた直後、ポマイラの眉み間けんから生えている角が槍やりのように飛び出し、ザキの右の腿ももを刺さした。飛び込んできたハルが合がつ掌しようした両手を角に叩き付け、真しん紅くの神気の刃やいばで切断する。刺さった角は抜ぬくまでもなく粒りゆう子し化して消しよう滅めつし、傷口から鮮せん血けつが滴したたった。


「やられたか？」


「かすっただけだ。怪け我がの内に入んねえよ」


　ザキはお気に入りの革かわのパンツに穴が開いたことの方が気になる様子だった。鳴海はザキの足下で小さな光が瞬いたのに気付いた。地面に落ちた血が光ったようにも見えたが、すぐに消えて分からなくなる。それに気を取られている場合ではなかった。倒れたポマイラがまた動き出したからだ。


　ザキとハルは警けい戒かいして少し下がる。ポマイラの巨体が震ふるえたかと思うと、甲羅が二つに割れて蓋ふたのように開いた。中から現れたのは、ぬらぬらと光る緑色の肌はだと金色の瞳ひとみを持つ女だった。頭を一振りすると粘ねん膜まくが剝はがれ落ち、襟えり巻まきのような耳の延長とも髪かみともつかない器官が伸のびて広がった。


『……な、中の人です！　中の人が出てきました！　やっぱり着ぐるみだったんじゃないんですか!?』


『あれは〈骸がい龍りゆう功こう〉といって自分の皮ひ膚ふを変化させて作る生きた鎧よろいみたいなもんだ』


　ポマイラ（の中の人）は分割した甲羅の一部を鎧として身に纏まとい、鋭えい利りな縁ふちの部分を両りよう腕うでに装着した。尻尾の中の骨を引き抜いて鞭むちのように振るい、地面に叩き付けて雄お叫たけびを上げる。


『Ｋｕｒｒｒｒｒ────ッ！』


　どこか間の抜けていた怪獣の咆哮とはまるで違ちがう攻撃的な鋭するどい声。艶つやのある美声だが、間近で聞いたザキとハルは胆きもが冷え、身が竦すくんだ。その叫さけびに応じてか、残った巨大着ぐるみ──骸龍が分ぶん裂れつし、二〇匹余りの小型の怪獣に変化した。身長は一五〇センチ足らず、頭部が玉のように丸く、足はダチョウのように長い。


『これは何でしょう？　子供が生まれましたよ!?』


『あれは骸龍の質量を利用して手下を召しよう喚かんしたんだ。さっきのスケルトン・ウォリアーと似たようなもんだ』


　ミニ怪獣が一いつ斉せいにザキとハルに襲おそいかかった。攻撃は頭ず突つきと尻尾と跳とび蹴げりだ。それほど強きよう烈れつな攻撃ではないが、ポマイラの雄叫びに金かな縛しばりの効果があったのか、身体からだが痺しびれて上う手まく動けない。泡あわを食ったせいで〈神威カムイの拳けん〉の呼吸がすっかり乱れていた。


「危ない！」


　鳴海の声に顔を上げたハルの目の前にポマイラが躍おどり出た。迎げい撃げきしようにも呼吸が乱れて神気の飛び道具を作り出せない。近付こうにもミニ怪獣に邪じや魔まされ、拳こぶしも蹴りも届かない間合いから骨こつ鞭べんの一撃を受けた。ハルは胸を真一文字に切り裂かれて吹ふっ飛ばされる。


「てめえ！」


　跳び上がったザキは怪獣の頭を踏ふんづけて渡わたり、ポマイラに蹴りを見み舞まった。ポマイラは甲羅の盾たてでそれを受け、撥はね返すと同時に骨鞭を振るう。その先せん端たんが顔面を防ぼう御ぎよしたザキの両腕の皮膚を抉えぐった。


　二人は重傷ではないものの反撃もままならず、おおむね男子中学生くらいの攻撃力を持つミニ怪獣の群れに寄ってたかって小突き回された。


「クソッ、ウッゼェェェェッ！　こいつら超ちようウゼェ──ッ!!」


　ザキが怒おこって腕を振り回した。相手の背が低いうえに頭ず蓋がい骨こつが分厚いため殴なぐった手の方が痛くなる。見かねた鳴海と万騎が助けに入るが、人間ではないため勝手が違い、皮膚も硬かたくタフでもあるので素す手ででは如何いかんともし難がたい。怪獣たちはハルとザキにしか用がないらしく、鳴海と万騎をまるで相手にしなかった。


　ギャアアアアアン！


　耳をつんざく金属音が響ひびいた。


「緑のねーちゃん、あんたなかなかええ声しとるやないか。もっかい聴きかせてんか」


　ポマイラは身体ごと振り向いて声の主を見た。ミニ怪獣たちも攻撃を止めて同じ方向に目を向ける。その視線を一身に集めたのは、エレキギターを抱だいた静馬だった。


　ギャギャギャギャオォォ──ン！


　ギターをかき鳴らして金属質の咆ほう哮こうを上げる。腹に響く大音量だ。静馬はスピーカーと一体になったアンプユニットを背負っていた。


　ポマイラが骨鞭を振るとミニ怪かい獣じゆうたちが静馬に殺さつ到とうした。


「アアアアアアァァァ────────ッ!!」


　ギターのリフにシャウトを乗せると、静馬を中心に炎ほのおの神気が衝しよう撃げき波はとなって波は紋もんを描えがいた。最初の波紋でミニ怪獣たちの足が止まり、第二波で震え、その次の波を浴びるともはや耐たえられずに次々と爆ばく裂れつ四散し光の粒つぶと化した。


　ポマイラは静馬に近付き骨鞭を剣けんのように突き出した。鞭むちの先端が静馬の眉み間けんを貫くと見えた刹せつ那な、静馬が放射するエネルギーに抗こうしきれずに鞭は燃え上がり、先端から持ち手までが一気に蒸発する。


『Ｒｕｏｏｏｏｏｏｏｏｏ────ッ!!』


　物理攻撃が無む駄だと悟さとったポマイラは歌うような咆哮を上げた。二つの声は相乗せず互たがいにぶつかり合い、不快な高音ノイズを発生させる。沙羅や鳴海たちの他、近くで観戦していた生徒たちは我が慢まんできずに両手で耳を押おさえた。


　拮きつ抗こうする静馬とポマイラの対決に別の音が参加してきた。自分の楽器を取り出したザキとハルである。ザキはベースを弾ひき、ハルはサックスを吹いている。二人は静馬に同調して楽器で奏かなでる音に神気を乗せた。まったく初めてのことで流玄から教わってもいなかったが、音に神気を宿らせることは意外にも簡単なことだった。


　三人に囲まれたポマイラの歌声は急激に弱まった。甲こう羅らの鎧よろいが粉こな々ごなに砕け、身体が線せん香こう花火のように燃え上がり赤い火花に包まれる。やがて肉体は光の粒子と化し、核かくである青い光球が天に帰っていった。


「ナギ──ッ！」


　沙羅が静馬に駆かけ寄って抱だきついた。勝利したにもかかわらず、静馬は面おも白しろくもなさそうにフンと鼻を鳴らす。一応助けられた形のハルとザキがやってきてひとまず礼を言おうとすると、楽器を持った二人の姿を見て、テンションの下がった口調でつぶやいた。


「……やっぱりお前ら、邪魔やわ」


「その言い草はねえだろ！　てめえが言うからわざわざ持ってきたんだろうが!!」


　バイパーズの罵ののしり合いを離はなれて眺ながめていた鳴海はふと地面に目を向けた。ポマイラが斃たおされた場所にユリに似た植物が生えていて蕾つぼみを付けている。正門から入ってすぐの場所で、登校してくる生徒たちの通り道だ。もともと生えていたとは考えにくい。うっすらと虹にじ色に光る蕾を奇き異いに思いながらも、トラブルを懸け念ねんした鳴海は躊ちゆう躇ちよし、手で触ふれて調べようとはしなかった。





　　　　二





　生なま中ちゆう継けいが終わり、画面がＫウォーズ実行委員会本部のスタジオに戻もどる。


『ポマイラ姉さんも意外とあっさり敗退してしまいましたね～。結果的に三対一でやっつけた形ですが……さて、それでは次の対戦はどこでしょう!?』


　中村がそう問いかけるが早いか、再び画面が切り替かわり、サングラスの中年男の顔が大写しになった。それを見た雛乃が（うげっ）とばかりに顔をしかめた。何かと毛け嫌ぎらいしている父──藤とう堂どう鷹たか王お校長だからだ。


　カメラが引いて身体を映し出すと、藤堂は和服の正装だった。否いな、正装と呼ぶべきかどうかは異論を招くところだろう。なにしろ安っぽい金ぴかの羽織を着て、丁ちよ髷んまげのカツラを被かぶっている。一国一城の主あるじというよりは悪代官のコスプレである。


『私が大門高校校長、藤堂鷹王である！　ひとまずこの格好には目をつぶってもらいたい。ソルバニアからの挑ちよう戦せん者が続々と来訪して混乱を来きたしている現状を鑑かんがみ、略式ではあるがただ今現時刻をもって〈Ｋウォーズ〉開幕を宣言する！　この無差別異種格かく闘とう大会は大門高校敷しき地ち内でのバトルロイヤル方式で争われ、ラスト・マン・スタンディング──つまり最後まで立っていた者が優勝となる！　そして最後の勝利者は栄えい誉よとともに、副賞として〈どんな願いもひとつだけ叶かなえる権利〉を得るものとする!!』


　校内のあちこちからどよめきが起きた。


「ひとつだけ願いを叶えるって……ドラ○ン○ールかよ!?」


「そもそも校長にそんな裁量権があるのか？」


「どうせあれだろ？　レイハの作るマボロシだろうから、実物じゃなくて夢だぜ。それに校内限定だし」


「それでも自分だけの望み通りの夢がみられるとしたら。そんなに悪い賞品でもないよなあ」


「その夢ってエロいやつ!?　エロいやつだよな？」


「バカ、頭を使え！　うっかり地球全土を核の炎に包みかけた魔女っ子だぞ!?　電子ネットワークを掌しよう握あくする能力を持ってるんだから、泡みたいに消える魔法なんかに頼たよらなくてもやりようはあるだろ。上う手まくすりゃ一いつ攫かく千せん金きんの大おお儲もうけ……おっと、これ以上はマズいか」


「何だ？　そのアイデアを俺おれにも教えろ！」


「いや……つーかそもそも無理だろ、優勝なんて」


　レイハに自分一人だけの願いを叶えてもらえると聞いて妄もう想そうは尽つきないが、一いつ般ぱんの生徒には優勝など夢のまた夢である。


『Ｋウォーズは我わが校の関係者及および招待選手の全員に参加資格がある。諸君らの健けん闘とうに期待する。それと、これは別件だが──ライブ劇場に参加している諸君に告ぐ。その芝しば居いの筋書き上の黒幕はこの私だ。さっさと首を穫とりに来たまえ。以上だ』


　最後に強きよう烈れつなネタバレをかましてから藤堂は画面から消えた。啞あ然ぜんとしているのは涼子たち一行である。


「こんな展開あり!?」


「いや、まあ……堂々と名乗りを上げたんだ。こそこそしてなくていいんじゃないか？」


「信じられない！　信じられないわ!!」


　雛乃はお嬢じよう様さまにあるまじきことに地じ団だん駄だを踏ふんで声を荒あららげた。顔を真まっ赤かにして頭から蒸気を噴ふき出さんばかりの逆上ぶりだ。


「こっちは緻ち密みつに芝居を組み立ててるってのに、いきなり筋をバラすなんて最悪のマナー違い反はんよ！　行きましょう！　あの悪あく趣しゆ味みなサングラスを粉々に砕くだいて差し上げますわ!!」


「いやいや、あんたが主役の芝居じゃないし」


「ただの行きずりで同行してるだけの遊女だったのに実は黒幕の娘むすめだったとは──まさか真の主人公フラグか!?　飛び入り参加した奴やつが主人公になる芝居って……古今東西、演劇史上未み曾ぞ有うの事態が起きてるんじゃないのか？」


「これは向こう岸から船が来るパターンね。手順が反則だけど王道といえば王道だわ」


　浅学な涼子にはまったく分からないが、史織の口ぶりからして演劇の世界ではすでに前例がある展開なのだろうか。だとすれば演劇とは何と懐ふところの深い芸術だろう。


「とはいえ黒幕にたどり着くのは容易な道のりではござらん。道中いかなる魑ち魅み魍もう魎りよう、悪あつ鬼き羅ら刹せつが待ち構えているやもしれん」


　雛乃は血気盛さかんだが、単純に藤堂の居場所にたどり着くだけでも難なん儀ぎなのは目に見えていた。なにしろ校内は魔ま人じん怪かい物ぶつの跋ばつ扈こする魔界と化しているからだ。


　画面にスタジオが戻ってくる。


『え～……何だかいきなり唐とう突とつでしたが、藤堂校長のＫウォーズ開幕宣言をお聞きいただきました。さてと！　途と中ちゆうで邪じや魔まが入りましたが、あらためて澁しぶ澤さわ先生、次のオススメの対戦カードをひとつ教えていただけますでしょうか？』


『場所は屋上だ。外にいるカメラマンは真上を撮とれ』


『今度は何が？』


『──あと五秒』


　右う京きようが左手の五指を広げてカメラに向かって突つき出した。指を折ってカウントダウンしていく。胸むな騒さわぎを覚えた涼子は空を見上げた。封ふう魔ま柱ちゆうを吐はき出した暗雲はいまだ晴れず、低く垂れ籠こめている。


『……二……一……ゼロ』


　右京がパチンと指を鳴らすと同時に、暗雲の中から蜃しん気き楼ろうのように巨きよ大だい建造物が出現した。幾いくつもの尖せん塔とうを持つ、天地が逆転した空中楼ろう閣かく──〈Ｖ─１エクストリーム〉の最後に出現したあの〈逆さかさ魔ま城じよう〉であった。


　その魔城から落ちてくる黒い塊かたまりがあった。肉眼では遠くて判別ができなかったが、カメラの画像でそれがどうやら人間らしいと気付いて鳥とり肌はだが立った。その人物は両りよう腕うでを組んだ姿勢のまま、身に纏まとったマントを風になびかせながら頭を下にして落ちてくる。地面が迫せまってきてもパラシュートを開いて減速する様子はない。そもそもパラシュートなど身に着けていないのだ。屋上に墜つい落らくする寸前になって組んでいた両腕を解ほどき、身体からだを縦に半回転させて足を下に向けた。


　──轟ごう！


　おそらくその人物から発せられたであろう衝しよう撃げき波はのような突とつ風ぷうが、涼子たちのいる辺りまで届いて鼓こ膜まくを打った。ズゥン、という重い震しん動どうが響ひびいてくる。逆さ魔城からの使者が屋上に降り立ったのだ。


　画面がライブ映像に切り替わった。階段を上がるレポーター樋口の後ろをカメラが追っていく。屋上に出ると樋口は立ちすくんだ。その視線の先にあるものをカメラが捉とらえる。


　それは怪人でも怪かい獣じゆうでもなく地球の人間だった。男性である。


　男は裸はだかの上半身に金の刺し繡しゆう入りの黒いマントを羽織っている。マントの隙すき間まから覗のぞく腕は異様に逞たくましく、肩かたや胸は岩のように盛り上がっている。おそらく鉄条を捩ねじり合わせたような筋肉の塊だ。下半身はぴっちりした赤いパンツとタイツ、膝ひざ下したは黄金色の装そう甲こうを帯びたブーツで固められている。踏み締しめているコンクリートの床ゆかには放射状に亀き裂れつが走っていた。


『こ、こここれは大きい……きょ、きょ、巨人！　巨人です!!』


　樋口がどもりながら報告した。


『巨人？　カメラさん、もう少し寄っていただけますか？』


　カメラマンが近くに寄るほどローアングルになり、画面を見ている側からすればわざと巨大感を演出しているように思えた。


『ちょっとこれでは分かりませんね。樋口さん、比ひ較かくのためにちょっと隣となりに並んでもらえますか？』


『ええええ～～っ!?　わわ私がですかぁ？』


『他にいないのでお願いします』


　樋口は怯おびえて顔を引きつらせながらも謎なぞの人物に歩み寄り、横に立った。カメラが引いていくと、画面を見ている生徒全員が驚きよう嘆たんの声を漏もらした。樋口の身長が巨人のほぼ半分しかなかったからである。見たままの比率だとすれば巨人の身長は三メートルを超こえる。


『ほら、ご覧の通り巨人ですよ！』


『いやいや、まだ信じられないですね～。遠近法を利用して目の錯さつ覚かくで大きく見せてるんじゃないですか？　確かく認にんしたいので巨人に触さわってみてください』


　樋口が首を横に振ふっていやいやをする。その背後で巨人の腕が持ち上がった。手を広げ、上から樋口の頭に被かぶせる。


『ひっ!?』


　巨人の指の間から樋口の泣きそうな顔が覗く格好になった。巨人の手に対する樋口の頭はおおよそ一いつ般ぱん的てきな大人の手と野球のボールの比率と同じだった。


『なるほど、よーく分かりました。カメラさん、少し下がって巨人の顔をしっかり映してもらえますか？』


　カメラマンが適当な台を見つけたらしく視線が上がり、巨人を正面から捉えた。


　身長三メートルもの巨人というと頭や手足の肥大した怪物的な姿が想像されるが、この巨人はおそろしく頭身が高く、十頭身近くあった。常人離ばなれしたプロポーションではあるが異い形ぎようとは感じさせず、均整がとれていて美しくさえある。神話に語られる英えい雄ゆうのような超ちよう越えつ的な肉体の持ち主であった。


　分厚い胸むな板いたの上に載のっている顔は威い厳げんに満ちて険しい。ゲルマン系の白人で、口元にはカイゼル髭ひげをたくわえ、ダークブロンドの長ちよう髪はつをオールバックにして背中に流している。


『おおおお～～っ!?　この巨体！　そしてこの面つら構がまえには見覚えがあります！　ニューヨーク暗黒街に君臨する帝てい王おう、ウィラード・ゲイツその人だ～～～ッ!!』


　中村が興奮して腰こしを浮うかせる。ゲイツは樋口の頭をつかんでいた手を放した。


『樋口さん、インタビュー！　帝王にインタビューをお願いします』


『イイイインタビューって、何を訊きけばいいんですかぁ～!?』


『それは自分で考えてください。またとないチャンスですよ！』


　無茶な要求に樋口はパニックを起こして目を白黒させる。それでもひとまず自じ己こ紹しよう介かいしてペコリと頭を下げると、質問を捻ひねり出した。


『ええと……ゲイツ氏は本日はどんな御ご用ようで？』


　マイクをゲイツの口に近付けようとするが、腕を思い切り伸のばしてもゲイツの鳩尾みぞおちくらいまでしか届かない。


『〈Ｋウォーズ〉に参戦するためだ。招待を受けたからな』


　渋しぶ味みのあるよく通る声、しかも流りゆう暢ちような日本語で答えると、ゲイツはマントの下から招待状の入った封ふう筒とうを取り出した。普ふ通つうサイズのエアメールが名めい刺しに見える。中村はこめかみのあたりを搔かきながら次の質問を思案した。


『あ……あの空に出てきた城は何ですか？』


『我わが主の居城〈シュバルツカステル〉だ』


『肩かた書がきが暗黒街の帝王だそうですが、普段はどんなお仕事を？』


『主に金きん融ゆうと貿易・物流関係だな』


『えっと……お好きな日本食なんてありますか？』


『タコワサを肴さかなに飲む清酒は絶品だな』


『へえ……』


　くだらない質問に対してあまりに普通の答えが返ってきたため、樋口は面めん食くらって次の質問が思いつかない。焦あせってあたふたしている内に、不意に背後から声がかかった。


『──オレから質問してもええか？』





　階段ではなく校舎の外がい壁へきを雨あま樋どい伝いに登ってきた静馬は、給水塔とうの上に立ってゲイツを見下ろした。ゲイツがいきなり仕し掛かけてきても対応できる間合いだ。


『おおっと！　ここで草[image: ]静馬の登場だ～～ッ！　草[image: ]とウィラード・ゲイツは今年九月、ストリートバイパーズの大会〈Ｖ─１エクストリーム〉のエキシビション・マッチにおいて対戦しております！　その一戦ではゲイツの圧あつ倒とう的パワーの前に為なす術すべもなかった草[image: ]、〈Ｋウォーズ〉開始早々その雪せつ辱じよく戦を挑いどもうというのか～～!?』


　中村の解説に全校からどよめきと歓かん声せいが湧わき起こる。しかしゲイツに向けられた静馬の視線には今すぐにでも挑みかかろうとするような気き迫はくはなかった。それを知ってかゲイツは薄うすい笑えみを浮かべると、


「あの時の小こ僧ぞうか。口だけは達者だったが……私の前に出てくるということは、勝てる算段でもついたか？」


「お前をしばき倒たおすんは後回しや。それより──」


「私に訊きたいこととは、あの大会の裏で京きよう極ごく幻げん弥やが南な雲ぐもに対する人ひと質じちとして拉ら致ちしたあの娘むすめのことか？」


「話が早いな。お前はソルバニアの連中と手ェ組んどるから知ってるはずや。教えてもらおか」


「……よかろう」


　ゲイツは右手を伸のばし、天を指さした。人差し指の向けられた先は逆さ魔城──シュバルツカステルに他ほかならない。


「あの城におるやと？　証しよう拠こは？」


「疑うか。ならば見るがいい」


　言うなり、遥はるか高みにあった逆さ魔城が瞬しゆん時じに屋上を押おし潰つぶさんばかりに接近した。あらためて見てみると、窓やベランダ等は正しくデザインされている。普通の城が丸ごと天地逆になっているのではなく、空中からぶら下がるように設計された建物なのだ。相当に古い城で、外壁の三割方は蔦つたに覆おおわれ、塔のうちの二つは壊こわれている。


　目を凝こらした静馬は、唯ゆい一いつ明かりの灯ともっている部屋のベランダに立つ人ひと影かげを見つけた。喪も服ふくを思わせる黒い薄うす衣ぎぬのドレスを着た、幽ゆう鬼きのごとき白い肌はだの少女が静馬を見下ろしている。物もの憂うげな色を浮かべたその顔を見み紛まがうはずはない。


「美雪ちゃん──」


　静馬は城の周辺を見回したが、屋上から直接城まで行ける階段や梯はし子ごは見当たらなかった。壁かべから垂れ下がっている蔦につかまろうにもとうてい跳ちよう躍やくして届く距きよ離りではない。


「おい、エレベーターか何かないんか？　それかＵＦＯの下からペカ～ッて出てくるスーパーキャッチ光線的なもんでもかまへんけど」


「行きたければ自力で行け」


「……ケチ」


　静馬は再び美雪に目を向けた。後ろ手にアンプの電源を入れ、軽くギターをチューニングする。距離はあるがここから演やるしかないと腹を決めた。


　ブォン！


　ギターを爪つま弾びきはじめた静馬は、すぐに異状に気付いた。最初の一音の後に続く音が出ないのだ。


「あん!?」


　チューニングした時は音が出ていたのに機械のトラブルなのか。電源ランプは点灯しているのでバッテリー切れとは考えにくい。コードの接続もチェックしたが問題は見当たらなかった。電源を入れ直し、気を取り直して演奏を再開する。


　ジャッ……


　今度は一音も出ずにぴたりと止まった。弦げんを弾いてもウンともスンともいわず、静馬はいよいよ訳が分からなくなって苛いら立だちを募つのらせた。


『どうしたことでしょうか？　自じ慢まんのギターにトラブル発生か？　こちらの情報によりますと、彼はここ最近音楽室に籠こもりきりで曲作りをしていたらしいとのことですが、対戦前の景気づけに一曲披ひ露ろうするつもりだったんでしょうか。アンプのボリュームで選んだんでしょうが、エレキじゃなくてアコギにしとけばよかったんですけどね～』











[image: ]











「何をモタモタやってんのよ、あのバカ!!」


　詳くわしい状じよう況きようが把は握あくできない中ちゆう継けいを食い入るように見ていた涼子は思わず毒づいた。


「あら、あの大おお猿ざるのことがそんなにご心配？」


　雛乃の冷やかしに涼子は即そく座ざに否定も肯こう定ていもしかねた。心配しているように聞こえたのかと驚おどろきが先に立ったのだ。以前涼子は、自分と静馬の関係をわざと雛乃に誤解させて利用したことがあったが、そのウソがまんざらウソでもなくなっていることを雛乃に知られるわけにはいかない。


「拙せつ者しやが気にしているのはあのうつけ者ではなく、逆しまの城に捕とらえられている娘の安否にござる」


「なに？　知り合い？」


「師し匠しようの孫まご娘むすめゆえ、何としても助け出さねば申し訳が立たぬ」


　無明之介の芝しば居いで微び妙みように話を逸そらしたが、事実その通りなので偽いつわりはない。実にしっくりとくる台詞せりふだ。


「そのような事情がおありでしたか。ならば私たちも助すけ太だ刀ちいたしましょう」


　あずみが言い出せば雛乃は一も二もなく同調せざるを得ず、一行の次の行き先はおのずと決まった。主人公の目的に仲間が手を貸すという真に正しい展開である。


　遊園地のアトラクションのため校舎へ向かう道のりは遠回りになっていた。運動部の部室棟とうのあるエリアを抜ぬけようとしたところ、思わぬ光景に出くわして涼子は足を止めた。竜りゆう人じんが斃たおされた跡あとに咲さいたあの花があちこちに生えている。その数は一〇を超こえていた。


　道みち端ばたの団子屋の主人（サッカー部員）に事の次し第だいを尋たずねる。


「もしや、ここで怪かい物ぶつ相手の闘たたかいがあったのか？」


「へえ、それが……先ほど黒い柱が天から何本も降ってきたのは御ご存ぞんじでしょう？　この辺りにもそいつが降ってきやがったんですが、すぐさま鬼おにのような御ご仁じんが現れやしてね。柱が化け物に変化する前に片っ端ぱしから素す手ででぶっ壊こわしていきなすったんでさあ。この先でも二匹ひきほど怪物が出たって話ですが、あっという間に退治されたそうで、生あい憎にくとあっしは見てません」


　誰だれの仕し業わざかはそれ以上問い質ただすまでもなかった。さすがに素早い行動だと舌を巻いたが、右京がカメラを向かわせなかったのはおそらく面おも白しろくも何ともないからだろう。とはいえ露つゆ払はらいをしてくれたと思えば有り難がたい話だった。


「なんて奴やつなの。私たちの獲え物ものを横取りして」


「怪物一匹ですら苦戦を強しいられたのに、一〇も二〇も相手をしていたのでは目的地に着くまでに精せい根こん尽つき果ててしまうでござるよ」


「適度に痛めつけて、後はとどめを刺さすだけって状態で放置しておいてくれればいいのよ。まったく気の利きかない奴もいたものだわ」


　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな雛乃の物言いに呆あきれて無明之介は雪ゆき之の丞じようと千代に小声で耳打ちする。


「親の顔が見たいでござるな」


「ははは、いやまったく」


　街かい道どうの突つき当たりを右に曲がればすぐ校舎に入れる。しかし角を曲がったとたんに行く手を塞ふさがれた。何な故ぜか銀色の鎖くさりが校舎の出入り口に二重三重に張り渡わたされ『この先通るべからず』と書かれた札が掛かかっている。文字通りの封ふう鎖さである。立ち往生している町人（一いつ般ぱんの生徒）に尋たずねた。


「これはどうしたわけだ？　誰がこんなことを」


「さあ……さっきまでは自由に通れたんですが、いつの間にやらこんなことに」


　向かい側でも通り抜けられずに困っている者が大勢見受けられた。人の流れを考えてもここを封鎖する理由が思い当たらない。


「頓とん知ち噺ばなしじゃあるまいし、私たちは先を急ぐのよ」


　雛乃はチェーンソーのエンジンを始動させた。その凶きよう悪あくなうなり声に恐おそれおののいた町人たちは慌あわてて避ひ難なんする。


「その鎖には……」


　話を訊きいた町人が何か言ったが、エンジン音にかき消された。


「推おして参る!!」


　鎖を断たち切ろうとチェーンソーを振ふり下ろした雛乃は、その直後、真後ろに一丈も跳はね飛ばされた。その背中を支えた涼子は危あやうく諸もろ共ともに倒たおれそうになる。


「ビ、ビリッときたわ……」


　雛乃はチェーンソーを取り落とし、両手を震ふるわせた。町人がさもありなんという顔で、


「だからその鎖には電流が流れていると申し上げましたのに……」


「そんなの聞いてないわよ！」


　涼子が〈月の眼グラムサイト〉でよく観察してみると、確かに鎖には銀色の光がチラチラと煌きらめいている。最初に気付かなかったのは触ふれて初めて電流が流れる仕組みのためだろうか。それにしてもますます訳が分からない。


「怪物が校舎の中に入れないようにこうしたのか？」


「だとしてもこの辺りの怪物はすでに退治されているから用なしだろう。銃じゆうで撃うってみてはどうかな？」


　雪之丞の提案で林りん檎ごが対戦車ライフルで狙そ撃げきしたが、鎖には傷ひとつつかなかった。そう太い鎖でもないのに恐おそろしく頑がん丈じようだ。


「仕方ない。迂う回かいするしかないか」


　別の入り口に向かうといってもさしたる距きよ離りではない。二分後には東側の出入り口に着いたが、そこも鎖で塞がれていた。近くにいた者に尋ねてみると「おかしいなあ。ついさっきまで通れたんですがね」と言って首を傾かしげる。


「また別の入り口へ行くの!?　正直うんざりなんだけど」


「いえ……おそらく無む駄だでしょう」


　ここであずみが口を開いた。


「これは私の勘かんですが……私たちが立ち去れば、この鎖はたちどころに消えてなくなるのではないでしょうか」


「え？　つまり──これは私たちを狙ねらった嫌いやがらせってこと!?」


「確かめる手ならなくもないな。ここから中庭に入れば、同時に何か所かの校舎への入り口が見える」


　中庭に入るとそこにもソルバニアの花が何本も生えていた。これまで見たものと同じように蕾つぼみの状態で、咲いているものは一本もない。それにしてもこの花に注目する者が自分の他ほかにいないのは何故だろうかと涼子は訝いぶかしんだ。ありふれた花に見えるが、花か壇だんではなく通路の真ん中に生えていれば気になりそうなものだ。しかし他の生徒は花が目に入らないかのように行動し、そのくせ踏ふみそうになるとちゃんと避さけている。花自体に何らかの魔ま法ほうがかかっていると考えてよさそうだ。


　中庭の中央まで来ると、千代と林檎を除いた四人で示し合わせ、同時に別々の出入り口を目指して一いつ斉せいに走った。雛乃、あずみ、雪之丞は妨ぼう害がいもなく辿たどり着けたが、涼子が校舎に入ろうとすると目の前で銀色の鎖が左右から飛び出し、ほんの瞬まばたきする間に出入り口を封鎖した。


「なるほど、拙せつ者しやが狙いか!!」


『──ご名答』


　どこからか女の声がした。謎なぞの敵の狙いが一行全員ではなく無明之介一人だと知った三人は慌てて取って返すが、地面から銀色の鎖が伸のびて行く手を阻はばんだ。無明之介を孤こ立りつさせるつもりだ。それぞれを阻む鎖は一本だが、縄なわ跳とびの縄のように大きく波打ち、飛び越こすこともできない。十字槍やりの穂ほ先さきで鎖を払はらったあずみは電でん撃げきを受けて怯ひるんだ。新たに二本の鎖が地中から飛び出し、無明之介に襲おそいかかる。


　ガォン！


　銃声が轟とどろいた。


　林檎の撃ったショットガンの散さん弾だんが鎖の先せん端たんに命中して軌き道どうを逸そらせ、無明之介は二本の鎖の間を駆かけ抜ぬけた。その際、無明之介は鎖の先端に薔ば薇らの蕾を模した分ふん銅どうが付いていることに気付いた。まるで生き物のように動くがこれは鎖分銅に類する武器だ。


　林檎の援えん護ごを受けた無明之介は〈月の眼グラムサイト〉の未来予知に従い攻こう撃げきを避よけ続けた。どうやら鎖は地面から無限に湧わいて出てくるわけではないらしい。おそらく一〇本以上はあるまい。そうでなければとうに捕とらえられているはずだ。


『ええい、往おう生じよう際ぎわが悪いんだよ！』


　再び聞こえてきたその声とともに、出入り口を封鎖しているものを除く鎖が地中に引っ込んだ。好機とばかりに合流しようとしたあずみたちはたたらを踏んだ。上から巨きよ大だいな塊が降ってきたからだ。


　それは巨大な猪いのししを思わせる四つ足の獣けものだった。全身を覆おおう毛皮はドイツ国旗の塗ぬり分けと同じストライプになっている。巨きよ獣じゆうは林檎の武器庫である棺かん桶おけを蹴けり飛ばすと、無明之介に向き直り、猛もう然ぜんと突とつ進しんした。


　無明之介が身を躱かわすと、巨獣は出入り口を封鎖している鎖に激げき突とつした。鎖に触れた毛皮の表面に電光と火花が散るものの、意に介かいした様子もなく方向転てん換かんして向かってくる。無明之介は左右どちらかに避けようとしたが地面から飛び出した鎖が阻んだ。鎖がガードレールになり、ちょうど巨獣の肩かた幅はばと同じレーンが瞬しゆん時じに出来上がる。


（避けられない!?）


〈月の眼グラムサイト〉をもってしても退路は見えなかった。背後と左右、三方向どこへ跳とんでも体当たりを躱すのは不可能だ。


（──なら!!）


　無明之介は鞘さやごと刀を抜き、迫せまり来る巨獣に向かって踏み込みながら刀を地面に突き立てた。それを軸じくにして棒高跳びの要領で跳ちよう躍やくする。間かん一いつ髪ぱつで巨獣の頭上を飛び越こえたが、体当たりを受けた刀は手からすっぽ抜けて飛ばされ、背中から地面に落ちた。受け身も上う手まく取れずに息が詰つまる。忍にん者じやのように鍔つばに足をかけて跳べばもっと高さを稼かせげたのに、と思ったが遅おそかった。


「いかん！　また来るぞ！」


　雪之丞の声で顔を上げた無明之介はその警告の意味を知って青ざめた。銀色の鎖で作られたレーンは一直線ではなかった。中庭をぐるりと一周する円を描えがいていたのだ。文字通り猪ちよ突とつ猛もう進しんするしか能のない巨獣は外周の鎖に身体からだを押おしつけ、速度を落とさず方向転換して迫ってくる。刀はレーンの外に吹ふっ飛ばされている。林檎がショットガンを撃うつが、命中しても巨獣は蚊かほどにも感じないらしく小こ揺ゆるぎもしない。


　策の尽きた無明之介は電撃に打たれるのも構わず遮しや二に無む二にレーンの外に飛び出そうとしたが、予想を超こえる鎖くさりの力に跳はね返された。立ち上がろうとするが身体が痺しびれて動けない。血の気が引いた。


（駄目だ──）


　せめて防ぼう御ぎよだけはしようと両りよう腕うでを上げて顔面を庇かばい目を閉じる。


　カァァンッ！


　銃じゆう弾だんが分厚い鉄板に当たったような鋭するどい音が響ひびいた。


『ブギィッ!!』


　巨獣のくぐもった悲鳴が聞こえ、それきり辺りが静まり返る。


　無明之介は身体に何の衝しよう撃げきもないことを不ふ審しんに思い、顔を覆っていた腕を下げた。


　大門高校のものではない、ブルーグレーの詰つめ襟えりの制服の背中が目の前にあった。


　視線を横に向けると、巨獣は数メートル先に横よこ倒だおしになっていた。直前までの突進の勢いと現在位置から察するに、激突する寸前に真横から攻撃を受けて吹っ飛ばされたに違ちがいない。しかもレーンの外からの攻撃である。そんな真ま似ねが常人にできるだろうか。目の前にある制服の後ろ姿はスマートで、大おお柄がらでもない。


　巨獣が身を起こし、後こう肢しで立ち上がった。よく見れば巨大な猪ではなく、頭から毛皮を被かぶった人間だった。身長二メートルを超える筋肉の塊かたまりのような大男である。


　地面から二本の鎖が飛び出した。制服の少年は左右の掌しよう打だで先端の分銅を叩たたき、弾はじき返して無力化する。


　鎖が地面に引っ込むと、大男の傍かたわらに巨大なドリルが地中から出現した。ドリルと見えたそれは銀色のチェーンを螺ら旋せん状じように捩ねじり合わせたものだった。蕾が花開くように先端から鎖が解ほどけると、中からボンデージファッションに身を包んだ女が現れた。レスリングでもやっているのか亜あ矢やに劣おとらぬ筋肉質で、身長一八〇センチを超える大柄な体格の持ち主である。一〇本の鎖分銅を全身に巻き付けて鎧よろいのように着込んだ。


「気に入らないねえ……生意気なんだよ。ガリ勉のくせに」


　女は燃えるような真しん紅くの髪かみを搔かき上げて制服の少年をにらむ。黒い目に金色の瞳ひとみ──明らかに常人のものではない。魔人の目だ。獣皮を被った大男の目も同様だった。


　制服の少年が背後をちらりと一いち瞥べつして無明之介の無事を確かく認にんした。無明之介の危機を救ったのは氷ひ室むろ那な智ちだった。


「久しぶりだな。〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の不ふ動どう秋あき嵩たかに──久く遠おん七なな瀬せか」


　那智が名を呼ぶと、二人は狂きよう気きじみた笑えみを浮うかべた。那智は眼鏡めがねを外すと、ケースにきっちりと収めて、それをギャラリーの方に投げた。ケースをキャッチしたのは結ゆう城きひとみである。


「君たちは──この〈ペインキラーズ〉の氷室那智が倒す」


　那智が骨こつ法ぽうの構えを見せると、ギャラリーから歓かん声せいが起こり囃はやし立てるように口笛が吹き鳴らされた。


「ふうん……なかなかカッコいいじゃない。勝てればだけど」


　雛乃が目を輝かがやかせてニンマリと微笑ほほえんだ。





　　　　☆





「ええい、もうええ！」


　静馬はエレキギターによる演奏を諦あきらめ、機材を背中から下ろした。指を弾はじき、爪つま先さきと踵かかとで給水タンクを踏ふみ鳴らしてリズムを取る。無む伴ばん奏そうのアカペラで歌うつもりだ。


「お────」


　さらなる異状に静馬は驚きよう愕がくした。声が出ない。確かに声帯は振しん動どうしているのに自分の声が聞こえないのだ。静馬は歌うのをやめて喉のどに手を当てた。


「あー、あー、本日は曇どん天てんなり本日は天てん丼どんなり、どんなんか──な──」


　発声練習をしてみるとちゃんと声が出た。さっきまで普ふ通つうにしゃべれていたのだから当然のことである。ではどうして歌が歌えなかったのか。確認のためにもう一度最初からリズムを取り、歌ってみる。


「──────」


　またもや歌声が消えた。歌声だけでなく、指を弾く音も、足を踏み鳴らす音までもが同時に消えている。呆ぼう然ぜんとしている静馬に、ゲイツが愉ゆ快かいそうに声をかけた。


「どうした？　歌を忘れたか」


「ふざけんな！　どんな魔法でオレの邪じや魔ましくさっとんのや!?」


　そう怒ど鳴なった静馬は、違い和わ感かんに気付いてゲイツから視線を外した。屋上を囲む金かな網あみフェンスの上に人ひと影かげがある。黒いインバネスを羽織った、銀ぎん髪ぱつに白はく蠟ろうの肌はだを持つ男──


「お前……」


　静馬が呼びかけようとするが早いか、銀髪の男はインバネスを翼つばさのように翻ひるがえして右手を振るった。渦うずを巻く烈れつ風ぷうが真正面から襲おそい、静馬の身体を給水塔とうの上から吹き飛ばす。男はそれを追って飛ひ翔しようし、空中で静馬に追いついた。


　風に巻かれて墜つい落らくしながら、静馬は、眼前に迫せまる見知った男の顔と、見知らぬ黒目に金色の瞳ひとみ、口元に湛たたえられた獰どう猛もうな笑みに総毛立ち、その名を呼んだ。


「──京極刹せつ羅ら!!」





　静馬と刹羅の去った屋上に、足音が響いた。


　低い足音が、階段をゆっくりと上ってくる。


　やがて鉄の扉とびらが開き、軍用ブーツで固められた大きな足がコンクリートを踏ふみしめる。


　様子を窺うかがっていた樋口は慌あわてて隅すみに待たい避ひした。現れた男を見て、ゲイツは獲え物ものを見定める鷲わしのように鋭く目を細める。


「わざと遅おくれて来たか。自分の生徒に露つゆ払はらいをさせるとは、酷ひどい教師だな」


「構わんだろ。今の肩かた書がきは用務員だ」


　慶一郎は気のない返事をして、逆さ魔城を見上げた。


　ベランダに立つ美雪がわずかに頰ほおを緩ゆるめる。そのあるかなしかの微笑ほほえみが自分に向けられたものかどうか、その意味すらも慶一郎には判断がつかない。


『いきなり突とつ風ぷうに吹っ飛ばされて退場した草[image: ]静馬と入れ替かわりに現れたのは、大門高校の伝説の番長にして今や地上最強の用務員！　この男の現れるところ、いかなる悪も強制終しゆう了りようするという無敵のターミネーター！　我らが守護神・南雲慶一郎の参戦だ～～ッ!!』


　完全にリミッターが外れた中村がまくし立てる。


「……だ、そうだ」


　慶一郎は軽く腰こしを落とし、ゆったりとした動作から半身に構える。


「さっさと終わらせたいという顔だな」


「あんたが相手だ。七面鳥を料理するくらいの時間は覚かく悟ごしてるさ」


「それはいい。存分に楽しめそうだ」


　ゲイツはマントを脱ぬぎ捨てた。合がつ掌しようして気息を整えると、裸はだかの上半身に無数の奇き妙みような模様の刺青いれずみが浮かび上がる。


「貴様との闘たたかいで私の肉体は大きな痛手を受けた。こうして立って闘えるのはもはや魔素の満ちた結界の中だけだ──」


　両腕を大きく広げ、風を抱だいて飛翔する鷲のごとき雄お々おしい構えをとる。身長三メートルの巨きよ人じんと対たい峙じすると屋上のスペースはひどく狭せまく感じられた。おそらくゲイツの攻こう撃げきの届かない間合いは存在しまい。ただしそれは慶一郎の側も同様だった。


　慶一郎は樋口とカメラマンに言った。


「さっさと出ていけ。邪魔だ」


「しっ、失礼しました～ッ！」


　あたふたと出て行った二人の気配が遠ざかると、慶一郎は抑おさえていた力を解放し、全身から鋭えい利りな殺気を放射した。それを心地ここち好よい微び風ふうのように肌で感じながら、ゲイツは歯を剝むいて笑った。


「────いざ！」





　今しも那智とＫＯＧナイツ・オブ・ゴールドの二人との対決が始まらんとしているのを、涼子は半ば腰を抜ぬかしたまま、呆ほうけたように見守るほかなかった。なのに、すぐ傍かたわらの地面に生えているソルバニアの花が気になり、目を落とす。


　涼子の目が驚おどろきに見開かれた。


　ソルバニアの花の蕾つぼみが綻ほころび、花弁が開いていた。七枚の花弁は外向きに反り返り、その花心を露あらわにしていく。


　咲さきはじめた花から虹にじ色に光る粒りゆう子しが揺ゆらめく炎ほのおのように立ちのぼる。


（────えっ!?）


　目の錯さつ覚かくかと思い、幾いく度ども瞬まばたきする。それでも見えているものは変わらなかった。


　開いた花弁の中から、燐りん光こうを帯びた妖よう精せいのような小人が現れたのだ。それは実体ではなく、ソルバニウム粒子の炎の中に浮かび上がる像のようである。


　一糸まとわぬ姿で現れた花の精──その顔には見覚えがあった。ほんの数センチしかない小人だが容よう貌ぼうははっきりと見て取れる。


　妖精の姿は、烈リー・飛鈴フエイリンによく似ていた。


　飛鈴は悩なやましげな様子で、涼子に向かって何かを訴うつたえようとしていた。


　あまりに小さいためか声は聞こえないが、代わりに字幕が出た。小さいうえに多くが霞かすんでいて読める字はわずかである。


〝あの子……願いは……転……〟


（転……なに!?）


　心の中で問うと、通じたのか少しだけ字幕が鮮せん明めいになる。


〝慶……の子……に……〟


　そこまで話したところで飛鈴の姿は燃え尽つき、搔かき消えた。


　気付いた時には花は散っていた。ほんの数秒のことだ。開ききった花弁は枯かれて縮み、早くも実を結んでいる。


「これは……!?」


　涼子は思わず声を上げた。


　ソルバニアの花は青い石のような実をつけていた。実の表面には梵ぼん字じに似た白い模様がある。涼子はその実をむしり取って掌てのひらに載のせた。


　その青い実は、慶一郎がレイハからもらったペンダントとまったく同じ物だった。







［つづく］















　あとがき







　さて、いよいよ、遂ついに！　学園祭編突入です。


　レイハが大だい門もん高校の住人になった時に「現実と幻想の垣根が壊れてしっちゃかめっちゃかになるだろうな」と覚悟はしていたものの、学園祭が始まってみると予想を超えるカオスっぷり……というかフリーダムすぎて何が何やらという有り様です。


　過去に登場した人物のほとんど全員が大門高校に集まるという展開上、紹介するだけで大変なことになるのは目に見えていたのですが、数えてみたところフルネームと台詞セリフのあるキャラだけで四〇人もいる（！）ことが判明。おそらく前ぜん代だい未み聞もんの事態です。


　久々の再登場組もいるため名前を出しただけだと「え～っと……誰だっけ？」となりかねないということで、巻末に登場人物一覧をまとめておきました。しかしこの一覧を見て改めて気付くのは大おお女おんな率りつの異様な高さ。基準になる涼りよう子こがすでにデカいので、それを超えないと「大柄な女」の範はん疇ちゆうに入らないからかも。まあ身長二メートルの主人公から見ればおおむね小柄ですが。


　頭数が膨ふくれあがった要因のひとつはアーリー・デイズ編からの参戦キャラが大勢いることで、既に登場している霧きり林ばやしあずみに加え、ＥＤアーリー・デイズ編第三巻で静馬と死闘（？）を繰り広げた学園新しん撰せん組ぐみの面々、さらには新撰組結成の立役者であり黒幕でもあった藤とう堂どう雛ひな乃のも推参して大立ち回りを演じます。校長の娘という非常に美味しい肩書きを持つ雛乃ですが、ＥＤ編三巻では損な役回りで割を食ったのが気の毒だったので今回は多少は扱いを良くして──と思っていたら、メインストーリーに何の関わりもないくせに主役面で大暴れする始末。困ったもんです。


　あと忘れてはいけないのがミサティー。二年Ｂ組の初代担任と二代目（慶けい一いち郎ろう）が夢の共演！　日本を守る後輩のピンチにヨーロッパから駆けつけるという、仮面ライダー一号本ほん郷ごう猛たけしを彷ほう彿ふつとさせる展開です（名字が変わっているからたぶん新一号）。


　さらに恐ろしいのは登場人物一覧はあくまで今回出てくるキャラだけで、これで全員じゃないという事実。大門高校にいるのに出演していない教師や生徒、当然Ｋウォーズに参戦するはずの人物がまだ出てきていないし、存在を匂わせつつ出番を窺うかがっているアイツとかもいるし、ついでに言ってしまうと未だ見ぬ強敵もわんさと控ひかえていたりするわけで、五〇人を超えるのは確実……本当の地獄まつりはこれからだ！





　巻を重ねること十七巻──本の厚さもまちまちで何かとムラの多いこのリアルバウトハイスクールですが、次巻をもちまして完結の予定です。


　劇げき中ちゆうで流れた時間はわずか半年、なのに執筆に十二年もかかるとは書き始めた当初には思いも寄らぬことでした。


　本当にあと一冊で決着がつくのか？と問われると「……たぶん」としか答えられないのですが、遅ち筆ひつに不安があるだけで、少々厚くなったとしても内容的にはきっちりとケリをつける所存ですのでご期待ください。


　次は第十八巻──堂々の完結編でお目に掛かかかります。


　それでは、また。











　　　平成二十一年一月十五日




雑賀　礼史













◎リアルバウト第十七巻登場人物一覧







●南な雲ぐも慶けい一いち郎ろう




　　主人公。〈神威カムイの拳〉の遣い手。




●御み剣つるぎ涼りよう子こ




　　サムライガール。飛ひ天てん流剣術門下生。




●草くさ[image: ]なぎ静しず馬ま




　　ケンカ伝道師。〈炎の虎〉の遣い手。




●神かみ矢や大だい作さく




　　厚顔の美少年。静馬の腰巾着。




●鬼おに塚づか鉄てつ斎さい




　　飛天流剣術師範。




●鬼塚美み雪ゆき




　　鉄斎の孫娘。




●レイハ




　　異世界ソルバニアの巫女。




●烈リー飛鈴フエイリン




　　慶一郎の嫁。三代目二年Ｂ組担任。




●烈玲レイ凰フアン




　　烈一族の大家のお嬢様。




●芍花シヤオフア＆苺花メイフア




　　飛鈴の妹分。双子の姉妹。




●結ゆう城きひとみ




　　涼子の親友。メガネっ娘の図書委員。




●藤とう堂どう鷹たか王お




　　大門高校校長。グラサン親父。




●中なか村むら環たまき




　　放送部二年生。Ｋファイト実況アナ。




●後ご藤とう史し織おり




　　演劇部部長。




●獅し子し倉くら達たつ哉や




　　元剣道部主将。




●伊い福ふく部べ吉よし光みつ




　　文芸部員。女用心棒シリーズの作者。




●小こ関せき遼りよう二じ




　　柔道部顧問。姫ひめ川かわ流柔術の門下。




●弥や永なが源げん太た郎ろう




　　剣道部顧問。通称ヒゲダルマ。




●ドクター村むら雨さめ




　　自称天才科学者。説明おじさん。




●バラキレワ




　　万能潜水艦アトラゴンの艦長。




●澁しぶ澤さわ右う京きよう




　　的中率一〇〇パーセントの占い師。




●来く留る間ま美み沙さ緒お




　　初代二年Ｂ組担任。




●霧きり林ばやしあずみ




　　白はく鳳ほう女学院三年生。涼子の好敵手。




●藤堂雛ひな乃の




　　白鳳女学院二年生。校長の次女。




●鬼き頭どう林りん檎ご




　　元学園新撰組。女ガンマン。




●織おり部べ志し帆ほ




　　元学園新撰組。紙飛行機の達人。




●柿かきの木き多た詠え子こ




　　元学園新撰組。カルタ名人。




●鳥とり居い亜あ矢や




　　元学園新撰組。あやとり名人。




●氷ひ室むろ那な智ち




　　ストリートバイパーズの[image: ]２。




●仁に志し雅まさ春はる




　　通称ハル。古参バイパーズの一人。




●坂さか崎ざき英えい造ぞう




　　通称ザキ。古参バイパーズの一人。




●草[image: ]巴ともえ




　　美雪の担任で静馬の姉。




●九く条じよう鳴なる海み




　　四ツ葉中二年生。ゴースト視能力者。




●姫川沙さ羅ら




　　美雪の親友。柔術家姫川雷らい蔵ぞうの孫娘。




●泉いずみ谷や万かず騎き




　　鉄面皮の風紀委員。




●神かん崎ざき唯ゆい




　　万騎の幼馴染み。常識人。




●京きよう極ごく刹せつ羅ら




　　闇やみ神威〈凶まがツ風かぜ〉の遣い手。チームＫＯＧナイツ・オブ・ゴールドのリーダー。




●久く遠おん七なな瀬せ




　　チームＫＯＧの一人。〈紫し電でんの薔ば薇ら〉の遣い手。




●不ふ動どう秋あき嵩たか




　　チームＫＯＧの一人。〈山の轟とどろき〉の遣い手。通称「ウリ坊」。




●ウィラード・ゲイツ




　　ニューヨーク暗黒街の帝王。身長三メートルの大巨人。












召喚教師
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